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平成 31 年 4 月 


はじめに 


交通事故 のない、 安全で 快適な くるま 社会の 実現は、 わたし 
たち 運転者 一人ひとりの 願いでも あります。 

交通事故を 防止す るた めには、 道路交通法 などの 法令で 決 
めら れた ルールを 守る だけで な C 道路交通の 場で、 お 互いが 
相手の 立場を 尊重して、 やさし さと 思いやりの 心を 持った 運転 
を 実践して いくこと が 大切です。 

この 本は、 最近の 道路交通法の 改正 点 等を ト ピック ス として 
取り あげるな ど、 法令 や 安全の ために 守って いただき たいこと 
がらに 図解 等を そえて わかりやすく 説明して います。 

運転免許証を 更新す る 機会 等に、 運転免許 試験に チャ レン 
ジ した ころの 初心に 返って、 この 本を 読んで みて ください。 ま 
た、 この 本を 常時 くるまに 備え、 折に ふれて 活用して いただけ 
れぱ 幸いです。 

そして、 みんなで 交通事故 のない 明るく 住み やすい 社会を 
つくって し) ぎ ましよう。 


わたしたち か''、 

ついて C 袍圩し 
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1 高齢 運転者 対策の 推進を 図る ための 規定の 整備 


平成 29 年 3 月 12 日 施行 


高齢者に よる 交通事故を 防止す るた め、 認知 症な どに 対する 対策が' 強化され 
ました。 


① 臨時 認知 機能 検査 •臨時 高齢者 講習の 新設 


臨時 認知 機能 検査 
75 歳 以上の 運転者が'、 認知 機能 
が 低下した ときに 起こし やすい 一 
定の 違反 行為 （ 1 8 基準 行為） をし 
たと きには、 臨時の 認知 機能 検査 
を 受けなければ なりません。 


0 」 


①  信号無視 

②  通行 禁止 違反 

③  通行 区分 違反 

④  横断 等 禁止 違反 

⑤  進路 変更 禁止 違反 

⑥  しゃ 断 踏切 立 入り 等 

⑦  交差点 右左 折 方法 違反 


⑧  指定 通行 区分 違反 

⑨  環状 交差点 左折 等方 法 違反 

⑩  優先 道路 通行 車 妨害 等 
⑪ 交差点 優先 車 妨害 

⑫ 環状 交差点 通行 車 妨害 等 
⑬ 横断歩道 等に おける 
横断 歩行者 等 妨害 等 


⑭ 横断歩道 のない 交差点に 
おける 横断 歩行者 等 妨害 等 
⑮ 徐行 場所 違反 
⑯ 指定 場所 一時 不 停止 違反 
⑰ 合図 不履行 
⑱ 安全運転 義務 違反 


臨時 高齢者 講習 

臨時 認知 機能 検査を 受け、 認知 機能の 低下が 運転に 影響す る おそれが' あると 判断 
された 高齢者は、 「臨時 高齢者 講習」 (実車 指導と 個別 指導) を 受けなければ なり ま 
せん。 


② 臨時 適性検査 制度の 見直し . .  •  •  •  . .  •  •  •  • 

更新 時の 認知 機能 検査 または 臨時 認知 機能 検査で 「認知 症の おそれが' ある」 と 判 
定 された 方は、 「臨時 適性検査」 （医師の 診断) を 受け、 または、 命令に 従い 主治医 等 
の 診断書を 提出し なければ なりません。 

※医師の 診断の 結果、 認知 症と 判断され た 場合は、 運転免許の 取消し または 停止と なります。 


③ 高齢者 講習の 合理化 •高度 化 . .  ■  . 

高齢者 講習は、 75 歳 未満の 方に ついては 2 時間に 合理化 (短縮) されます。 また、 75 
歳 以上の 方に ついては、 認知 機能 検査の 結果に 基づいて 、より 高度 化 または 合理化 
が 図られた 高齢者 講習が' 実施され ます。 


一定の 違反 行為を したと き 


•実車 指導 0 時間) 
•個別 指導 ⑽ 間) 
計 2 時間 
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認知 機能の 低下の おそれ 


認知 機能の 低下の おそれな し 


•実車 指導 
•個別 指導な ど 
計 3 時間 


•実車 指導な ど 
計 2 時間 


認知 機能 検査の 結果が 
悪く なって いる 場合 


認知 症の おそれ 


更新 時の 認知 機能 検査 


運転免許証を 更新 するとき 


臨時 適性検査 または 診断書 提出 命令 


認知 症の おそれ 


臨時 認知 機能 検査 
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75 歳 以上 


75 歳 未満 


定の 違反 行為 
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2 準 中型 免許の 新設 


準 中型 免許では、 車両 総 重量 7. 5 トン 未満 (最大 積載量 
4. 5 トン 未満) の 自動車を 運転す る ことができます。 

①準 中型 免許は 18 歳から 取得す る ことが' できます。 すでに 普通 免許を 取得して い 
る 方は、 さらに 限定 解除 審査に 合格 すれば、 車両 総 重量 5 トン 以上 7. 5 トン 未満の 
自動車を 運転す る ことが' できます。 

※審査は、 指定 自動車 教習所で 4 時間 以上の 教習 等を 受けた 上での 審査 または 運転免許 試験場での 
技術 審査 等の いずれ かになります。 


②  改正 前に 取得した 運転免許で 運転で きる 自動車は、 改正 後 も 
弓 I き 続き 運転す る ことが' できます。 

※運転免許証と 自動車 検査 証で、 運転 可能な 車種で あるかを 確認し ましょう。 

③ 準 中型 免許 取得 後 1 年 未満の 方は、 準 中型 自動車を 運転す 冷と 
きには 初心者 マークを 表示し なければ なりません。 


初心者 マーク 


Bnl 


車両 総 重 置 

晒：:：：: 

BDSI 

最大 積載量 

普通 自動車 

18 歳 以上 

(乗車 定員 10 人 以下） 


中型 自動車 

20 歳 以上 

普通 免許 等 保有 2 年 以上 
(乗車 定員 1 1 人 以上 29 人 以下） 


大型 自動車 IBPJSa 
21 歳 以上 

普通 免許 等 保有 3 年 以上 
(乗車 定員 30 人 以上） 


B3^W 也 本 楷^ 


車両 総 重 置 

ESST 

ES9 

BDS^ 

最大 横 載 置 

E&I 

普通 自動車 準 中型 自動車 SiJjPi#!；!  中型 自動車 [ 

20 歳 以上 

普通 免許 等 保有 2 年 以上 
(乗車 定員 11A!JU;29AUt 下） 


18 歳 以上 

(乗車 定員 10 人 以下） 


1 8 歳 以上 

(乗車 定員 10 人 以下） 


大型 自動車 

21 歳 以上 

普通 免許 等 保有 3 年 以上 
(乗車 定員 30 人 以上） 


車両 総重屋 

EB9^ 

最大 稱載置 

E8^ 

普通 自動車 | _ 

18 歳 以上 

(乗車 定員 10 人 以下） 


大型 白動蚩 111 
20 歳 以上 

普通 免許 等 保有 2 年 以上 
(乗車 定員 29 人 以下） 


特に 大きな 車両 
21« 以上 

普通 免許 等 保有 3 年 以上 
(乗車 定貝 30 人 以上） 


大型 免許 


こ P 型 免許 


大型 免許 


平成 1 9 年 6 月 2 日〜 平成 29 年 3 月 


大型 免許 


3 :せ：.;- 


平成 29 年 3 月 12 日 施行 


I 最近の 道路交通 法改正 


6 


3 運転免許の 仮 停止の 対象範囲の 拡大 


平成 27 年 6 月 17 日 施行 


運転免許の 仮 停止の 範囲が'、 酒気帯び運転 や 過労 運転 等に よる 死傷 事故に も 拡大 
され、 事故が' あつた 日から 30 日間、 免許の 効力を 停止す る ことが' できる ことと され ま 
した。 


4 一定の 病気に 該当する こと 等を 理由と して 免許を 取り 
消された 場合に おける 再 取得した 免許に 係る 免許証の 
有効期間 に関する 規定の 整備 


平成 27 年 6 月 1 日 施行 


-定の 病気に 該当する こと 


※ 「一定の 病気」 とは、 統合 失調 症、 認知 症 および てんかん 
など 自動車 等の 安全な 運転に 支障を およぼす おそれが 
ある 病気と して 政令で 定める ものを いいます。 


等を 理由に 免許を 取り消 
された 場合、 取消しから 3 
年 以内で 免許を 再 取得し 
た 場合は、 取り消された 免 
許を 受けた 日から 取り消さ 
れた 日までの 期間と 再 取 
得した 免許を 受けて いた 
期間は 継続され ていた も 
のとみ なされます。 


継続され ていた ものと'' 
みなし ますよ。 


免許 取得 (更新） 免許 取消し  再 取得 

i - i  3 年 以内  ^ 


取得 期間 継続と みなす 


5 自転車の 運転に よる 交通の 危険を 防止す るた めの 
講習に 関する 規定の 整備 


平成 27 年 6 月 1 日 施行 


一定の 危険な 違反 行為 (信号無視、 一時 不 停止、 酒 酔い 運転 等) をして 3 年 以内に 
2 回 以上 摘発され た 自転車 運転者 (悪質 自転車 運転者） は、 公安委員会の 命令を 
受けてから 3 力 月 以内の 指定され た 期間 内に 講習を 受けなければ なりません。 


3 年 以内に 2 回 以上 摘発され た 
悪質 自転車 運転者 


公安委員会が 自転車 運転者に  公安委員会 による 受講 命令に 

講習の 受講を 命じる  1 従わなかった 場合 
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自転車に よる 危険な 違反 行為 

①  信号無視 

②  通行 禁止 違反 

③  歩行者 用 道路に おける 車両の 義務 違反 (徐行 違反) 

④  通行 区分 違反 

⑤ 路側 帯 通行 時の 歩行者の 通行 妨害 

⑥  遮断 踏切 立 入り 

⑦  交差点 安全 進行 義務 違反 等 

⑧  交差点 優先 車 妨害 等 

⑨  環状 交差点 安全 進行 義務 違反 等 

⑩  指定 場所 一時 不 停止 等 

⑪ 歩道 通行 時の 通行 方法 違反 
⑫ 制動 装置 (ブレーキ) 不良 自転車 運転 
⑬酒 酔い 運転 
⑭ 安全運転 義務 違反 


危険な 運転は いけません! 


6 環状 交差点に おける 車両 等の 交通 方法の 
特例に 関する 規定の 整備 


平成 26 年 9 月 1 日 施行 


環状 交差点の 標識 


歩行者な どや 
右から 来る 車 
両に 注意 


左側の 方向 指示 
器で 合図 


環状 交差点では、 

•左折 等 するとき は、 あら かじ 
め その 前からで きる 限り 道 
路の 左側 端に 寄り、 かつ、 で 
きる 限り 環状 交差点の 側 端 
に 沿って 徐行し なければ な 
ら ない。 

_ 環状 交差点に 入ろうと する 
ときは、 徐行し なければ なら 
ない 0 

_ 車両 等は、 環状 交差点 内を 
通行す る ほかの 車両 等の 進 
行を 妨害して はならない。 
などの 交通 方法が 定められ 


ました。 


P.75 〜 P.76、 P.79 〜 P.81 、 P.1 1 1 '  P.11 5\ 


7 一定の 病気 等に 該当する 運転者 対策を 推進す るた めの 規定の 整備 


平成 26 年 6 月 1 日 施行 


① 免許を 受けよう とする 者 等に 対する 質問 等に 関する 規定 
•公安委員会は、 免許の 取得 •免許証の 更新を しようと する 者に 対して、 一定の 病気 
等に 該当する かどう か 判断す るた めの 質問 票を 交付す る ことが' できます。 

❿ 質問 票を 受けた 者は、 それに 答えて、 公安委員会に 提出し なければ なりません。 


❿ 公安委員会は、 すでに 免許を 受けて 
いる 者 等が' 一定の 病気 等で あるか 調 
査 する 必要が' あるときは、 必要な 報 
告を 求める ことが' できます。 


公安委員会 

,□0000 

J0.00 

質問 票 き％ 旧 「い 


② 診察した 医師に よる 診察 結果の 届出に 関する 規定 

医師は 診察した 者が' 一定の 病気 等 
に 該当すると 認知し、 その 者が' 免許 
を 受けて いると 知った ときは、 診察 
結果を 公安委員会に 届け出る こと 
がで きます。 


■ 


_|po 

■■A 

公安委員会 


医師 


③ 免許の 効力の 停止に 関する 規定 
公安委員会は、 一定の 病気 等に かかって いると 疑われる 者の 免許を 3 力 月を 超え 
ない 範囲 内で 期間を 定めて 停止す る ことが' できます。 


④ 免許の 再 取得に 係る 試験の 一部 免除に 関する 規定 

一定の 病気に 該当する こと 等を 理由に 免許を 取り消された 場合、 取消しから 3 年以 
内で あれば、 再 取得 時の 運転免許 試験 (適性 試験は 除く） は 免除され ます。 


一定の 病気に 該当する こと 等を 
理由と した 免許の 取消し 


3 年 以内 


免許の 再 取得 


免許 取得 時の 運転免許 試験の 一部を 免除 


•: ポ” … -  .  nr  丄 - ........ 々..叫, 心 .い， . . : .しし . 

* 


トピックス 1  最近の 道路交通 法改正 


| 最近の 道路交通 法改正 
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8 放置 違反 金の 収納 事務の 委託に 関する 規定の 整備 


平成 26 年 6 月 1 日 施行 


都道府県は、 放置 違反 金の 収納 事務を、 私人に 委託す る ことができる ようになり ま 
した。 これにより、 ATM や コンビニ 等で 放置 違反 金を 支払う ことができる ようにな 
りました。 

※本 制度の 運用 開始 時期は 都道府県 によって異なります。 


9 取消 処分 者 講習に 関する 規定の 整備 


平成 26 年 6 月 1 日 施行 


公安委員会が 免許の 取消しに 係る 書面の 交付を しようと した にもかかわらず、 不出 
頭 や 所在 不明 等で 交付を 受けなかった 者が、 運転免許 試験を 受けよう とする 場合 
は、 過去 1 年 以内に 取消 処分 者 講習を 終了して いなければ なりません。 


取消 処分から 再 取得までの 流れ 


取消 処分の 該当者に 意見 聴取の 通知 

▼ 

該当者は 出頭し 意見の 聴取を 受ける 

▼ 

処分が 決定し、 書面を 交付 (処分の 効力 発生） 

取消 処分 者 講習を 受講 

▼ 

運転免許 試験 

▼ 

運転免許の 再 取得 


< 


鬱 施行 前は、 ここで 意見の 聴取を 受けな 
いと 処分が' 決定し、 書面の 交付が でき 
ない まま 運転免許が' 失効す る ことと 
なり、 取消 処分 者 講習を 受講せ ずに 
運転免許 試験を 受ける ことが' 可能で 
した。 

4 この 問題点を 是正す るた め、 書面の 交 
付を 受けなかった 者が、 運転免許 試験 
を 受けよう とする 場合は、 過去 1 年以 
内に 取消 処分 者 講習を 受講して いな 
ければ ならない ことと なりました。 


10 「自動車の 運転に より 人を 死傷させる 行為 等の 
処罰に 関する 法律」 の 制定 


平成 26 年 5 月 20 日 施行 


飲酒運転 等で 死傷 事故を 起こしても 危険 運転 致 傷 罪を 適用で きなかった ケースに 
対する 法律が' 整備され、 悪質 •危険な 運転に 対する 罰則と 行政処分が 強化され ま 
U た。  P.23 


amm 


D 


最近の 道路交通 法改正 


〇 


11 悪質 •危険 運転者への 対策 


平成 25 年 12 月 1 日 施行 


悪質 •危険な 無免許運転を 根絶す るた め、 運転 
者に 対する 罰則が' 強化され ると ともに、 運転者 
の 周辺 者に 対する 罰則 も 整備され ました。 
P.125\\ 


無免許運転 だけでなく、 無免許運転 者への 
自動車 等の 提供、 同乗 も 厳罰 化！ 


無免許 運転者、 無免許運転の 下命 •容認 者 および 偽り その他 不正の 手段に 
より 免許証 等の 交付を 受けた 者に 対する 罰則を 引き あげ 


I 1 年 以下 0： 


年 以下の 懲役 または 30 万円 以下の 罰金 


p 撇孤 

)♦[! 年— 


年 以下の 懲役 または 50 万円 以下の 罰金 


■ 無免許運転 m 助 行為に 対する 罰則の 新設 


無免許運転を する おそれの ある 者に 自動車 等を 提供し、 
自動車 等の 提供を 受けた 運転者が 無免許運転 をした 場合 


{ 自動車 等の! 
! 自動車 等を 這 


※無免許運転の 基礎 点数が 25 点に 引き上げられました。 


D 運転者が 免許を 受けて いない ことを 知りながら、 その 運転者に 
自動車 等を 運転して 自己を 運送す る ことを 要求 •依頼して 同乗した 場合 


} 争 


3 年 以下の 懲役 または 
50 万円 以下の 罰金 


2 年 以下の 懲役 または 
30 万円 以下の 罰金 


平成 25 年 12 月 1 日 施行 


12 自転車に 関する 規定の 整備 

① 自転車の 検査 等に 関する 規定 

警察官は、 ブレーキを 備えて いないため 交通 
の 危険を 生じさせる おそれが' あると 認められ 
る 自転車が' 通行して いると きは、 停止 させて ブ 
レーキを 検査で きる ようになりました。 

さらに、 危険を 防止す るた め 必要な 応急 措置 
を 命じ、 または、 その 自転車を 運転し ないよう 

命ずる ことができる ことと され、 これらの 命令  買- 

Lfe 反した 者 (し 対する 言 D 則 か 整備され ました。 ブレーキ のな ぃ 自転車に 乗って はぃ けません！ 
※検査 拒否 または 応急 措置 命令に 違反した 場合は 5 万円 以下の 罰金 


■最近の 道路交通 法改正 
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②軽 車両の 路側帯 通行に 関する 規定 

自転車 等の 軽 車両が' 通行で きる 路側 帯は、 道路の 左側 部分に 設けられた 路側帯 
に 限る ことと されました。 

※路側 帯の 右側 通行を した 場合は、 通行 区分 違反と して、 3 力 月 以下の 懲役 または 5 万円 以下の 罰金 


自転車の 右側 通行は いけません！ 


最近の 道路交通 法改正 


12 


— — — r 一1 〔：:’旧幽"""^— トピックス 1  最近の 道路交通 法改正 


「あおり 運転」 で 免 停に! 


交通 死亡 事故に つながる 恐れが' ある 「あおり 運転」 が' 社会問題 化して います。  ^ 

「あおり 運転」 は、 走行 中に 蛇行 や 幅寄せ、 急 停止、 パッシング 等を 繰り返して 相  s 

手に 威圧 感や 恐怖 感を 与え、 正常な 運転を 妨害す る 悪質 •危険な 行為です。 重大  | 

事故に つながり かねない これらの 違反 行為に 対しては、 累積 点数がなくても 危 
険性帯 有 者と して 免許 停止 等の 行政処分が 科されます。  ！ 


あおり 運転の 態 様と 違反 種別 


運転の 態 様 

違反 種別 (道路交通法 違反） 

前方の 自動車に 著しく 接近し、 もっと 速 
く 走る よう 挑発す る 

車間距離 保持 義務 違反 (法 第 26 条） 

危険 防止を 理由と しない 不必要な 急 
ブレーキを 掛ける 

急 ブレーキ 禁止 違反 (法 第 24 条） 

後方から 進行して くる 車両 等が' 急プレ 
ー キや急 ハンドルで 避けなければ なら 
なくなる ような 進路 変更を 行う 

進路 変更 禁止 違反 (法 第 26 条の 2 第 2 項） 

左側から 追い越す 

追 越しの 方法 違反 (法 第 28 条） 

夜間、 他の 車両の 交通を 妨げる 目的で 
ハイ ビームを 継続す る 

減 光 等 義務 違反 (法 第 52 条第 2 項） 

執 抛に クラクシ ヨンを 鳴らす 

警音器 使用 制限 違反 (法 第 54 条第 2 項） 

車体を 極めて 接近させる 幅寄せ 行為を 
行ぅ 

安全運転 義務 違反 (法 第 70 条） 

初心 運転者 等 保護 義務 違反 (法 第 7 1 条第 5 号の 4) 

※これらの 悪質 •危険な 行為が' 有形 力の 行使と 認められる 場合は、 暴行 罪 (刑法 第 2〇8 条) が' 成立す 
る 場合が あります。 

あおり 運転」 により 他人を 死傷 させ、 または 事故を 誘引した 場合は 厳しく 処罰され ます。 
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ト ピック ス 


ハイ 丁クを 活用す る 


1111 


先進 安全 自動車 
(ASV) 

交通事故の 発生 防止と 被害 軽減の ため、 
先進 安全 技術を 利用して ドラ イノ  \ '一の 
安全運転を 支援す る システムを 搭載した 
自動車 （「サボ カー」 「サポ カー S」） の 
開発と 普及 啓発が 進んで' います。 


① 衝突 被害 軽減 ブレーキ （自動 ブレーキ） 

前方の 障害物との 衝突を 予測して 警報し、 衝突に よる 被害を 軽減す るた めに 
自動的に 制動 制御す る システムです。 


システム あ 《j 


聲 前: 


警報に より 自分で 

「前方 注意! J  ノ  t 十 


警報に 気づかない ときは… 自動 ブレーキ 

▼  _ 


システム なし 


間に合わない 


発見 遅れに より 
遅い タイミングで ブレーキ 


先進 安全 自動車 (ASV} 
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③定速 走行 •車間距離 制御装置 

前を 走る 車と 一定の 車間距離を 維持す るよう 自動的に 加速、 減速 するとと もに、 前 
の 車が' いない 場合には、 設定した スピードを 保つ システムです。 


システム あり 


ト ピック ス 2 


ハイテクを 活用す る 


11 先進 安全 自動車 (ASV) 


— 8M— 
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④横 すべり 防止 装置 (ESC) 

横す ベり 防止 装置 (以下、 ESC) は、 車両が' 

不安定な 状態 (以下、 危険な 状況 下) を検 
知す ると、 各種 センサー から 得られた 情 
報を 元に 瞬時に 各 タイヤ （一輪 または 複 
数の 車輪） へ 個別に ブレーキを かける と 
ともに、 瞬時に エンジン 出力を 制御す る こ 
とに よって 車両の 姿勢を 制御し、 可能な 
限り 車両の 挙動を 安定させる ものです。 

ESC は、 車の 基本 性能で ある 「走る」 「曲が' る」 「止まる」 のうち、 「曲が' る」 を 制御す るシ 
ス テムと いえます。 「走る」 を 制御す る システムは、 トラ クシ ヨン コン ト □—ル システム 
(TCS) 、 「止まる」 を 制御す る システムは、 アンチ □ツク ブレーキ システム (ABS) です。 


な 皆’】 

■  /# 


■アンダー ステアの 場合 


■オーバー ステアの 場合 


システム あり 

m 

システム なし 

う 

ぐ 

1 

システム なし 

腾編パ : 

疆 

システム あり 

車両の 前方が カーブの 外側に 押し出され そうにな ります。 
ESC が 内側 後輪に ブレーキを かけ、 車両の 方向を 修正し ます。 


車両の 前方が カーブの 内側に 押し出されそう になります。 
ESC が' 外側 前輪に ブレーキを かけ、 車両の 方向を 修正し ます。 


⑤  ヘッド ライ トの 先進 技術 

走行 中、 ハンドルの 角度に 合わせて 照射 範囲を 変える 機能 や、 対向車 や 先行 車を 
検 知して ハイ ビームと 口ー ビームを 自動的に 切り替える 機能な どが あります。 

⑥  ペダル 踏み 間違い 時 加速 抑制 装置 

停止 時 や 低速 走行 時に、 前方 や 後方の 壁 や 車両 等を 検知 している 状態で アクセル 
を 踏み込んだ 場合には、 エンジン 出力を 抑える 等に より 急 加速を 防止し ます。 

〇 先進 技術は あなたの 安全運転を 支援し ますが'、 交通事故を 完全に 防ぐ ものでは 
ありません。 先進 技術 も 万能では なぐ 条件に よっては 装置が 作動し ない 場合 も 
あります。 装置の 機能を 過信せ ず 安全運転を 心掛け ましょう。 


0 


先進 安全 自動車 (ASV} 
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\ 


I カー ナビ ゲー シヨ ン 装置 

道順 案内な どを 行い 運転を 支援す る 車 
載 システムの ことです。 現在 位置を 自動 
的に 割り出し、 システムに 記録され た 地 
図と 照らし合わせる ことで 運転を 支援す 
る ほか、 無線通信を 行い、 天候 •道路 状 
況 などの 情報 提供を 行う も の も ありま 
す。 現在 位置を 割り出す 方法には、 GPS 
衛星を 利用す る 方法 や ジャイ □などの 
自律 航法 装置を 用いる ものが 'あります。 


：(SB 


GPS を 利用して 現在 位置を 知る 場合、 長い トンネル などを 走行して いると きには 
GPS 衛星と 通信を 行えず、 現在 位置の 誤 表示が' 起こる 場合が' あると いう 欠点が あ 
ります。 自律 航法 装置に よる 方法では、 ジャイ □を 使って 自動車の 方向転換を 検知 
し タイヤの 回転 数な どから 移動 距離を 割り出す ことで、 出発 地点から どの 方向に 
どれく らい 動いた かを 求め、 現在 位置を 算出し ます。 欠点と して、 長く 走れば 走る ほ 
ど 誤差が 蓄積す るた め、 時々 修正を する 必要が' あります。 現在では、 自律 航法 装置 
と GPS を 併用す る ことで お 互いの 欠点を 補う 方法が' 一般的です。 


: カー ナビ ゲー シヨ ン システム 


GPS アンテナ/ GPS レシーバ- 


人工衛星からの 電波を 受信し、 車の 
いる 場所を 検知 


ジ ヤイ □センサー (方位 センサー） _ 


車の 向かう 方向を 検知 


車 速 センサー (スピード センサー） 


i 車の 移動 距離を 検知 


アンテナ や センサーから 
の 情報と 地図 データを 照 
らし 合わせ、 ディスプレイ 
に 表示 


1  *SD 力ード  *HDD 

!  •DVD-ROM  •CD-ROM  j 


また、 道案内を 行う だけでなく、 目的地の 天候 や 途中 経路の 路面 状況 •混雑 具合な 
どの 情報 提供を 行う もの や、 地上 波 デジタル 放送を 受信し テレビを 視聴で きる も 
のちあります。 

籲走 行中は 力ー ナビ ゲーシ ヨン 装置の 画面を 注視して はいけ ません。 

籲 操作は 安全な 場所に 自動車を 停止して 行うよう にしましょう。 


トピックス 2  ハイテクを 活用す る 


a 


力— ナビ ゲ—シ ヨン 装置 
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■有料道路を 利用す る 前に、 ETC カードを 車 載 器に 確実に 挿入し ます。 

停車した 状態で、 カードを しっかりと 挿入 
してく ださい。 力ー ドの 挿入の 仕方が 不 
完全な 場合、 通信 エラーが 起きる ことが' 

あります。 力ー ドを 挿入した 際は、 車 載 器 
が 正しく 動作して いるかを 必ず 確認し ま 
しよ つ 0 


■ETC 専用 レーンは 時速 20km 以下で、 十分な 車間距離を とって 通行し ましよう。 

車 載 器と アンテナの 交信に エラー が' 起き 
た 場合には 、ゲー トの 開閉 パー が 開かな 
いこと があります。 前車が' 停止す る こと 

があります ので、 車間距離を とり、 いつで  : 。 ， 

も 安全に 止まれる ように、 ゆっくりと 進み 
よ しよ Do 


いつでも 止まれる ように、 
時速 20km 以下で 通行 


トピックス 2  ハイテクを 活用す る 


ETC を 利用す る 際の 注意 ポ イン ト 


高速道路 など 有料道路の 料金所での 

渋滞を 緩和す るた めの 

ノンストップ 自動 料金 収受 システムです。 

車に 設置され た 車 載 器に ETC カードを 挿入し、 
料金所の ETC 専用 レーンを 通過す ると、 

無線 交信で 自動的に 通行 料金を 精算。 
支払いは クレジット カ ー 
料金所で 停車す る 必要の な 
便利な システムです。 


|ETC 
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■ETC カードを 車内に 置いた ままに しないで ください。 

ETC 力ー ドは クレジット カー ドの一 種です ので、 車から 離れる 際は、 車 載 器から 抜き 
取り、 運転者み ずから が 携行し ましよう。 


I エコ ドライブの すすめ 

車から 出る 二酸化炭素は、 地球温暖化の 原因の 一つです。 
エコ ドライブは 二酸化炭素の 出る 量を 
減らす とともに、 安全運転 にもつな が' ります。 

以下の 「エコ ドライブ ⑩の すすめ」 の 趣旨を 
実 f ラし ましよう。 


① ふん わり アクセル re スター ト」 

発進 するとき は、 穏やかに アクセルを 踏んで 発進し ましょう (最初の 5 秒で、 時速 20km 
程度が' 目安です)。 日々 の 運転に おいて、 やさしい 発進を 心がける だけで、 1 096 程度 燃 
費が' 改善し ます。 焦らず、 穏やかな 発進は、 安全運転 にもつな が' ります。 


②  車間距離に ゆとりを 持って、 
加速 •減速の 少ない 運転 

走行 中は、 一定の 速度で 走る ことを 心がけ ま 
しょう。 車間距離が 短くなる と、 ム ダな 加速- 
減速の 機会が 多くな り、 市街地では 2% 程 
度、 郊外では 696 程度 も 燃費が' 悪化し ます。 
交通 状況に 応じて 速度 変化の 少ない 運転を 
が' け ましょ ろ。 

③  減速 時は 早めに アクセルを 
離そう 

信号が 変わるな ど 停止す る ことが わかった 
ら 、早めに アクセルから 足を 離しましょう。 そ 
うする と エンジン ブ レー キ が' 作動し、 296 程 
度 燃費が' 改善し ます。 また、 減速 するとき や 
坂道を 下る ときに も エンジンブレーキを 活 
用 しま しょつ。 


十分な 車間距離を 保ち、 
加減 速を 少なく 


、\〇ゲ. 


春 


r 

v 


環境を 考える 
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④  エアコンの 使用は 適切に 

車の エアコン (A/C) は 車内を 冷却 •除湿す る 機能です。 暖 
房の み 必要な ときは、 エアコン スイッチを 〇 FF にし ましよ 
う。 また、 冷房が' 必要な ときは、 車内を 冷やしす ぎ' ないよう 
にしましょう。 たとえば、 車内の 温度 設定を 外気と 同じ 25°C 
に 設定した 場合、 エアコン スイッチを 〇 N にした まま だと 1296 程度 燃費が' 悪化し ます。 

⑤ ム ダな アイ ドリ ング はやめよう 

待ち合わせ や 荷物の 積 卸しな どに よる 駐 停車の 際は、 アイ ド リングは やめ ましょう。 1 〇分 
間の アイ ド リング (エアコン OFF の 場合) で、 1 30cc 程度の 燃料を 消費し ます。 また、 現在 
の 乗用車では 基本的に 暖機 運転は 不要です。 エンジンを かけたら すぐに 出発し ましょう。 

⑥  渋滞を さけ、 余裕を 持って 出発し よう 

出かける 前に、 渋滞 •交通 規制な どの 道路交通 情報 や、 地図 •力ー ナビな どを 活用して、 行き 
先 や ルー トを あらかじめ 確認し、 時間に 余裕を 持って 出発し ましょう。 さらに、 出発 後 も 道路 
交通 情報を チェックして 渋滞を さければ 燃費と 時間の 節約になります。 たとえば、 1 時間の 
ドライブで 道に 迷い、 1 0 分 間 余計に 走行す ると 1 7% 程度 燃料 消費量が 増加し ます。 


⑦ タイヤの 空気 圧から 始める 点検 •整備 


タイヤの 空気 圧 チェックを 習慣 づけ ましよう。 タイヤ 
の 空気 圧が 適正 値より 不足す ると、 市街地で 2% 程 
度、 郊外で 4% 程度 燃費が 悪化し ます （適正 値より 
50kPa  (0.5kg/cm2) 不足した 場合)。 また、 エン ジ 
ン オイル •オイル フィルタ •エア ク リーナ エレメント 
などの 定期的な 交換に よっても 燃費が 改善し ます。 


⑧ 不要な 荷物は おろそう 

運ぶ 必要の ない 荷物は 車から おろしましょう。 車の 燃費は、 荷物の 重さに 大きく 影響され ます。 
たとえば、 1 00 kg の 荷物を のせて 走る と、 3% 程度 も 燃費が 悪化し ます。 また、 車の 燃費は、 空 
気 抵抗に も 敏感です。 スキーキャリア などの 外装 品は、 使用 しないと きには 外し ましよう。 


⑨ 走行の 妨げと なる 駐車は やめよう 

迷惑 駐車は やめましょう。 交差点 付近な どの 交通の 妨げになる 場所での 駐車は、 渋滞を 
もたらします。 迷惑 駐車は、 ほかの 車の 燃費を 悪化させる ばかり か、 交通事故の 原因に 
もなります。 迷惑 駐車の 少ない 道路では、 平均 速度が 向上し、 燃費の 悪化を 防ぎます。 


⑩ 自分の 車の 燃費を 把握し よう 

自分の 車の 燃費を 把握す る ことを 習慣に レましょう。 日々 の 燃費を 把握す ると、 自分の エ 
コ ドライブ 効果が 実感で きます。 車に 装備され ている 燃費 計 •エコ ドライブ ナビ ゲー シヨ 
ン •インター ネットでの 燃費 管理な どの エコ ドライブ 支援 機能を 使う と 便利です。 


トピックス 3  環境を 考える 


| 低 公害 車 

現在、 これまでの 車よりも 
二酸化炭素の 出る 量が 少ない 車 や、 
排気ガスの クリーンな 車が 
開発され ています。 


画 電気自動車 

電池に 貯めた 電気で モーター を 回転 させ 
て 走ります。 

電気自動車は 「有害 排出物が 無く （ゼ □エ 
ミッション)、 環境に やさしい」 と 考えられて 
おり、 局所 的な 大気汚染の 緩和 策に 有効 
です。 また、 原子力 •自然 エネルギー 発電と 
の 組み合わせ により 二酸化炭素 削減に も 
有効と みられて います。 また 騒音 源で ある 
内燃機関を 搭載して いないため 、一般に 音 
が 静かで あると いう 特徴 も ある 反面、 自動 
車の 接近に 気づきに くく、 自動車の 接近 自 
体を 防ぐ または 接近を 知らせる 仕組みが' 
必要と いう 意見 もあります。 

■天然 ガス 自動車 

天然 ガスは、 燃やしても、 ガソリン に比べて 
二酸化炭素 や 公害の 原因で ある 窒素 酸化 
物が' 少しし か 出ない クリーンな エネルギー 
です。 


I 低 公害 車 
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■プラグ イン ハイブリッド カー 

部分的に バッテリー のみで 走行で きる 
ハイブリッド カー および 「エンジン 発電 
機を 搭載した EV (シリーズ •ハ イブ リッ 
ド)」 と 「EV モー ドを 強化した HV」 の タイ 
プが '存在し ます。 車両に つけた コン セン 
卜に プラグを 差し込み (Plug-in) 外部 電 
源から 直接 充電で きます。 電池 容量は 
電気自動車より 少ない ものの ハ イブ 
リッ ド カー より 多く、 あらかじめ 充電して 
おく ことで 容量 内の 距離は 電気自動車 
として、 それ以上の 距離は ハイブリッド 
車と して 利用し ます。 家庭 用 電源が 利 
用 可能で 電化 地域で あれば どこでも 充 
電 できる メリ ッ トが あ ります。 ハ イブ リッ 
ド カ ー では あるが' 電気自動車に 近く 長 
距離 走行を 内燃機関で 補いつつ も 実用 
的な 電動 航続 性能を 有し、 片道 30km 
程度の 通勤 や 買い物 や 送迎と いった 日 
常用なら 燃料を 使わずに 安価な 深夜 電 
力の みで 往復で きます。 

■燃料 電池 自動車 

燃料で ある 水素と 空気 中の 酸素を 反応 
させて 発電し、 その 電気で モーターを 
回転 させて 走ります。 車から 排出され る 
のは 水 だけな ので、 無 公害です。 


ト ピック ス 3 


環境を 考える 


I 低 公害 車 
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r 自動車の 運転に より  ■繼 雜 腿 

人を 死傷させる 行為 等の 処罰に 関する 法律』 の 概要 


飲酒運転 等の 悪質 •危険な 運転に より 死傷 事故を 起こした 場合に 適用す る 法律が 整備され、 悪 
質 •危険な 運転に 対する 処罰が より 厳しくな りました。 


2 条  ■  3 条  ■  4 条  ■  5 条 

(危険 運転 致死 傷 罪） |  (危険 運転 致死 傷 罪） |( 過 ー ル |  (過失 運転 致死 傷 罪） 


以下の 運転を 行い、 人 
を 死傷させる 行為 

①  アルコール •薬物の 影 
響の 下、 正常な 運転 
が 困難な 状態で 走行 

②  制御 困難な 高速度で 
走行 

③  技能がない のに 走行 

④  妨害 目的で 運転 

⑤  信号 殊更 無視 運転 

⑥  通行 禁止 道路を 進行 


致 傷 

15 年 以下の 懲役 
致死 

1 年 以上の 有期 懲役 
(上限 懲役 20 年） 


アルコール •薬物 また 
は 一定の 病気の 影響に 
より、 その 走行 中に 正 
常な 運転に 支障が 生じ 
る おそれが ある 状態で 
運転 

— よって その アル コー 
ル 等の 影響に より 正 
常な 運転が' 困難な 状 
態に 陥り、 人を 死傷 
させる 行為 


致 傷 

12 年 以下の 懲役 
致死 

15 年 以下の 懲役 


アルコール •薬物の 影 
響に より、 その 走行 中に 
正常な 運転に 支障が' 生 
じる おそれが ある 状態 
で 運転 

— 運転 上 必要な 注意を 
怠り、 よって 人を 死傷 

— その 運転のと きの ア 
ル コール •薬物の 影 
響の 有無 または 程度 
が 発覚す る ことを 免 
れる 目的で、 追い 飲 
み 等を する 行為 


1 2 年 以下の 懲役 


自動車の 運転 上 必要な 
注意を 怠り、 よって 人を 
死傷させる 行為 


7 年 以下の 懲役 もし 
くは 禁固 

または 100 万円 以下 
の 罰金 


6 条 (無免許運転 による 加重） 


その 罪を 犯した ときに 無免許運転 をした もので あるとき 


r 除く 


■ciffi 


致 傷 

6 月 以上の 有期 懲役 

致死 

加重な し 

(上限 懲役 20 年） 


致 傷 

15 年 以下の 懲役 
致死 

6 月 以上の 有期 懲役 


V 


15 年 以下の 懲役 


10 年 以下の 懲役 


「自動車の 運転に より 人を 死傷させる 行為 等の 処罰に 関する 法律」 の 概要 
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第丨章 


交通事故の 実態を 踏まえた 
高齢者の 交通事故 防止 


近年、 交通事故 死者 数は 減少 傾向に ある 一方で、 高齢者の 交通事故の 割合は 増加 傾向に あ 
ります。 本格的な 高齢化社会を 迎え、 安全で 安心で きる 交通 社会を 実現す るた め、 よ リー 層 
思いやりの ある 慎重な 運転に 努めなければ なりません。 


(人） 


死者 数の 推移 


7,000 

6.000 

5.000 

4.000 

3.000 

2.000 

1.000 


5.796 


7  3.904  7 

^2.衞娜92:382 •ぶ- 2 服^ こ •二- 

--2.523 -2,483 -  2,459  yIoq'Vi'rq'  -  -  —  -  • 

2.309  2.159  2.0791 


- 全 年齢— 高齢者 + 高齢者 以外 


局 齢 者が 
5 割 以上を 占める 


19 年 20 年 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年 29 年 


1 高齢 運転者に よる 交通 死亡 事故の 特徴 

高齢 運転者に よる 交通 死亡 事故は 横ばいで 推移して いるものの 死亡 事故 全体に 占める 割合 
は 上昇傾向に あります。 これを 類型的に みると、 75 歳 以上の 高齢 運転者では 車両 単独 事故 
(道路 外 逸脱に よる 工作物 衝突) の 割合が' 多く、 75 歳 未満の 運転者では 人 対 車両 事故 (横断 
中 歩行者との 衝突) の 割合が 多くな ってい ます。 

高齢 運転者は、 年齢 や 体力、 過去の 経験 等に よって 個人差は ある ものの、 一般的には、 

着 視力 等の 低下に より 周囲の 情報を 得に くくな り、 判断に 適切 さを 欠く ようになる 
•反射神経が' 鈍くなる など、 とっさの 対応が 遅れる 

•体力の 衰えな どから 運転 操作が' 不正確に なったり、 長時間に わたる 運転 継続が 難しくな っ 
たりす る 

などの 特性が あり、 ハンドル 等 操作 不適 や 前方 不注意 (漫然 運転)、 安全 不 確認 等が 事故の 要 
因に なって いると 考えられます。 特に、 ハンドル 等 操作 不適のう ち 「ブレーキと アクセルの 踏 
み 間違い」 による ものは、 75 歳 以上の 高齢者が 高い 割合を 示して いるので 注意が 必要です。 


交通事故の 実態を 踏まえた 高齢者の 交通事故 防止 
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2 高齢 歩行者の 死亡 事故の 特徴 


•高齢 歩行者の 死亡 事故の 多くは 道路 横断 中に 発生して いる 

•道路 横断 中の 歩行者が' 左方 向からの 進行 車両と 衝突す る 事故が' 多く、 特に 夜間は、 高齢者 
ほどこの ような 事故に 遭う ことが' 多い 
その 要因と して、 高齢 歩行者は、 

•左方 向からの 進行 車両との 距離を 十分に 確保し ない まま、 横断 可能と 判断して しまう 

❿ 安全 確認から 横断 開始まで 数秒を 要して しまう 

•横断 中は 左右を 確認し ない などの 特徴が 挙げられます。 


車両 直進 中の 進行 方向 別 死亡 事故 件数 (平成 29 年） 


【交差点】 


【単 路】 


左方 向からの 進行 車両 

右方 向からの 進行 車両 

高赌 

昼間 

5 

6 

urn 

夜間 

41 

12 

高齢者 

昼間 

33 

36 

夜間 

11571 ぐ 3.5 倍  45 

左方 向からの 進行 車両  右方 向からの 進行 車両 

高齢者 

昼間 

1  9 

以外 

夜間 

40  17 

商齡者 

昼間 

16  22 

夜間 

11311  02.0 倍  66 

横断 中 事故の イメージ 


※左から 来た 車両との 衝突 事故は、 
右からの 車両との 事故の 2 倍 以上! 


第 1 部 安全運転 のために 


3 高齢者の 交通事故 防止 対策 （ 「交通の 方法に 関する 教則 J の 改正 点） 

3-1 前照灯 (へツ ドライ ト） の 効果的な 活用 

❿ 前照灯 (へツ ドライ ト) は ハイ ビームが' 基本 

照射 距離は、 □— ビームで 前方 約 40 メー ト ル、 ハイ ビームでは 倍 以上の 約 1 〇〇 メー ト ル 先 
を 照らします。 夜間の 運転では、 対向 
車 や 先行 車が' いない 場合は、 歩行者 や 
自転車を 早期に 発見す る ことができ、 

車の 存在を ア ピー  レで きる 上向き ライ 


卜を 基本に 走行し ましょう。 ハイ ビーム 
と 口ー ビームの 切り替えを 積極的に 活 
用して 交通事故 防止に 努めましょう。 

※自 車と 対向車の ライ トが' 重なると、 歩行者 
が 見えなくなる こと (蒸発 現象) が' あるので、 
十分 注意し ましょう。 

※夜間、 車の ドライバーから 見える 歩行者まで 
の 距離は、 歩行者の 衣服の 色に よって 大き 
く 異なります。 下向きの ライ トでは、 一般的 
に 黒っぽい 服装で 約 26m、 白 っぽい 服装で 
は 約 38m とされて います。 


交通事故の 実態を 踏まえた 高齢者の 交通事故 防止 
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3 - 2 高齢者の 交通事故を 防止す るた めに 

運転者が 注意すべき こと 

籲 横断歩道 や 自転車 横断 帯の ない 場所で も、 歩行者 や 自転車が' 横断す る ことがあ るので 注意し 
ま しょつ。 

❿ 高齢者は、 一般的に 歩行が 遅い、 とっさの 行動が' 困難、 危険の 発見が 遅れが ち、 歩行が 不 
安定になる などの 特性が あるので 注意し ましょう。 

籲 高齢 歩行者の 事故は、 車の 直前 直後を 横断して いると きに 多く 発生して いるので、 前方の 
安全を 確認しながら 運転し ましょう。 

♦夜間は、 歩行者 等の 発見が' 遅れたり、 速度 感覚が にぶった りする ので、 昼間より 速度を 落と 
して 彳真 童に 運転し ましょ 

籲 視線は できるだけ 先の 方に 向け、 歩行者 や 自転車の 発見に 努め ましょう。 

籲 早めに ライ トを 点灯し、 車の 存在を 知らせ ましょう。 

•前照灯は 上向きを 基本に して、 歩行者 や 自転車を 早期に 発見し ましょう。 

高齢 歩行者が 注意すべき こと 

•歩行 速度の 低下な ど 身体 機能の 低下を 自覚し ましょう。 

•明るい 目立つ 色の 衣服を 着用したり、 反射 材を つけたり しまし よう。 

籲 道路の 斜め 横断は やめ ましよう。 

•道路を 横断 するとき は、 左右を よく 見て 車が 近づいて いない かどう か 確かめ ましよう。 
•左方 向から 進行して くる 車は、 遠くに 見えても 横断 途中に 近づいて きます ので 注意し ましよう。 


交通事故の 多くは、 運転者が 危険 
に対する 認知を 十分 行わなかった 
り、 認知した 危険に 対して あやまっ 
た 判断を したりす る ことが' 原因で 発 
生して います。 

この 章では、 危険を 予測す る 能力を 
高め、 運転を する 上での 的確な 判 
断を 行う r こめの ポ イン トを、 今一度 
確認して ください。 


信号機の ある 交差点を 直進して います。 
あなたは どのよ 5 な ことに 注意して 
運転し ます か？ 
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交通事故の 実態を 踏まえた 
高齢者の 交通事故 防止 


DD 


危険を 予測す る 運転 


第 1 部 安全運転 のために 


1 危険を 予測す る 能力を 高めよう 


1-1  かもしれ ない 運転 

(1 ) 見えない ことは 存在し ない ことでは ない 

運転 中、 前方に バスが 停車して います。 このと き、 どのような 危険を 予測して 運転し ます 
か 。 

この場合、 バスの 存在を 素早く 察知し、 さらに、 バスの かげに 横断 者が' いる 「かもしれ な 
い」 と 危険を 予測す る ことが'、 事故 防止には 欠かせない ポイントと 言えます。 

歩行者が 見えない から、 歩行者は いない 「だろう J と 考えて、 バスの 側 方を そのまま 通過す 
るのは 危険です。 

見えない という ことは、 存在し ない (いない) ことではありません。 

駐車 車両 や 障害物の かげに も 人が' いる ことを 予測して、 人が' 突然 出て きても、 安全な 措 
置を とれる ような 運転を しましょう。 


自分に きびしい 予測を たてて 準備す るの が 
「かもしれ ない 運転 J 


自分に 都合の よい 予測を する のが 
「だろう 運転 J 


a 


危 

険 

を 

予 

測 

す 

る 

運 

転 


見えない ところに も 人が' いる ことを 予測し ましょう。 
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ア 情報の 的確な キャッチ 

わたしたちは、 運転 中、 絶えず 前後 左 
右の 状況に 注意しながら、 運転に 必 
要な 情報を 目 や 耳に よって とらえて 
います。 

情報を 的確に キャッチして、 運転 操作 
が 遅れたり、 あやまった りする ことの 
ないように しまし よう。 

存在の 察知 

わたしたちは、 人 や 車な どの 存在を 

察知し、 危険が' ないか どうかの 判断を 繰り返しながら 運転して います。 

何 かの かげに なって いてよ く 見えない 場合 もあります。 しかし、 ちよっ とした 手がかり 
を もとに、 素早く 存在を 察知す る ことができます。 

交通に 関する 各種 講習会な どに 積極的に 参加し、 こうした 知識を できるだけ 多く 学 
び、 危険を 予測した 運転を しまし よう。 

床下 情報 （右側） 


イ 


前後左右の 情報を 的確に キャッチし ましよう。 


屋根 上 情報 


床下 情報 （左側） 


ウ 相手の 動きの 予測 

運転 中は、 相手が 次に どのような 動 
きをす るかを 正しく 予測し、 これに 的 
確に 対応す る ことが 必要です。 

例えば、 相手が 歩行者で ある 場合、 そ 
の 人の 身体の 向き、 目の 動き、 動作な 
どから、 

•相手は 何を しようと している か 
•相手は 自分の 車に 気づいて いるか 
などを 注意 深く 読み取る ようにし ま 
しょつ 0 

常に 相手の 動きを 予測し、 相手が 思 
いがけ ない 行動に 出ても、 安全な 措 
置が' とれる ような 運転を しまし よう。 


高齢者が 車を 見ないで 急に 横断 


(2) 危険 予測の テクニック 


危険を 予測す る 運転 
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自動車 構造 上の 死角 


歩行 速度が' 遅い 幼児な どは 死角 時間が 長くな リ ます。 


第 1 部 安全運転 のために 


1  一 2 死角の 事例と 予測 

実際の 道路には、 死角と なって いると ころが 
数多くあります。 「見えない ことは 存在し ない 
ことでは ない」 との 鉄則に 従い、 死角と なって 
し) ると ころに どのような 危険が あるの か 考え 
てみ ましよう。 

(1)  自動車 構造 上の 死角 

すべての 自動車には、 範囲の 差は ありま 
すが'、 その 自動車 自体の 構造から くる 死 
角の 部分が あります。 死角を 補う ものと 
して、 道路 運送 車両 法 (保安 基準） では、 
後 写 鏡 (ノ  \'ッ クミ ラー) や 直前 障害物 確認 
鏡 (アン ダー ミラー) の 取りつ けが 義務 づ 
けられて います。 

(2)  駐 停車の 死角 

ア 両側に 駐 停車 車両が' ある 場合 

両側に 駐 停車 車両が ある 場合、 死角 
が 両側に できます。 運転者は、 左右に 
対し 注意し なければ ならず、 片側 駐車 
の 場合に 比べ、 歩行者な どを 発見す 
る ことが' より 困難と なります。 

イ 連続して 駐 停車 車両が' ある 場合 
連続して 駐 停車 車両が' ある 場合、 単 
独 駐車に 比べ、 死角と なる 部分が 広 
範囲と なります。 

図の ような 場合、 運転者は 右側から 
横断し ようとす る 歩行者に 対し、 注意 
が' おろそかに なりが' ちです。 

ウ 幼児な どに 対する 注意 

幼児な どは 身長が 低いた め、 駐車 車 
両が 乗用車の ような 車 高の 低い 車で 
あっても 死角に 入り やすくな ります。 
また、 幼児な どは 歩行 速度が' 遅いた 
めに、 死角に 入って いる 時間 (死角 時 
間) が' 長くなる ので 注意し ましよう。 

(3)  交差点での 死角 

交差点には 多くの 死角が あります。 しか 
も、 運転に 必要な 情報 も 多ぐ 的確な 判 
断、 運転 操作が' 必要と なります。 


危険を 予測す る 運転 


時速 30km 規制の 道路へ 入ったら 

歩行者の 道路 だとい う 認識を もって 運転し ましよう。 


(1)  慣れと 「だろう 運転」 

免許を 受けて 日の 浅い ときは、 「ひよ っと 
すると… かもしれ ない」 と 危険を 予測し、 
事故を 起こさな いよう、 慎重 さや 緊張 感 
を 持って 運転し ますが、 慣れて くると、 い 
つの 間に か、 「だろう 運転」 に 変身して しま 
うこと が' あります。 

慣れは、 プラスに 働く 場合と マイナスに 働 
く 場合と があります。 

プラスに 働く 場合は、 危険の 予測が' 経験 
により 容易になる などの 効果を 発揮し ま 
すが、 マイ ナスに 働く 場合は 「だろう 運転」 
になり が' ちで、 基本的な あやまりを おか 
す ことになります。 

(2)  道路 環境と 「だろう 運転」 

生活 道路 や スクール ゾーンな どでは、 子 
供の 急な 飛び出し や 高齢者の ゆっくりし 
た 直前 横断な どが' 多く みられます。 
こうした 道路は、 幅員が' 狭く、 歩道 も 少な 


図の ような 場合、 四 輪の 運転者から 見る 
と、 左方 向から くる 乗用車に 気を取られ、 
右方 向から くる 二輪車の 発見が 遅れが ち 
になります。 

(4) カーブが' 作る 死角 

同じ カーブで も 障害物の 有無で、 死角の 
範囲が' 異なります。 

一般的に、 カーブでは 死角の 範囲が 大き 
くなります が'、 同じ カーブで' も 障害物が 
あると 死角の 範囲が' さらに 広がります。 


左の 乗用車に 気を取られ、 

右の 二輪車の 発見が' 遅れが ちになります。 


危険を 予測す る 運転 
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第 1 部 安全運転 のために 


いのが' 普通です。 

生活 道路な どで、 時速 30km の 速度 規制 や、 一方通行 規制な どが 行われて いるのは この 
ためです。 また、 このような 道路は、 どちら かと いえば、 歩行者の ための 道路と いえます。 
運転して いる 道路が'、 どのような 環境 かを 考えて 運転す るよう にしましょう。 漫然と 「だろ 
う 運転」 をす るのは 危険です。 


安全運転を しようと いう 気持ちが' あっても 身体の 機能が' 低下す ると、 運転に 必要な 情報が' 取 
れず 、思いも寄らない 結果を 招く ことがあ ります。 

また、 道路交通には、 高齢者 や 若年 者な ど 年齢 や 運転 経験が' さまざまな 運転 特性を 持った 運 
転 者が' 参加して います。 

この 章に よリ 、身体 機能の 変化が' どのように 運転に 影響す るの か、 また、 ほかの 年齢層の 運転 
特性を 踏まえた 運転を 今一度、 確認して ください。 


1 高齢 運転者の 一般的 特性 

1-1 一般的 傾向 

これまで 高齢者の 関係す る 交通事故では、 大半が 歩行 中に 被害者になる ケースでした が'、 最 
近の 傾向と しては 自動車 等の 運転 中に 加害者と なる ケースが' 増えて きています。 


危険を 予測す る 運転 


BB 


年齢に 応じた 運転 特性 
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高齢 運転者は、 自分で 安全運転を 心がけて 

いるつ もりで も、 他人が 客観的に みると 安全 

運転とは いえない 場面が みられる といわれ 

ています ので、 その 周囲の 運転者は、 事故 

を 未然に防 止で きる ような 運転を する 必要 

が' あります。 

高齢 運転者が' 事故を 起こす 一般的な 原因 

として、 

籲 疲労 時の 回復力が' 低下して いる こと。 

❿ 注意力の 配分 や 集中力が 低下 ている こと。 

修 柔軟 そして 瞬間 的な 判断力が' 低下して 
いる こと。 

•過去の 経験に とらわれる 傾向に ある こと。 

などが 考えられます。 

1-2 高齢 運転者に 多い 事故 

籲 出会い頭 事故と 追突 事故、 右折 時の 事故 
が、 多い 。 

❿ 買い物、 訪問、 通院な どでの 運転に よる 事 
故が 多い 。 

•法令 違反では、 一時 不 停止、 信号無視、 安 
全 運転 義務 違反が 多い。 

1-3 高齢 運転者に 多い 運転 特性 

•信号機 や 一時停止の 標識な どを 「うっかり」 
見落とす ことが 多い。 

•「相手が 止まって くれる だろう」 という 判断 
の 甘 さが ある。 

癱 相手を 早く 発見しても、 判断 ミスで 対応が 
遅れる。 

•スピードは 控えめ でも、 減速の タイミング 
が 遅れる。 

♦遠くで 相手を 発見して おきながら、 途中で 
相手から 目を離す。 

♦危険に 直面しても、 アクセルから 足を 離す 
のが 遅れる。 

•相手を 発見して いながら、 ブレーキを 踏ま 
ない 0 


高齢 運転者に 多い 出会い頭の 事故 


年齢に 応じた 運転 特性 
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1- 4 高齢 運転者が 運転す る 上での 留意 点 

籲 追突 事故を 防ぐ には、 車間距離を 十分に とる こと、 前を よく 見て 運転す る こと、 運転 中に 考 
え 事を しない ことな ど、 ほかの 年齢層の 運転者と 同じ 注意が' 必要です。 

籲 出会い頭 事故を 防ぐ には、 車 や 人の 動きな ど 多くの 点に 注意し なければ なりません。 
•信号機の ある 交差点では、 信号に 従って 停止、 進行を 確実に 行う とともに、 信号の 見落とし 
をし ないよう、 信号の 確認を 確実に 行う ことが' 必要です。 

♦信号機の ない 交差点を 通行 するとき で、 一時停止の 標識の ある 場合は、 一時停止と 安全 確 
認を 確実に 実施し、 一時停止の 標識がない 場合で も、 一時停止 や 徐行を して、 安全 確認を 
確実に 励行す る ことが 必要です。 

•交差点を 通行 するとき は、 他の 車両 や 人の 動きに 注意し、 安全 確認を 十分に 行って から、 進 
行す る ことが' 必要です。 特に、 右折 時は 対向 直進の 二輪車、 自転車 や 歩行者との 事故 や 左 
折 時の 歩行者 や 自転車の 巻き込み 事故に 注意が 必要です。 

•運転 前に 体調の 確認を 必ず 行って、 病気 や 服薬の 状況によっては 運転を 差し控える ことが 
必要です。 

•高齢 運転者は 一般的に、 動体 視力な どの 身体 能力、 複数の 情報への 判断 能力、 的確 さと 早 
さが' 求められる 運転 操作 能力な どの 低下に よって、 危険の 発見 や 危険への 対処が' 遅れて 
「ヒ ヤリ •ハツ ト」 する ことが 多くなる とされて います。 

_ 高齢 運転者は、 買い物 や 通院な ど 近距離での 運転が' 多い ので、 平素から 見通しが' よく、 交 
差 点が' 少ない 道路を 選ぶな ど 安全な ルー トを 通行す るよう にしましょう。 

いつもの 道 だからと いって、 「ほかの 車 や 人が いるは ずが' ない」 などと 思い こまず、 ほかの 
車 や 人が いるか もしれ ない との 心構えを 持って、 必ず 自分の 目で 安全 確認を しましょう。 
♦同乗者が' いる ことで 事故 率を 減少させる ことができる とされ、 また、 運転 中の 病気な どに 
も 対応で きる 場合 も あるので、 できるだけ 同乗者を 伴った 運転を しましょう。 

2 視力と 加齢 

2- 1 視力 

(1) 静止 視力と 動体 視力 

静止 視力とは、 止まって いる 物を 止まった 状態で 見る 場合の 視力で あり、 動体 視力とは、 
動きながら や 動いて いる 物を 見る 場合の 視力を いいます。 

車を 運転 するとき は 動体 視力が' 重要で あり、 一般的に 動体 視力は 静止 視力よりも 低下し 
ます。 

動いて いる 場合は、 視線を 注ぐ 時間が' 短くな り 注意力が' 分散して 見落とし や 見間違いが 
生じ やすくなる からです。 また、 スピードが' 速く なれば なるほど、 この 傾向は 大きくな り ま 
すし、 運転に よる 肉体的 •精神的 疲労 も 影響し ます。 

特に、 加齢に よって 視力は 低下し、 動体 視力の 低下は 静止 視力より 低下の 度合いが 大き 
いとい われて います。 


1 部 安全運転 のために 
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鈴 村昭弘 (高齢化社会 における 加齢と 車と 調和) より 


速度と 視野 


(2) 視野 

視野 (周辺 視野） は、 両眼 視で 200 度ぐ らいと いわれて いま 
す。 車を 運転して いる 場合は、 スピードが 速く なれば なるほど 
明瞭に とらえに くい 範囲が 広がり、 情報を キャッチ する 能力 
がさが るな ど、 当然 危険 予測 能力 も 落ちる ことになります。 

特に、 高齢に なると 動体 視力の 低下と 相 まって 視野が' よリ狭 
くなる といわれて います。 

⑶ 明度の 差 (コン ト ラス ト) と 視力 

目で 見て 物を 判別す るには、 明るさと ともに その 対象 物と 周囲との 明度の 差 (コント ラス 
卜) が 重要な 役割を 占めて います。 

運転 中は、 明度の 差の 小さい 物 (例えば、 薄暮 時の 黒っぽい 服装な ど) に 出会う 機会が' 多 
く、 これを 見分ける ことができる かどう かが 重要になります。 

高齢者は、 若年 者に 比べ、 明度の 差が 小さい 物を 見分ける ことが' 一層 難しくなる といわれ 
ています。 

⑷ 順応と 眩惑 
ア 順応 

順応とは、 目が 明るさ や 暗 さに 慣れる ことを いいます。 

運転 中、 暗い トンネルに 入ったり、 トンネルから 明るい 場所へ 出る 場合な どが これに 
あたります。 

特に、 高齢者は、 若年 者に 比べ 順応が' 遅れる ため、 しばらくの 間、 見えに くくなる 傾向 
が 巧 室い とちい われて います。 

目が 順応す るまでは、 特に スピードを 落とすな ど、 十分 注意して 運転し ましよう。 

イ 低 照度と 視力 

明るい 所では 物は 見え やすく、 夜間な ど 暗い 所では 物は 見えに くくなります。 これは、 
夕暮れ や 夜明けの 薄明る い 状況に もい えます。 

この 物が 見えに くくなる 傾向は、 中高 年 層になる ほど 大きくな ってく ると いわれて い 
9  〇 


〇 
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第 1 部 安全運転 のために 


ウ 眩惑 

夜間、 対向車の ライ トを 直接 目に 受ける と、 まぶし さの ために一 瞬、 視力を 失った 状態 
になります。 これを 眩惑と いいます。 

眩惑され ると もとの 視力に 回復す るまでに 数秒 かかる といわれて います。 

特に、 高齢者は、 この 眩惑 状態に 陥り やすぐ 前方が 見えに くくなる といわれて います。 


3 反応と 加齢 

3—1 動作の 速さと 正確さ 

(1) 反射的 反応 動作 

反射的な 動作の 速さを みる 「単純 反応 時間」 (例えば、 運転者が' 危険を 感じてから ブ レー 
キを 踏み ブレーキが' きき 始める までの 時間)  は、  平均 的に みて、 年を 経る に 従って、 わずか 
ずつ 長くなる (遅くなる) 傾向に あり、 個人差が 大きくなる といわれて います。 また、 情報を 
キャッチし、 判断し、 運転 操作す る 「選択 反応 時間」 も 加齢に 伴って 遅くなります。 

加齢に 伴って 反応の 安定性が' 低下す る ことを 自覚し、 走り 慣れた 道路 や、 交通量の 少ない 
道路を 運転す る 場合で も、 適度な 緊張 感を 持って 運転し ましょう。 


年 


応 

じ 

た 

運 

転 


(2) 誤 反応 

情報を キヤ ツチし、 正確に 選択 判断を 行い、 意思決定し、 運転 操作を 行わなければ 安全 運 
転に なりません。 動作の 正確さ も、 高齢者に なると 低下 するとい われて おり、 あやまった 
反応 (誤 反応) の 数は、 30 歳 代に 比べて 60 歳 代では 1 .7 倍、 70 歳 以上では 2.2 倍に 増加す 
ると いう 統計が 'あります。 


年齢に よる 判断の 速さと 正確さ 

次の ページで 表は、 画面 上に 青、 黄、 赤の 3 種類の 色の いずれ かを 無作為に 点灯し、 青色では 
アクセルを 踏み 続け、 黄色で' は アクセルから 足を 離し、 赤色では アクセルから 足を 離して ブ 
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レーキを 踏み込む という それぞれに 異なる 反応を 行い、 その 反応の 正確さを 50 回の 連続 試 
行に より 測定し、 その 中で 誤 反応を とった ものです (運転 適性検査 器材に よる データ）。 


(秒） 

0-7 選択 反応 時間の 平均値 

0.6 

0.5  ，■ぐ，“ ペ ：： 

0.4 

0.3 

0.2 

0.1 

0 

〜 19 歳  20 〜 29 歳 30 〜 39 歳 40 〜 49 歳 50 〜 59 歳 60 〜 69 歳  70 歳 以上 

0  ...へ.'：  ぐ -  ■-  ，…  - 


2 

3 


誤 反応の 数 

5 

(回） 

4 若年 運転者の 一般的 特性 

若年 運転者 （ 1 6 〜 24 歳) は、 身体の 動き、 運動神経、 感覚 機能な どが '優れてい るに も かかわら 
ず、 事故を 起こす 率が' 非常に 高くな ってい ます。 

4—1 一 般的 傾向 

(1)  攻撃的な 運転 態度 

若年 運転者は、 自分の 判断 や 行動が 常に 正しい ものであると 思い こみ、 自分の 行動の 
じゃまになる ものに 対して、 それを しりぞけよう とする 傾向が' あります。 また、 ほかの 車に 
追い越され ると、 カッ として 追い抜き 返すな ど、 感情的な 運転を する 人が 多く みられます。 

(2)  身勝手な 運転 態度 

若年 運転者の 中には、 歩行者を じゃま 者 扱いに したり、 横道から 入って くる 車両を 無視し 
たりす るな ど、 自分勝手な 運転を する 人が' います。 


_ 年齢に 応じた 運転 特性 
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ルール 無視 


(3)  衝動的な 運転 態度 

若年 運転者には、 交通の 状況を 冷静に 確 
認 •判断す る 前に、 そそく さと 車を 走らせ 
てし まったり、 信号待ち や、 目の前の 遅い 
車に イラ イラ 感を つのらせて、 いつの 間 
にか スピードを オーバー してし まったり す 
るな どの 運転 態度が 多く みられます。 

(4)  自己顕示 的な 運転 態度 

若年 運転者は、 運転 能力が 十分 備わって 
いないのに 人の 目を ひきつけよう とする 
運転を しがち です。 

このような 自己顕示 的な 運転は、 自分では 
気づかず、 無意識に 行って しまう ので 危険 
です。 

(5)  自己 陶酔、 自信過剰 的な 運転 態度 

若年 運転者の 中には、 「スピードの 快感」、 
「カーブで 運転 能力の 限界を 試す」 など、 
危険な 運転に ひきつけられて、 自分の 実 
力と 理想と を 混同して しまう 人が います。 

4-2 若年 運転者に 多い 事故 

•スピードの 出し 過ぎに よる 事故 

•自動 二輪車 や 原動機 付 自転車に よる 事故 

_ わき 見に よる 事故 

❿ ヘルメ ッ トの 不着 用に よる 事故 

これらの 事故は、 夜間から 早朝、 曜日 別では、 

土曜日と 日曜日に 多く 発生して います。 


4-3 若年 運転者が 運転す る 上での 

田 思 点 

# ルールを 十分 把握して 交通 法令を 守った 運 
転を 実行1 しまし ょ 5。 

♦ わき 見、 スピード、 車間距離、 信号無視、 一時 
停止、 追 越し 等、 事故に 直結す る 違反には 特に 注意し ましょう。 

•大型車、 普通 車、 二輪車、 自転車 等 車両の 特性を 把握した 運転に 心がけましょう。 
♦豪雨、 強風、 積雪 等 自然環境に 応じた 適正な 運転を 実行し ましょう。 

•カーブ、 見通しの 悪い 場所、 通学 路等 道路 環境に 応じた 運転を 実行し ましょう。 
_ 身勝手な 運転 や 攻撃的な 運転 および 感情的な 運転を しないよう にしましょう。 
•飲酒運転は 絶対し ない、 させない ことが' 重要です。 
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1 飲酒運転 による 事故 傾向 

飲酒運転 による 交通事故は、 世論の きびしさ や 罰則の 強化に より 減少 傾向に あるとは いえ、 
依然として 飲酒運転 による 悲惨な 事故は 後を 絶ちません。 

〈事故 形態〉 

•カーブを 曲が' りきれ ず、 路 外へ 飛び出して 工作物に 衝突 (単独 事故） 

_ 横断 中の 歩行者を 見落とし、 はね 飛ばす (車 対人の 事故） 

♦信号を 無視し、 あるいは 交差点に 気づかず 出会い頭の 衝突 (車 対 車の 事故） 

•ハンドル 操作を あやまり、 対向車と 正面衝突 (車 対 車の 事故） 


2 飲酒運転の 危険性 

アルコールの 影響は 個人差が あるとは いえ、 

—般 的には、 

_ 中枢神経が' 麻痺す る 
•集中力 •注意力が にぶる 
•理性 や 自制心が' 失われる 
•身体の 平衡感覚が' 狂う 
•動体 視力が 落ち、 視野が 狭くなる 
•判断 能力が にぶる 
など、 身体への 影響が あ ります。 

このため、 

•運動 機能が 低下し、 ブ レー キ 操作 や ハンドル 操作が 遅れる。 

⑩ 反応が にぶくな り、 とっさの 状況に 対応で きない。 

•気が 大きくな リ 、速度 超過 や 乱暴な 運転を する。 

•人 や 他 車の 動き、 信号の 変化 等を 見落としたり、 見誤った りする。 

など、 大きな 事故を 起こす 原因に もなります。 

また、 飲酒運転 による 死亡 事故の 割合 (リスク) は 飲酒な しの 場合に 比較して 数倍 高ぐ 飲酒 
運転は 死亡 事故に つながる 危険性が 極めて 高く なって います (警察庁 資料)。 


飲酒 事故 (原 付 以上 第一 当事者) の 死亡 事故 率の 比較 
(醫察 庁 資料から） 


，飲酒運転の 根絶 
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3 飲酒運転 による 事故の 悲惨 さ 

(1) 「少しし か 飲んで いないから。 酔って いないから。 少しの 距離 だから。 いつもの 道 だから。 


自分は 事故を 起こさない。」 等々、 飲酒運転 をした 者は、 自分な りの 勝手な 理屈を つけて 
し) ます。 しかし、 その 安易な 気持ちで 行った 飲酒運転の 代償は 大きぐ 取り返しの つかな 
し) 悲惨な 結果に つながって います。 

籲 平成 1 1 年 1 *1 月、 東 名高 速 東京 インター 付近で、 飲酒運転 ト ラックが' 普通 乗用車に 衝 
突、 炎上 させ、 幼い 姉妹が 犠牲と なりました。 

•平成 18 年 8 月、 福 岡 市内で 飲酒運転の 乗用車が' 停止して いた 乗用車に 衝突し、 車 ごと 
海に 転落 させて、 同乗して いた 幼児 3 人が' 犠牲と なりました。 

何の 罪 もない 子供ら の 尊い 命が' 奪われる 事故が 相次ぎ、 飲酒運転を 許さない 風潮が' さ 
らに 高まり、 飲酒運転の 罰則 強化に つながりました。 

⑵ 事故を 起こした 加害者は、 一様に、 事故を 起こしてから ノ ヽッと 我に 返り、 その 結果の 重大性に 気 
づ いて 後悔し ます。 しかし、 後悔 先に 立たず。 事故を 起こしてから いくら 反省しても 遅い のです 0 
飲酒運転は、 被害者の 命を 奪い、 その 家族を 不幸に する ばかりで はありません。 

•交通 刑務所への 収監 籲 多額の 賠償金 籲 解雇な ど 社会的 地位の 損失 

•家庭 崩壊 等々、 飲酒運転 をした 者は もちろん、 その 家族を も 不幸に してし まう のです。 

4 飲酒運転の 罰則 等 


飲酒運転は 重大な 犯罪で あリ 、厳しい 罰則と 行政処分が 設けられて います。 
•道路交通法 

(1 ) 飲酒運転 に対する 罰則と 処分 


違反 種別 

罰則 

違反 点数 

行政処分 

酒 酔い 運転 

5 年 以下の 懲役 または 

1 00 万円 以下の 罰金 

35 点 

免許 取消し 
欠格 期間 3 年 

酒気帯び運転 

(呼気 112 中の アル コー 

ル 濃度） 

0.25mg 以上 

3 年 以下の 懲役 または 

50 万円 以下の 罰金 

25 点 

免許 取消し 
欠格 期間 2 年 

0.15 mg 以上 
0.25 mg 未満 

同上 

13 点 

免許 停止 
停止 期間 90 日 

飲酒 検知 拒否 

3 力 月 以下の 懲役 または 

50 万円 以下の 罰金 

— 

※ 行政処分に ついては、 前歴 および 累積 点数がない 場合です。 


(2) 飲酒運転を 助長す る 周辺 者に 対する 罰則 

運転す る おそれの ある 人に 酒類を 提供したり、 飲酒運転の 車に 同乗した 場合は、 飲酒 運 
転の 周辺 者と して 重い罪が' 科されます。 


飲酒運転の 周辺 者 

違反 態 様 

罰則 

車両 提供者 

運転者が' 酒 酔い 運転を した 場合 

5 年 以下の 懲役 または 1 00 万円 以下の 罰金 

運転者が 酒気帯び運転を した 場合 

3 年 以下の 懲役 または 50 万円 以下の 罰金 

酒類 提供者 または 同乗者 

運転者が' 酒 酔い 運転を した 場合 

3 年 以下の 懲役 または 50 万円 以下の 罰金 

運転者が 酒気帯び運転 をした 場合 

2 年 以下の 懲役 または 30 万円 以下の 罰金 

※ 飲酒運転 周辺 者 も 行政処分を 受ける 場合が' あります。 


•自動車の 運転に より 人を 死傷させる 行為 等の 処罰に 関する 法律 (以下 「自動車 運転 死傷 処 


a 
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罰 法」 という） 

平成 26 年 5 月 20 日に 施行され た 「自動車 運転 死傷 処罰 法」 により、 従来の 危険 運転 致死 傷 罪 
の 適用 範囲が' 拡大され た ほか、 飲酒運転 事故 後に 逃走して アルコールの 影響が 弱まって か 
ら 出頭す る 場合 等 「逃げ 得」 の 解消が' 図られました。 


罪名 

罰則 

違反 点数 

行政処分 

危険 運転 致死 傷 罪 

死亡 事故: 20 年 以下の 懲役 
負傷 事故: 15 年 以下の 懲役 

45 〜 62 点 

免許 取消し 
欠格 期間 5 〜 8 年 

過失 運転 致死 傷 アルコール 等 
影響 発覚 免 脱 罪 

12 年 以下の 懲役 

(罰則の 詳細に ついては P.23 参照) 


5 飲酒運転を させない 取組 

飲酒運転を 根絶す るには、 運転者の 自覚が' 何より 大切です が、 家族 や 友人、 飲食店な どま わ 
りの 人の 飲酒運転を させない 取組 も 重要です。 

•飲酒す る 場所には 車を 運転して いかない。 

•飲酒した ときは、 公共 交通機関 やタ クシー、 運転 代行な どを 利用す る。 

搴 運転す る 人には、 酒を すすめない。 飲んだ 人には 運転 させない。 

•ハンドル キー ハ ° 一 運動な ど、 みんなの 力で、 飲酒運転を 根絶 させ 
ま しょつ。 

※「ハンドル キー パー 運動」 とは、 飲酒運転を 根絶す るた めに、 家 
族 や 仲間と 自動車で 飲食店に 行って 飲酒す る 場合、 メンバー 
の 中で お 酒を 飲まない 人 (ハンドル キーパ ー) を 決め、 その 人 
は、 お 酒を 飲まずに、 仲間を 自宅まで 送り届ける 運動です。 


1 運転す る 前の 心得 

(1 ) 車の 点検 (日常 点検と 定期 点検） 

自動車の 使用者は、 自動車の 走行距離 や 運行 時の 状態な どから 判断した 適切な 時期に、 
灯火 装置 や 制動 装置 等 日常 的に 点検すべき 事項に ついて、 点検 (日常 点検) しなければ な 
りません。 また、 自動車の 種類、 用途に 応じ、 定期的 (3 か 月、 6 か 月、 1 2 か 月） に 点検し、 必 
要な 整備を しなければ なりません。 

なお、 点検に あたって は、 発 炎 筒 や 非常信号 灯 (赤 ランプ)、 停止 表示 器材 等の 装備 品に つ 
いても 確認し ましよう。 


飲酒運転の 根絶 
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⑵シー ト ベルト 及び チャイルド シー トの 着用 

運転者は、 同乗して いる 全ての 人の 命を 預かって ハンドルを 握って いるので す。 自動車を 
運転 するとき は、 事故 発生 時の 被害を 軽減す るた め、 運転者 自身は もちろん、 助手席 や 後 
部 座席の 同乗者に も 必ず シー トべ ル トを 着用 させなければ なりません。 

〈シー トべ ル ト 非 着用 時の 危険性〉 

•車内で 全身を 強打す る 可能性が ある 
⑩車 外に 放り出される 可能性が ある 
•前 席 乗員が 被害を受ける 可能性が ある 

また、 チャイルド シー トは、 交通事故 にあった 場合の 子供の 被害を 大幅に 軽減 するとと も 
に、 子供が' 運転 操作の 支障と なること を 防止す る 効果 もあります (P.66 参照)。 

2 走行 中の リスク 管理 

車の 走行 中に タイヤ や エンジン などに 異常が' 起きた 場合、 あわてずに 落ち着いて 行動す る こ 
とが 大切です 。ハザードランプを 点滅 させて、 後ろを 走る 車に トラブルの 発生を 知らせ ましょ 
う。 高速道路で 路肩に 停止した 場合は、 発 炎 筒を 使って 合図を するな ど 後続 車に 十分 注意し 
て 停止 表示 器材を 設置し、 夜間は ハザードランプ 等を つけます。 

〇) タイヤが パンクした 場合 

ハンドルを しっかり 持ち、 他の 車の 通行を 妨げない 場所に 車を 
止め、 停止 表示 器材を 必ず 置いて 安全に 気をつけましょう。 

⑵ オー ノ  \ 'ー  ヒー トが 起きた 場合 

あわてずに ほかの 車の じゃまに ならない 安全な 場所に 車を 止め 
ましょう。 トラブルを 防止す るた めには、 日常の 点検が 重要です。 

(3)  雷 対策 

運転 中、 雷の 音に 驚いて 運転を 誤る 危険 も あるので、 安全な 場 
所に 待避して 雷が' 通過す るのを 待つ 方法 もあります。 また、 雷 
が' 鳴って いると きは、 車 外に 出る より 車内に いた 方が' 安全です。 

その 際は、 窓ガラスに 近づかない ようにし ましょう。 

(4)  集中豪雨 対策 

立体交差 道路 や ガード 下な どの アンダー パスは、 集中豪雨 によ 
る 冠水の おそれが あるので 注意し ましょう。 走行 中、 道路 冠水が' 

あるときは、 進入す る ことなく 来た 方向に 弓 I き 返す ことが 大事で 
す。 また、 車の 水没 時に 使用す る 緊急 脱出 用具を 備えましょう。 

3 車の 盗難 対策 

自動車 盗難 や 車上ね らいを 防ぐ には、 こまめに ドアロック する ことは 
もちろん、 車内に 貴重品 や エンジンキーを 置いた まま 車から 
離れない こと。 また、 防犯 対策の 整った 駐車場を 選ぶ とともに 
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メンテナンスの 豆 知識 i 


バッ テリ ーが' あが' って しまったら 

バッテリーが' あがって エンジンが' 始動で き なくなった ときは、 応 
急 処置と して、 故障車の バッ テリ ー とほかの 車の パ' ッ テリ ーを ブー 
スター ケーブルで つないで エンジンを 始動す る ことが' できます。 


ブースター ケーブルは 
し V3 も 車に 
積んで おくと 安心 


故障車 


救援 車 


1 . 故障車の バッテリーの プラス 電極 〇 と 救援 車の バ 
ッ テリー の プラス 電極 ❷を 接続し ます。 

2.  救援 車の バッテリーの マイナス 電極 ❸と 故障車の 
エンジン ブロック ❹を 接続し ます。 

3.  救援 車の エンジンを 始動し、 少し 高 回転に して か 
ら、 故障車の エンジンを 始動し ます。 

4.  エンジンが かかったら、 ブースター ケーブルを 接 
続した ときと 逆の 順序で 取りは ずします。 

【注意】 接続 方法 や 接続 手順を 間違える と、 シヨートし 
て 電子 機器を 損傷したり、 火災が 発生した りす 
る 可能性 もあります ので、 注意が 必要です。 


•バッテリーの 電解液の 量を チェックして、 減つ 
ている ときには 蒸留水 (補充 液) を 補充して おき 
ま しょつ。 

【注意】 電解液は 希硫酸な ので 取り扱いに 注意し ましょ 
う。 直接 手に つけたり、 衣服に つけたり すると 危険 
です。 


■ タイヤ チェーンを 装着す る 

タイヤ チェーンには さまざまな タイプが あり、 装着 方法 も一 通りではありません。 
以下は 一般的な チェーンを ジャッキ アップして 装着す る 場合の 例です。 


タイヤに 輪 止めを してから、 駆動輪に 裏表を 間違えな いように 注意し な チェーンの 内側の フックを 連結し、 
近い ジャッキ アップ ポイントに ジャッキ がら、 タイヤに チェーンを かぶせ ま 次に 外側の フックを 連結し ます。 

を セットし、 車体を 持ち あげます。  す。 


盗難 防止 装置を 活用し ま しょう。 

(1)  警報 •通報 装置 

振動 や 不正な ドアの 開閉に 反応して 警報音を 発したり、 携帯電話を 通じて 車の 異常を 知 
ら せます。 

(2)  イモビ ライザー 

キーに 埋め込まれた; 電子 チップの D コードと 車両 側の ID コードが 一致し なければ、 エン ジ 
ンが かかりません。 
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応急 救護 処置に 関する 知識と 技能を 習得し、 事故 現場 等に おいて 迅速、 適切に 活用す る こと 
によって、 交通事故 による 負傷者の 救命 率を 高める ことができます。 

1 交通事故を 起こした ときの 運転者の 義務 

交通事故を 起こした ときには、 運転者は、 ただちに 車両の 運転を 停止す る こと、 負傷者を 救護 
する こと、 道路に おける 危険を 防止す る こと、 事故の 発生した 日時、 場所、 負傷者 数 や 程度な 
どを 警察官に 報告す る ことが 義務づけられ ています (道路交通法 第 72 条)。 


交通事故を 起こした 場合 
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2-2 迅速な 応急 救護 処置の 必要性 

救急車が 現場に 到着す るまで、 1 19 番 通報から 平均 8 分 以上 かかります。 それまでに 運転者 
が 現場で 行う 応急 救護 処置が'、 負傷者の 救命に 重要な 役割を 担って います。 

心臓 停止では、 3 分 間 以内の 処置で 救命 率は 50% 以上に、 呼吸 停止では、 1 0 分 間 以内の 処 
置で 救命 率は 50% 以上になる ごとが' 期待で きます。 


救命の 可能性と 時間 経過 

(%) 

50  H 


2 応急 救護 処置の 意義 等 

2-1 応急 救護 処置の 意義 

交通事故の 現場に おいて、 運転者が 市民と して 負傷者を 救護す るた めに 行う 「応急 救護 処 
置」 には、 心 肺 停止な どの 負傷者を 救命す るた めの 「一次 救命 処置」 と 負傷者の 手当 (ファース 
ト エイド) があります。 

「一次 救命 処置」 には、 心臓 マッサージ (胸骨 圧迫) と 人工呼吸を 行う 心 肺 蘇生、 AED および 気 
道 異物 除去が あります。 

「ファース ト エイド」 には、 止血、 骨折の 手当 等が' あります。 


〇 2  4  6  8 1012141 618  20  22 

(分） 

心臓と 呼吸が 止まって からの 時間 経過 

救命の 可能性は 時間と ともに 彳忘 F します が、 救急 隊の 到着までの 短時間で あつても 救命 処 
置を する ことで 高くな ります。 


2-3 実施 場所の 安全の 確保 

•交通事故の 現場は、 危険な 場合が' 多い ので、 応急 救護 処置を 実施す る 場所の 安全を 確保 
する 必要が' あります。 

_ 二次 災害の 危険が' ある 場合を 除いて、 負傷者を 移動 しないの が 原則で、 車に 備えて いる 停 
止 表示板な どを 活用して 安全の 確保を 行います。 

•交差点、 カーブ、 坂道な どの 二次 災害の 危険が' ある 場所を 避け、 道路 外の 広場 や 空き地な 
ど 車の 通行がない ところが 安全です。 


— 居合わせた 人が 救命 処置を した 場合 
— 救急車が' 来る まで 何もし なかった 場合 


〇 


30 20 


〇 


救命の 可能性 


1 ; 事故 時の 対応と 応急 救護 処置 


44 


*3 強く、 速く、 絶え間なく 胸骨 圧迫を！ 


救急 隊に 引き継ぐ まで、 または 傷病 者に 普段 どおりの 呼吸 や 
目的の ある 仕草が 認められ るまで 続ける 


[出典] 日本 蘇生 協議会 監修： JRC 蘇生 ガイ ドラ イン 2015, 医学 書院 ,  2016 
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3 一次 救命 処置 (BLS) の 手順 
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3-1 心 肺 蘇生と AED 使用の 手順 

交通事故 により 負傷者が いる 場合は、 ただち 
に 1 1 9 番 通報す ると ともに、 大声で 周囲に 助 
けを 求め、 必要に より AED を 手配し ます。 

(1)  負傷者の 反応を 見る 

•肩を 軽く たたきながら、 耳元で 声を か 
け、 負傷者の 反応 (意識) を 確認し ます。 

(2)  呼吸を 観察す る 

•傷病 者の 胸と 腹部の 動きを 見て、 普段 
どおりの 呼吸を している かを 確認し、 
呼吸が' ない 場合、 または 普段 どおりの 
呼吸 かどう かわからない ときは 胸骨 圧 
迫を 開始し ます。 

(3)  胸骨 圧迫を 行う 

①  圧迫の 部位 

胸の 真ん中 (左右の 真ん中で、 かつ、 上 
下の 真ん中） にある 「胸骨」 と 呼ばれる 
部分です。 

②  圧迫の 方法 

籲 胸骨の 下半 分に 一方の 手のひらの 
基部 (手掌 基部） を 当て、 その上に 
もう一 方の 手を 重ねて 置きます。 

籲 垂直に 体重が 加わる よう 両肘を まっ 
すぐに 伸ばし、 圧迫 部位の 真上に 肩 
がくる ような 姿勢を とります。 

③  圧迫の 深さと テンポ 

•傷病 者の 胸が 約 5cm 沈み 込む よう 
に 弓 虽< 、速 <、 しっかし! 圧迫し ます。 

_ 小児では 胸の 厚さの 約 1 /3 沈み 込 
む 程度に 圧迫し ます。 両手では 強す 
ぎる 場合は 片手で 行います。 

籲 圧迫の テンポは 1 分 間に 1 〇〇 〜 1 20 
回です。 

(4)  胸骨 圧迫 30 回と 人工呼吸 2 回の 組み合 
わせ 

籲 講習を 受けて 人工呼吸の 技術を 身に 
つけて いる 場合には、 胸骨 圧迫に 人工 
呼吸を 組み合わせて 行います。 胸骨 圧 
迫 30 回と 人工呼吸 2 回を 組み合わせ、 


119 番 通報と AED 手配を 依頼す る 


胸骨 圧迫を する 場所 


胸骨 圧迫の 方法 
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誰も 傷病 者に 触れて いない ことを 


3-2 負傷者の 手当 （ファース ト エイド） 

急病人 やけが' をした 人を 助ける ためにと る最 
初の 行動を ファース ト エイ ドと いいます。 

フ ァース ト エイドを 実施 するとき も、 迅速な 
11 9 番 通報が' 必要です。 

※厚生 労働省では、 「応急手当」 という 言葉は 心停止への 対応を 含 
めた 意味に 使われる ことが' 多いた め、 新たに 「ファース ト エイド j 
という 言葉を 使う ことと なりました。 

(1) 傷病 者の 体位と 移動 

•救急 隊が '到着す るまでは、 傷病 者が' 望 
む 姿勢で 安静を 保ちます。 ただし、 車が' 


回復 体位 


通る 路上な ど 危険な 場合は、 安全な 場所に 移動させます。 

•普段 どおりの 呼吸を している 傷病 者は、 横向きに 寝た 姿勢 (回復 体位) にして、 喉の 奥 


.…- 第 1 部 安全運転 のために 

救急 隊員と 交代す るまで 繰り返します。 

•人工呼吸の やり方に 自信がない 場合 や、 人工呼吸を 行うた めの 吹き込み 用具 等が' な 
い 場合には、 胸骨 圧迫 だけを 続けます。 

(5)AED を 使用す る 

•AED は 音声 メッセー ジと ランプの 指示に 従って 使用し ましょう。 

電極 パッドの 貼り付け  胸を はだけ て 電極 パッドを 

AED の 電源を入れる  位置が 図示され ている  肌に 貼り付ける 


Q 


事故 時の 対応と 応急 救護 処置 


47 


の 空気の 通り道が' 狭まったり、 吐 物で 詰まった りする ことを 予防し ます。 

❿心肺 蘇生が' 必要と なる 場合には 仰向け (仰臥 位) にします。 この場合、 頭 や 首 (頸椎) が' 
ねじれな いように 頭を 支えながら 仰向けに します。 

(2) 首の 安静 


自動車には ねられ、 顔 や 頭に 大きな け 
が' が ある 場合は、 首の 骨 (頸椎) を 痛め 
ている 可能性が あります。 このような 場 
合には 傷病 者の 首の 安静を 保つ 必要 
が' あります。 傷病 者の 頭を 手で 両側 か 
ら 包み込む ように 支えて、 首が 大きく 動 
かないよう にします。 

(3) 出血 

•けが' などで 出血が' 多い 場合は、 でき 
る だけ 早く 止血が' 必要です。 出血 部 
位に ハンカチ や タオルを 当て、 その 
上から 直接 圧迫して 止血を 試みます 
(直接 圧迫 止血 法)。 救急 隊が 到着す 
るまで 出血 部位を しっかり 押さえ 続 
けて ください。 

•止血の 際に 救助 者が' 傷病 者の 血液 
に 触れて 感染症に かかる 危険は わず 
かです が、 念のために、 可能であれば 
ビニール 手袋を 着用す るか、 ビニー 
ル 袋を 手袋の 代わりに 使用して くだ 
さい。 

⑷ 骨折 

骨折の 疑いが ある 場合は、 変形した 手 
足を 固定す る ことで、 痛みを 和らげた 
り、 さらなる 損傷を 防ぐ ことができ ま 
す。 固定には 添え木 や 三角巾な どを 使 
用し ます。 変形した 状態を 元に 戻す 必 
要はありません。 


首が 動かない ように 頭を 両手で 支える 


ビニール 手袋を 着用 じ c ガーゼな どで 
出血 部を 圧迫す る 


[JRC 蘇生 ガイドライン 201 5 参照] 
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娘、 明 香 （さやか） の 命が、 奪われ 
て 5 年が 過 ぎようと している。 平成 17 
年 11 月 1 日、 午後 9 時 37 分、 成 城 学園 
前 駅から、 自転車で 帰宅 途中、 後ろ か 
ら 来た 酔 っぱ らい 運転、 ノーブ レ^ ー キ 
の 車に、 追突され、 ボンネット にはね 上 
げられ、 首の 骨を 折り、 即死。 犯人は 
60 メートル 走り、 やっと 停止。 エア バッ 
ダが 開いて 助かった 0 しかも、 娘が うず 
くまって いる にもかかわらず、 救命 措 
置を する でもな ぐ 救急車を 呼ぶ でもな 
<> のうのうと 煙草を 吸って いた。 他人 
に 注意され るまで 気づかず 0 パトカー 
にの せられても 両手で V サイ ン する だ 
け。 とても、 血の通った 人間の する こと 
ではない。 上 2 人 男の子、 やっと 生まれ 
た 女の子。 こんな 事を される ために 育 
てた のでは ない。 病院の 霊安室で 対 
面した 時、 顔の 右 半分は 包帯で ぐる 
ぐる 巻き、 左 半分は 血 だらけ。 余りの 
ショックで 声 も 出なかった。 

妻は 待合室で 腰が 抜けて、 立ち上 
がれず。 

娘 も、 あれが したい、 これが したい 
希望が あったろう に。 何も 叶えられな 
いま ま、 旅立って しまった。 無念で あっ 
たろう。 

裁判 中 も、 一言 も 謝らず、 涙 も 流さ 

頭を 下げる#? もない。 自分 さえ、 
良ければ という 様子。 加害者は 好きな 
ことが 言える が、 被害者は 何も 言えな 


い 0 娘を 殺 じ C おいて 懲役 5 年とは 短 
すぎる。 一生 刑務所から 出て 来られ 
ないよう にして ほしい。 

殺した 人数、 殺し 方、 そんなの 関係 
ない。 今の 交通 犯罪の 罰し 方は 甘す 
ぎる。 

最初は、 業務上過失 致死で 起訴 さ 
れ たが、 危険 運転 致死で 再 起訴され 
た。 

娘は 交通 ルールを 守って いたに も 
かかわらず 殺された 0 

今の 社会は まちがって いる。 保護 さ 
れ るのは、 被害者の 方。 今の 社会は 
保護され ている のは、 加害者の 方。 事 
件が 起きる と 生い立ち、 家庭環境が 
論じられ るが、 被害者は かやの 外。 精 
神 鑑定を して、 ク ロと 認められれ は' 
罪に 問えない。 

人を 殺しても、 運転免許を 再 挑戦 
すれば、 取得す る ことができる。 こんな 
社会、 どう 考えても おかしい。 

行政で あれこれ 施行しても、 良くな 
ら ない。 上から 目線で、 考えて いても 
解決し ない。 

明日は、 我が身と 考えて ほしい。 

かわいそう、 かわいそうでは 何も 解 
決しない。 仏 作って 魂 入れず ではい 
けない。 


(公社) 被害者 支援 都民 センター •被害者 都民 センター自助 グループ 
r もう一 度 会いたい」 (遺族の 手記) より 


第 1 部 安全運転 のために 


交通 犯罪に 遭って 五 年 

東京都 上 原 順一 郎 

0 


被害者の 手記 
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i 法に 関 


玫則 


第丨章 


歩行者と 運転者に 共通の 心得* £ 息 


車は、 わたしたちの 生活から 切り離せない 身近な 文明の 利器に なって います。 しかし、 その 反 
面、 使い方を あやまる と、 悲惨な 交通事故を 起こす 凶器に なったり、 騒音、 振動な どに より 沿 
道 住民に 大きな 被害を およぼす 原因に なっ たり します。 また、 自分勝手な 通行の 仕方が もと 
で 争いが 生じ、 人間関係を 険悪 化させる 場面 も 日常よ く 見受けられます。 

くるま 社会に おいては、 歩行者 も 運転者 も それぞれの 責任を 自覚して 、まわりの 人に 迷惑を 
かけず、 安全、 快適に 通行す る ことが' できる ような 交通 環境を つくりあげ るよう 努めなければ 
なりません。 そのためには、 あらかじめ、 車と 交通に ついて 正しい 知識を 持ち、 正しい 交通の 
方法を 身に つけて おくと ともに、 実際の 交通の 場に おいても、 自分 本位で なく 相手に 対する 
思いやりの 気持ちを 持って、 判断し、 行動す る ことが 必要です。 

この 教則は、 歩行者と 運転者が、 それぞれの 責任を 自覚して、 安全、 快適な くるま 社会を 築い 
ていく ための 手引きと してつ くられた ものです。 繰り返し 読んで、 正しい 交通の 方法を 理解 
し、 身に つける とともに、 友人 や 家族、 特に 子供たち にも 折に ふれて 教えて あげる ように!^ てく 
ださい。 


1 基本的な 心構え 

1-1 交通規則を 守る こと 

道路は、 多数の 人 や 車が 通行す ると ころです。 運転者 や 歩行者が ひとりで も 自分勝手に 通行 
すると、 交通が 混乱した リ 、交通事故が 起きたり します。 また、 自分 だけは よくても、 ほかの 人 
に 迷惑を かけたり する ことがあ ります。 

交通規則は、 このような ことから、 みんなが' 道路を 安全、 円滑に 通行す るう えで 守るべき 共通 
の 約束 ごとと して 決められて いるものです。 いい 換えれば、 交通規則を 守る ことは、 社会人と 
しての 基本的な 責務な のです。 

交通規則の 内容は、 この 教則で 述べられて いますが、 具体的には、 信号機 や 標識な どに よつ 
て 個々 に 示されて いますので、 それらの 意味を よく 理解し、 決められた 交通規則を お 互いに 
守る ようにし ましよう。 
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第 2 部 交通の 方法に 関する 教則 


1—2 道路を 通行 するとき の 心構え 

道路を 通行 するとき は、 決められた 交通規則を 守る ことは もちろん、 それ 以外に も、 道路 や 交 

通の 状況に 応じて、 個々 に 細かい 配慮を しなければ なりません。 ほかの 人々 が' 安全に 通行で 

きる ように 配慮す る ことは、 運転者 や 歩行者と しての 社会的 責任で もあります。 道路を 通行す 

ると きには、 次の ような 心構えを 忘れない ようにし ましよう。 

(1) まわりの 歩行者 や 車の 動きに 注意し、 相手の 立場に ついて 思いやりの 気持ちを 持って 通 
行 1 する こと。 

⑵ 自分の 通行の 利便 だけを 考える のでは なぐ 沿道で 生活して いる 人々 に対して、 不愉快な 
騒音な どの 迷惑を かけない ように 配慮す る こと。 

(3) 万一の 場合に 備えて、 自動車保険に 加入したり、 応急 救護 処置 (交通事故の 現場に おいて 
その 負傷者を 救護す るた め 必要な 応急の 処置を いいます。） に 必要な 知識を 身に つけた 
り、 救急 用具を 車に 備えつ けたり するな ど 平素から 十分な 用意を して おく こと。 

⑷ 交通事故 や、 故障で 困って いる 人を 見たら、 連絡 や 救護に あたるな ど、 お 互いに 協力し あ 
うこと。 

(5) 自動車の 運転者は もちろん、 歩行者 や自 
転 車に 乗る 人 も、 自動車の 死角、 内輪 差 
など 自動車の 特性を よく 知って おく こと。 

⑹ 道路に 物を 投げ捨てたり、 勝手に 物を 置 
いたり、 その他 まわりの 人の 通行の 妨害 
や 迷惑になる ような ことを しない こと。 


2 信号、 標識 •標示に 従う こと 

2-1 信号の 意味 

(1 )  信号機の 信号に 従って 通行し なければ な 
りません。 信号機の 信号の 種類と その 意 
味は、 次の ページの 表のと おりです。 

(2)  信号機の 信号は、 前方の 信号を 見る よう 
にし ましよう。 横の 信号が' 赤であって も、 
前方の 信号が 青で あるとは かぎり ませ 
ん。 例えば、 全 方向が一 時 的に 赤になる 
信号 や、 時差 式 信号機の ように 特定 方向 
の 信号が' 赤に 変わる 時間を ずらせて いる 
ちの ちあります。 

(3)  人の 形の 記号の ある 信号は、 歩行者と 横 
断 歩道を 進行す る 普通 自転車に 対する も 
のです が、 そのほかの 自転車 も その 信号 
機に 「歩行者 • 自転車 専用」 と 表示され て 
し) る 場合は、 その 信号機の 信号に 従わな 


まわりの 歩行者 や 車の 動きに 注意し、 思いやりを 持って 通 
行 "しましょう。 


歩行者 •自転車 専用 信号機 


_ 


-rr 


f 口 


歩行者 

自転車 


専用 
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ければ なりません。 また、 「バス 専用」 など 
の 標示 板 (P. 1 09 の 別表 2) の ある 信号機 
の 信号は、 その 示されて いる 車を 対象と 
しています。 このように 車 や 歩行者に 対し 
て 信号が' 特定され ている ときは、 その 特 
定 された 信号に 従わなければ なり ませ 
ん〇 

(4) 道路の 左端 や 信号機に、 白地に 青の 左 向 
きの 矢印の 標示 板 （右の 図） の あるとき 
は、 車は、 前方の 信号が 赤 や 黄であって 
も、 歩行者な どま わりの 交通に 注意し な 
がら 左折で きます。 この場合、 信号機の 
信号に 従って 横断して いる 歩行者 や 自転 
車の 通行を 妨げて はいけ ません。 

信号の 種類と 意味 


白地に 青の 左向きの 矢印の 標示 板が あるときは、 信号に 
かかわらず、 左折で きます。 


II の (#©〇) 

歩行者は、 進む ことが' できます。 

軽 車両 以外の 車 や 路面電車は 直進し、 左折し、 右折す る ことができます。 ただし、 二 段 
階の 右折 方法に より 右折す る 原動機 付 自転車は、 右折す る 地点まで 直進し、 その 地点 
で 向きを 変える ことまでで きます。 

軽 車両 (自転車、 荷車な ど) は、 直進し、 左折す る ことができます。 右折 するとき は、 右折 
する 地点まで 直進し、 その 地点で 向きを 変える ことまでで きます。 

歩行者は、 横断を 始めて はいけ ません。 

横断 中の 者は、 速やかに 横断を 終わる か、 横断を やめて 弓 1 き 返さなければ なりません。 

II  の  mwm 

車 や 路面電車は、 停止 位置から 先へ 進んで はいけ ません。 しかし、 黄色の 灯火に 変わっ 
たと きに 停止 位置に 近づいて いて、 安全に 停止す る ことができない 場合は、 そのまま 
進む ことができます。 

歩行者は、 横断して はいけ ません。 

車 や 路面電車は、 停止 位置を 越えて 進んで はいけ ません。 

交差点で すでに 左折して いる 車 や 路面電車は、 左折 方向の 信号が 赤で も そのまま 
進む ことができます。 

誌の GMM 

交差点で すでに 右折して いる 車 や 路面電車は、 右折 方向の 信号が 赤で も そのまま 進 
むこと がで きます。 この場合、 その 車 や 路面電車は、 青色の 灯火に 従って 進んで くる 車 
や 路面電車の 進行を 妨げて はいけ ません。 ただし、 軽 車両 や 二 段階の 右折 方法に より 
右折す る 原動機 付 自転車は、 右折 方向の 信号が 赤のと きは、 その 右折して いる 地点で 
停止して いなければ なりません。 

(〇_  声) 

S の^ 3 

車は、 黄色の 灯火 や 赤色の 灯火の 信号で あっても 矢印の 方向に 進む ことができます。 
(右 向きの 矢印の 場合には、 転回す る こと もで きます。） しかし、 右 向きの 矢印の 場合に 
は、 軽 車両 や 二 段階の 右折 方法に より 右折す る 原動機 付 自転車は 進む ことができ ま 
せん。 

矢印  y 

路面電車は、 黄色の 灯火 や 赤色の 灯火の 信号で あっても 矢印の 方向に 進む ことが で 
きます が、 歩行者 や 車は、 進んで はいけ ません。 
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黄色の 卜 2 八 

sr 


歩行者 や 車 や 路面電車は、 他の 交通に 注意して 進む ことができます。 


赤色の か ハ 必 
S  の 


歩行者は、 他の 交通に 注意して 進む ことが' できます。 


車 や 路面電車は、 停止 位置で 一時停止 しなければ なりません。 


(注） この 表で 停止 位置とは 停止線が' あると ころでは、 停止線の 直前を いい、 ない ところでは、 次の 位置を いいます。 

(1)  交差点では、 その 直前 (交差点の すぐ 近くに 横断歩道 や 自転車 横断 帯が あると ころでは、 横断歩道 や 自転車 横断 帯の 直前) 

(2)  交差点 以外で、 横断歩道 や 自転車 横断 帯 や 踏切が あると ころでは、 その 直前 

(3)  交差点 以外で、 横断歩道 も 自転車 横断 帯 も 踏切 もな しヽ ところに 信号機が あるときは、 信号機の 直前 (信号の 見える 位置） 
車とは、 自動車、 原動機 付 自転車、 自転車 や 荷車な どの 軽 車両、 卜 □リー パスを いいます。 


2-2 標識の 意味 

(1) 標識とは、 交通 規制な どを 示す 標示 板の ことを いい、 本 標識と 補助 標識が' あります。 本標 
識 には、 規制 標識、 指示 標識、 警戒 標識、 案内 標識の 4 種類が あります。 標識の 種類と その 
意味は 別表 3  (P.1 10 〜 P.1 13) のと おりです。 

⑵ 規制 標識は、 特定の 交通 方法を 禁止したり、 特定の 方法に 従って 通行す るよう 指定したり 
する ものです。 


車両 通行止め 


転回 禁止 


指定 方向 外 進行 禁止 


G® ❹❹ 


丸い 標識の 中の 赤い 斜線は 特定の 通行 方法の 禁 
止を 意味し ます。 

最高 速度 


矢印で 示す 方向 以外は 進行す る ことが' できません。 


重量 制限 


0  © 

速度 や 重量の 最高 限度を 示します。 


(3) 指示 標識は、 特定の 交通 方法が できる こと や 道路交通 上 決められた 場所な どを 指示す る 
ちので す。 


駐車 可 


停車 可 


横断歩道 


安全地帯 


mm 蠱蠱 □ 


駐車 や 停車して よい 場所で ある ことを 示します ） 


横断歩道 などの 場所を 示します ^ 
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(4) 警戒 標識は、 道路 上の 危険 や 注意すべき 状況な どを 前もって 道路 利用者に 知らせて 注意 
を 促す ものです。 


踏切 あり 


道路工事 中 


警戒 標識は、 すべて 地が 黄色い 標示 板です。 

¢5) 案内 標識は、 地点の 名称、 方面、 距離な どを 示して、 通行の 便宜を 図ろうと する ものです。 


方面と 距離 


方面、 方向と 距離 


緑の 標示 板は 高速道路 等に おいて、 青の 標示 板は そ 
れ 以外の 道路で 用いられます。 

(6) 規制 標識な ど 本 標識の 意味を 補足す る ものと して 補助 標識が' 用いられる ことが ありま 
す 0 


本 標識 


補助 標識 


ここから 規制が 始まる 


規制の 対象と なる 車の 種類 


補助 標識は、 普通、 本 標識の 下に 取りつ けられて おり、 規制の 理由を 示したり、 規制が' 
適用され る 時間、 曜日、 自動車の 種類な どを 特定して います。 なお、 車の 種類を 特定す 
る 場合には、 別表 4(P.1 17) のよう な 略称を 用いる ことがあります。 


標識の 見方 


8 時から 20 時までの 間、 自動車 
の 駐車が 禁止され ている ことを 意 
味し ます 0 


平日の 7 時から 9 時までの 時間 
帯が 歩行者 専用 道路で ある こと 
を 意味し ます。 


II 

追 越し 禁止 区間が 始まる ことを 意 
味し ます 5 
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指示 標示とは 特定の 交通 方法が できる こと や 道路交通 上 決められた 場所な どを 指示す 
る ものです。 


進行 方向の 指示  横断歩道 とその 予告 


3 警察官な どの 指示に 従う こと 

⑴ 警察官 や 交通 巡視 員が 手 信号 や 灯火に よる 信号 (P.1 09 の 別表 1 ) により 交通整理を 行っ 
ている 場合は、 この 手 信号 や 信号に 従わなければ なりません。 この場合、 手 信号 や 灯火に 
よる 信号が' 信号機の 信号と 違って いても、 その 警察官 や 交通 巡視 員の 信号の 方が' 優先し 
ます。 

⑵ 警察官 や 交通 巡視 員が 通行の 方法な どに ついて 必要な 指示を する ことがあり ますが 、そ 
の 場合は、 警察官 や 交通 巡視 員の 指示に 従って 行動し なければ なりません。 警察官が 行 
う 指示が 標識 •標示に よって 示された 交通の 規制と 違って いても、 指示の 方が' 優先し ま 
す 。 

4 道路でして はいけ ない ことな ど 

(1 ) 道路 上で 次の ような 危険な ことを しては いけません。 

•酒に 酔って ふらつ いたり、 立ち話を したり、 座ったり、 寝そべった リ などして 交通の 妨げ 
となる こと。 


’  _  交通の 方法に 関する 教則 

2-3 標示の 意味 

(1)  標示とは、 ペイン ト や 道路び ような どに よって 路面に 示された 線、 記号 や 文字の ことを い 
し)、 規制 標示と 指示 標示の 2 種類が' あります。 標示の 種類と その 意味は 別表 3  (P. 1 1 4 〜 

P.1 16) のと おりです。 

(2)  規制 標示とは、 特定の 交通 方法を 禁止 または 指定す る ものです。 

駐 停車 禁止  立入り禁止 部分 
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•交通量の 多い ところで キャッチボール や □ー ラース ケー トな どを する こと。 

•道路に 向けて 物を 投げたり、 発射した りする こと。 

•道路を こわしたり、 汚水、 ごみ、 くぎ、 ガラス 片 などを まいたり、 捨てたり する こと。 
•車から たばこの 吸い がら、 紙く ず、 空きかん などを 投げ捨てたり、 体 や 物を 外に 出した 
りする こと。 

•走って いる 車 や 路面電車に 外から つかまる こと。 

❿ 運転者の 目を くらませる ような 光を 道路に 向ける こと。 

•凍りつ く おそれの あるときに 水を まく こと。 

(2)  道路 上に 商品な どを 陳列したり、 土砂、 材木な ど 交通の 妨げになる 物を 置いたり しては い 
けません。 

(3)  信号 や 標識 • 標示が' よく 見えない と 非常に 危険です。 信号機の 近くに 信号と 似た 色の ネ 
オン サインを 設けたり、 標識の 近くに 広告 看板を 設けたり、 また、 信号機 や 標識 •標示を 勝 
手に 操作したり、 移した; り、 こわしたり しては いけません。 

(4)  免許を 持たない 人 や 酒気を 帯びた 人に 運転を 頼んだり しては いけません。 また、 運転者 
に 先を 急がせたり、 運転の じゃまになる 行為を しないよ うにし ましょう。 

(5)  これから 車を 運転し ようとす る 人に 酒を 出したり、 すすめたり しては いけません。 

(6)  運転者に、 過 積載 (積載 物の 重量の 制限を 超えて 物を 積む ことを いいます。） をして 車を 
運転す る ことを 求めたり、 過 積載と なる ような 物を 売り渡したり、 引き渡し たりして はいけ 
ません。 


1 運転に あたっての 注意 

1-1  運転免許証 などを 確かめる などす る こと 

(1) 自動車を 運転す る 前には、 必ず 次の ことを 確かめ ましよう。 

•運転し ようとす る 自動車に 応じた 運転免許証を 持って いる こと。 

•有効な 自動車 検査 証と 自動車損害賠償責任保険 証明書 または 責任 共済 証明書を 自動 
車に 備えて いる こと。 

♦運転免許証に 記載され ている 条件 (眼鏡 等 使用な ど) を 守っ ている こと。 

♦準 中型 免許を 受けて 1 年を 経過して いない 初心 運転者が 準 中型 自動車を 運転す ると 
きは、 その 車の 前と 後ろの 定められた 位置に 初心者 マークを つけて いる こと。 


歩行者と 運転者に 共通の 心得 


8 


自動車を 運転す る 前の 心得 


56 


籲 普通 免許を 受けて 1 年を 経過して いない 初心 運転者が' 普通 自動車を 運転 するとき は、 
その 車の 前と 後ろの 定められた 位置に 初心者 マークを つけて いる こと。 

•両耳の 聴力が' 補聴器を 用いても 10m の 距離で 90 デシベルの 警音 器の 音が '聞こえな 
し ^ 程度の 聴覚 障害の ある ことを 理由に 免許に 条件を 付され ている 運転者が 準 中型 自 
動 車 または 普通 自動車を 運転 するとき は、 その 車の 前と 後ろの 定められた 位置に 聴覚 
障害者 マークを つけて いる こと。 

•非常信号 用具 や 停止 表示 器材 (停止 表示板 または 停止 表示灯を いいます。） などを 車 
に 積んで いる こと。 

(2)  70 歳 以上の 高齢 運転者が' 普通 自動車を 
運転す ると きは、 その 車の 前と 後ろの 定 
めら れた 位置に 高齢者 マークを つける よ 
つに しまし よつ。 

従来の 高齢者 マークに ついても 当分の 
間は 使用で きます。  钃） 

(3)  肢体 不自由で ある ことを 理由に 免許に 条 
件を 付され ている 身体の 不自由な 運転 
者が' 普通 自動車を 運転 するとき は、 その 
車の 前と 後ろの 定められた 位置に 身体 障 
害 者 マー クを つける ようにし ましよう。 

1一2 運転 計画を 立てる こと 

長距離 運転のと きは もちろん、 短 区間を 運転 するとき にも、 自分の 運転 技能と 車の 性能に 
合った 運転 計画を 立てる ことが' 必要です。 あらかじめ、 運転 コース、 所要時間、 休息 場所、 駐車 
場所な どに ついて 計画を 立てて おき ましよう。 長時間に わたって 運転 するとき は、 2 時間に 1 
回は 休息を とりまし よう。 また、 眠気を 感じたら、 速やかに 休息を とって 眠気を さましてから 運 
転し ましよ 5。 

1-3 体調を 整える こと 

疲れて いると き、 病気のと き、 心配 ごとの あるとき などは、 注意力が' 散漫に なったり、 判断力 
が 衰えたり する ため、 思いがけない 事故を 引き起こす ことが' あります。 このような ときは、 運 
転を 控える か、 体の 調子を 整えてから 運転す るよう にしましょう。 また、 睡眠 作用の ある 風邪 
薬 や 頭痛 薬な どを 服用した ときは、 運転を しないよう にしましょう。 過労のと きは、 運転して は 
いけません。 


初心者 マーク 


聴覚 障害者 
マーク 


身体障害者 

マーク 

❹ 
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1  一 4 酒気を 帯びた 状態な どで 運転を しない こと 

酒気を 帯びて いると き や 麻薬、 覚 せい 剤、 シンナー などの 影響を 受けて いると きは、 運転して 
はいけ ません。 また、 酒を 飲んだ のが' 前夜で あっても、 翌朝の 運転 時まで 酒の 影響を 受けて 
いる ことがある ことに 注意し ましよう。 

2 運転免許の 仕組み 

道路で 自動車 や 原動機 付 自転車を 運転 するとき は、 その 車種 やけん 弓 I などの 状態に 応じた 
免許を 受け、 その 免許証を 携帯し なければ なりません。 また、 違反 行為を したり、 交通事故を 
起こし fc りした 際に 警察官から 提示を 求められた 場合には、 免許証を 提示し なければ なり ま 
せん。 なお、 免許を 受けて いても 免許の 停止 処分 中の 者は その 期間 運転す る ことは できません。 

2-1 運転免許の 区分 

運転免許には、 次の 三種の ものが あります。 

(1)  第一 種 運転免許 

自動車 や 原動機 付 自転車を 運転し ようとす る 場合 （ (2) の 場合を除きます。） の 免許を い 
います。 

(2)  第二 種 運転免許 

乗合 バス、 タクシー などの 旅客 自動車を 旅客 運送の ため 運転し ようとす る 場合 や 代行 運 
転 自動車 (自動車 運転 代行 業に 従事す る 運転者が' 客に 代わって 運転す る 自動車を いい ま 
す。） である 普通 自動車を 運転し ようとす る 場合の 免許を いいます。 

(3)  仮 運転免許 

第一 種 免許を 受けよう とする 者が'、 練習な どのた めに 大型 自動車、 中型 自動車、 準 中型 自 
動 車 または 普通 自動車を 運転し ようとす る 場合の 免許を いいます。 仮 運転免許を 受けた 
者が' 練習の ため 大型 自動車、 中型 自動車、 準 中型 自動車 または 普通 自動車を 運転す ると 
きは、 その 車を 運転す る ことので きる 第一 種 免許を 3 
年 以上 受けて いる 者 や 第二 種 免許を 受けて いる 者な 
どを 横に 乗せ、 その 指導を 受けながら 運転し なければ 
なりません。 

この場合、 車の 前と 後ろに 仮免許 練習 標識を 定められ 
た 位置に つけなければ なりません。 

2 - 2 運転免許の 種類 

運転免許の 種類に 応じて 運転で きる 自動車、 原動機 付 自転車は 次の 表のと おりです。 


仮免許 練習 標識 
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\ 運 m る 自動車 
\  原_ 付 
ヽ\ 自転車 

免許の 種類 \ 

大型 

自動車 

中型 

自動車 

準 中型 
自動車 

普通 

自動車 

大型 特殊 
自動車 

大型 自動 
二輪車 

普通 自動 
二輪車 

小型 特殊 
自動車 

原動機 付 
自転車 

大型 免許 

鲁 

翁 

中型 免許 

參 

參 

❿ 

m 

準 中型 免許 

• 

• 

參 

普通 免許 

• 

m 

• 

涵殊 免許 

# 

翁 

大型 二輪 免許 

罄 

• 

# 

普通 二輪 免許 

m 

春 

參 

小型 特殊 免許 

❿ 

原 付 免許 

# 

2—3 けん 引 免許 

大型 自動車、 中型 自動車、 準 中型 自動車、 普通 自動車、 大型 特殊 自動車の いずれ かで ほかの 
車を けん 弓 I するとき は、 けん 弓 I する 自動車の 種類に 応じた 免許の ほか、 けん 弓 I 免許が 必要で 
す。 しかし、 車の 総 重量 (人 や 荷物を のせた 状態での 車 全体の 重さ) が' 750 kg 以下の 車を けん 
弓 I するとき や 故障車を □—プ 、クレーン などで けん 弓 I するとき は、 けん 弓 I 免許は いりません。 

2- 4 緊急 自動車の 運転 資格 

緊急 自動車を 運転す る 場合には、 その 自動車の 運転に 必要な 運転免許の ほかに、 運転 経験 
年数 や 年齢に ついて 特別の 資格が' 必要です。 

3 自動車の 点検 

自動車に ついては、 日常 点検、 定期 点検を 行う ほか、 燃料、 冷却水、 エンジン オイル、 タイヤの 
溝の 深さな どに ついては 適宜 点検し、 少しで も 悪い 箇所が あったら、 整備し ましょう。 

ハンドル、 ブレーキ、 マフラー その他の 各 装置が' 整備され ていない ため、 交通の 危険を 生じさ 
せたり、 有害な ガス や 騒音を 出して ほかの 人に 迷惑を およぼした りする おそれの ある 車を 運 
転して はいけ ません。 

3- 1 日常 点検 

日常 点検は、 自動車の 使用者 や 自動車を 運行し ようとす る 者が、 日頃 自動車を 使用して いく 
中で、 自分自身の 責任に おいて 行う 点検です。 自動車の 使用者は、 自動車の 走行距離 や 運行 
時の 状態な どから 判断した 適切な 時期に、 この 点検を 行わなければ なりません。 なお、 タク 
シー、 ハイヤー などの 事業 用の 自動車 や 自家用の 大型 自動車 および 中型 自動車、 準 中型 貨 
物 自動車、 普通 貨物自動車、 大型 特殊 自動車、 レンタカー などの 使用者 または これらの 自動 
車を 運行し ようとす る 者は、 1 日 1 回、 運行す る 前に この 点検を 行わなければ なりません。 標準 
的な 点検の 実施の 方法は、 次の ページの 表のと おりです。 
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点検 箇所 

点検 項目 

点検の 実施 方法 

ウインドウ. 

ウオ ツシヤ • タンク 

※液量 

ウインドウ. ウォ ッシャ 液の 量が 適当 かを 点検し ます。 

ブレーキの 
リザー バ •タンク 

液量 

リザー パ •タンク 内の 液量が 規定の 範囲 内に あるかを 点検し ま 
す 。 

バッテリー 

※液量 

バッテリー 各槽の 液量が' 規定の 範囲 内に あるかを 車両を ゆらす 
などして 点検し ます。 

ラジェ ータな どの 
冷却 装置 

※ 水量 

リザー パ. タンク 内の 冷却水の 量が 規定の 範囲 内に あるかを 点 
横し ます。 なお、 冷却水の 量が' 著しく 減少して いると きは、 ラジ 
ェー タ、 ラジェ ータ ホースな どからの 水 漏れの おそれが あります。 

潤滑 装置 

※ エンジン オイル 
の 量 

オイルの 量が オイル レベル •ゲージ （油 量 計） で 示された 範囲 内 
にある かを 点検し ます。 

△ファンべ ル ト 

※ 張り 具合、 

損傷 

(1) ベル トの 中央部を 手で 押し、 ベル トが 少した わむ 程度で ある 
かを 点検し ます。 

⑵ ベル トに 損傷が' ないかを 点検し ます。 

エンジン ル— ムの 点検 
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※ 印に つし vc は 表の 最後の 備考 参照 
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点検 箇所 

点検 項目 

点検の 実施 方法 

運行 中の 異常 箇所 

当該 箇所の 異常 

前日 または 前回の 運行 中に 異常を 認めた 箇所に ついて、 運行に 
支障が' ないかを 点検し ます。 

運 

転 

席 

で 

の 

点 

検 

ブレーキ ぺ夕 'ル 

踏みし ろ、 
ブレーキ のきき 

ペダルを いっ ぱいに 踏み込ん だとき、 床板との すき 間 （踏み 残りし ろ） 

や 踏 みごたえが' 適当で あるかを 点検し ます。 なお、 床板との すき 間が 少 
なくなっ ている とき や、 踏 みごたえが' 柔らかく 感じる ときは、 ブレーキ 
液の 液 漏れ、 空気の 混入に よる ブレーキ のきき 不良の おそれが' あります。 

駐車 ブレーキ レパー 
(パーキング • 
ブレーキ レバー） 

引きし ろ 
(踏みし ろ） 

レバーを いっぱいに 引いた (踏んだ) とき、 引きし ろ (踏みし ろ) 

が 多過ぎたり、 少な 過ぎたり しない かを 点検し ます。 

原動機 

(エンジン） 

※ かかり 具合、 
異音 

エンジンが' 速やかに 始動し、 スムーズに 回転す るかを 点検し ます。 また、 
エンジン 始動 時 および アイ ド リング 状態で、 異音が' ないかを 点検し ます。 

※ 低速、 加速の 
状態 

(1 ) エンジンを 暖機 させた 状態で、 アイドリング 時の 回転が スムー 
ズに 続く かを 点検し ます。 

⑵ エンジンを 徐 々に 加速した とき、 アクセル ペダルに 引っ かかりが 
ないか、 また、 エンス ト、 ノッキング などを 起こす ことなく スムー 
ズに 回転す るかを、 走行す るな どして 点検し ます。 

ウインドウ •ウォ ッシヤ 

※ 噴射 状態 

ウインドウ •ウォ ッシャ 液の 噴射の 向き および 高さが' 適当 かを 点検し ます。 

ワイ ハ。- 

※ ふき 取りの 
状態 

(1 )  ワイパーを 作動 させ、 低速 および 高速の 作動が 不良で ないか 
を 点検し ます。 

(2)  きれいに ふき 取れる かを 点検し ます。 

◎空気 圧力計 

空気 圧力の 
上が' り 具合 

エンジンを かけて、 空気 圧力の 上がり 具合が 極端に 遅くない か 
を 点検し ます。 また、 空気 圧力が' 空気 圧力計の 表示に 示され 
た 範囲 内に あるかを 点検し ます。 

◎ブレーキ バルブ 

排気 音 

ブレーキ ペダルを 踏み込んで 放した 場合に、 ブ レー キ バルブ か 
らの 排気 音が 正常で あるかを 点検し ます。 

車 

の 

ま 

わ 

U 

か 

ら 

の 

点 

検 

灯火 装置、 

方向 指示 器 

点灯 • 点滅 具合、 
汚れ、 損傷 

(1)  エンジン スイッチを 入れ、 前照灯、 制動灯な どの 灯火 装置の 点灯 
具合 や 方向 指示 器の 点滅 具合が 不良で ないかを 点検し ます。 

(2)  レンズな どに 汚れ や 損傷がない かを 点検し ます。 

タイヤ 

空気 圧 

タイヤの 接地 部の た わみ の 状態に より、 空気 圧が 不足して いな 
いかを 点検し ます。 

□取りつ けの 状態 

(1 ) ディスク •ホイー ルの 取リ つけ 状態に ついて、 目視 により 次の 点検 
を 行います。 

ア ホイール •ナットの 脱落、 ホイール •ボル トの 折 損 等の 異常は ないか。 

イ ホイー ル •ポルト 付近に さび 汁が' 出た こん 跡は ないか。 

ウ ホイール •ナットから 突出して いる ホイール. ボル トの 長さに 不ぞろ 
いはない か。 

⑵ ディスク •ホイー ルの 取りつ け 状態に ついて、 ホイー ル •ナットの 
ゆるみな どがない かを 点検 ハン マな どを 使用して 点検し ます。 

亀裂、 損傷 

タイヤの 全 周に 著しい 亀裂 や 損傷が' ないかを 点検し ます。 また、 
タイヤの 全 周に わたり、 くぎ、 石、 その他の 異物が' 刺さったり、 
かみ 込んだり していな いかを 点検し ます。 

異常な 摩耗 

タイヤの 接地 面に、 極端に すリ 減って いる 箇所が' ないかを 点検し ます。 

※ 溝の 深さ 

溝の 深さが' 十分で あるかを ウェア. インジケータ （スリップ •サ 
イン） などに より 点検し ます。 

◎エア •タンク 

タンク 内の たまり 水 

ド レン •コックを 開いて、 タンクに 水が たまって いない かを 点検し ます。 

備考 1 ※ 印の 点検 項目は、 事業 用の 自動車 や 自家用の 大型 自動車 および 中型 自動車、 準 中型 貨物自動車、 
普通 貨物自動車'  大型 特殊 自動車、 レンタカー などに ついても、 自動車の 走行距離、 運行 時の 状態 
などから 判断した 適切な 時期に 行えば よい ものです。 

2  ◎印の 点検 箇所は、 エアブレーキが 装着され ている 場合に 点検し なければ なりません。 

3  △印の 点検 箇所は、 自家用の 普通 乗用自動車 などに あっては、 定期 点検な どの 際に 点検して ください。 

4  □印の 点検 項目は'  車両 総 重量 8t 以上 または 乗車 定員 30 人 以上の 自動車の 場合に 点検して くださ 
い 0 
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3-2 装備 品な どの 点検 

発 炎 筒、 赤 ランプな どの 非常信号 用具を 備えなければ なり 

ません。 また、 高速道路 (高速 自動車 国道 または 自動車 専用 

道路) を 通行 するとき は、 故障な どで 停止して いる ことを 示 

すため の 停止 表示 器材を 備えつ ける ようにし ましょう。 

3-3 定期 点検 

事業 用の 自動車、 自家用の 大型 自動車 および 中型 自動車 や 準 中型 貨物自動車、 普通 貨物 自 

動 車な どの レン タカー について は 3 力 月 ごとに、 自家用の 準 中型 貨物自動車 および 普通 貨物 

自動車 や 普通 乗用自動車 などの レン タカー などに ついては 6 力 月 ごとに、 自家用の 普通 乗 用 

自動車な どに ついては 1 年 ごとに 点検し、 必要な 整備を しなければ なりません。 

4 乗車と 積載 

⑴ 座席で ない ところに 人を 乗せたり、 荷台 や 座席で ない ところに 荷物を 積んだり しては いけ 
ません。 また、 定められた 乗車 定員 (運転者を 含みます。） や 積載の 制限を 超えて、 人を 乗 
車 させたり、 物を 積んだり しては いけません。 

(2) (1) の 場合で あっても、 荷物の 見張りの ため 必要 最少 限度の 人を 乗せる とき や 出発 地の 
警察署 長の 許可を 受けた ときは 別です。 

(3)  自動車に 人 や 荷物を のせる ときには、 運転の 妨げに なったり、 自動車の 安定が 悪くな った 
り、 外から 方向 指示 器、 ナン パーブ レート、 ブレーキ 〇、 尾灯な どが 見えに くくな ったり す 
るよう なのせ 方を しては いけません。 

(4)  運転者は、 人が 転落したり、 荷物が' 転落、 飛散した りしない ように ドアを 確実に 閉め、 口— 
プ やシ— 卜を 使って 荷物を 確実に 積まなければ なりません。 また、 荷物が 転落、 飛散して し 
まった ときは、 速やかに その物を 除去す るな ど 必要な 措置を とらなければ なりません。 そ 
の 場合には 後続 章な と 丨1 ■十分 注意し ましょ つ。 

(5)  危険物を 運搬 するとき は、 包装、 積載な どを 確実に し、 危険物を 運搬 中で ある ことを 示す 
標示 板な どを 掲げる ようにし、 また、 駐車 するとき は、 危険な 場所を さけ、 危険物を 見張り 
ましよ つ。 
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積載 物の 大きさと 
積載の 方法 
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三輪の 普通 自動車と 総 排気量 660cc 以下の 普通 自動車に あっては、 高さ 2.5m 以下。 そ 
の 他の 自動車で 公安委員会が' 定める ものに あっては 3.8m 以上 4.1m を 超えない 範囲 
内に おいて 公安委員会が' 定める 高さ。 


大型 自動 二輪車 (側車 付 大型 自動 二輪車を 除く。） •普通 白 動 二輪車 (側車 付 普通 自動 二輪車を 除く。) 


乗車 定員 


1 人 （運転者 用 以外の 座席が ある ものは 2 人） 


積載 物の 重量 


60kg 


乗車 装置 や 積載 装置の 長さ +0.3m 以下  乗車 装置 や 積載 装置の 幅 + 左右 0.1 5m 以下 


積載 物の 大きさと 
積載の 方法 


2.0m 

以下 


原動機 付 自転車 


乗車 定員 


積載 物の 重量 


積載 物の 大きさと 
積載の 方法 


1 人 


30kg 


積載 装置の 長さ +0.3m 以下  積載 装置の 幅 + 左右 0.15 m 以下 


fr 


備考 1 12 歳 未満の 子供は、 3 人を 2 人と して 計算し ます。 

2  * 印の ミニ カー とは'  総 排気量に ついては 50cc 以下、 定格 出力に ついては 0.60 kW 以下の 原動 
機を 有する 普通 自動車を いいます。 

3  ★印の 特定の 構造の 農業 用 薬剤 散布 車とは、 時速 35km 以上の 速度を 出す ことが' できない 構诰 
の 農業 用 薬剤を 散布す るた めの 普通 自動車を いいます。 


第 2 部 交通の 方法に 関する 教則 


大型 自動車 • 中型 自動車 • 準 中型 自動車. 普通 自動車 

乗車 定員 

自動車 検査 証 か 軽自動車 届出 済 証に 記載され ている 乗車 定員 （ミニカー* と 特定の 構 
造の 農業 用 薬剤 散布 車* にあって は 1 人 （特定の 構造の 農業 用 薬剤 散布 車 ★で 運転者 
用 以外の 座席が' ある ものは 2 人）） 

積載 物の 重量 

自動車 検査 証 か 軽自動車 届出 済 証に 記載され ている 最大 積載量 （ミニカー* にあって 
は 30kg、 特定の 構造の 農業 用 薬剤 散布 車 ★にあって は 1 ,500kg) 

積載に あたつ ては、 車体の 前後から 自動車の 長さの 1/10 の 長さを 超えて はみ出さない 
こと。 車体の 左右から はみ出さな いこと。 


自動車の 長さ x 1.1 以下 


自動車の 幅 以下 
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5 安全運転に 必要な 知識な ど 

5-1 視覚の 特性 

人間の 感覚のう ち 視覚は、 安全な 運転の ために 最も 大切です。 運転 中は、 特に 次の ような 点 

(こ') 主意し ましよ 5。 

⑴—点 だけを 注視したり、 ぼんやり 見て いる だけでなく、 たえず 前方に 注意 するとと もに、 
ルーム ミラー や サイド ミラー などに よって 周囲の 交通の 状況に 目を 配リ ましよう。 また、 高 
速になる と 視力が' 低下し、 特に 近くの ものが 見えに くくなる ので、 注意し ましよう。 

(2) 疲労の 影響は、 目に 最も 強く 現われます。 疲労の 度が 高まる につれ て、 見落とし や 見 間違 
いが 多くなる ので 気をつけ ましよう。 

⑶ 明るさが' 急に 変わる と、 視力は、 一時 急激に 低下し 
ます。 トンネルに 入る 前 や トンネルから 出る ときは 
速度を 落としましょう。 また、 夜間は 対向車の ライ 
卜を 直視し ないように しまし よう。 


5-2 自動車に 働く 自然の 力 

安全な 運転を する ためには、 走行 中、 車に 働く 自然の 
力と その 運転に 与える 影響に ついて、 正しい 知識を 身 
につける ことが' 必要です。 

(1) 摩擦の 力 

走行 中の 車は、 クラッチを 切っても 走り続けようと 
する 性質が' あるた め、 すぐには 止まりません。 この 
車を 止める ためには、 ブレーキを かけて 車輪の 回 
転を 止め、 タイヤと 路面の 間の 摩擦 抵抗を 利用し 
ます。 ぬれた ア スフ アル ト 路面を 走る ときな どは、 
摩擦 抵抗が' 小さくな リ 制動 距離が 長くな ります。 
また、 高速 運転 中に 急 ブレーキを かける と、 車輪が 
□ック し 路上を すべる ので 特に 注意し ましよう。 
⑵遠心 力 

自動車が 'カーブを 回ろうと するとき には、 自動車 
の 重心に 遠心力が 働き、 自動車は カーブの 外側に 
すべり 出そうと します。 このため、 荷物の 積み 方が 
悪く 重心の 位置が 高く なったり、 片寄っ たりす ると 
自動車は 倒れ やすくな ります。 遠心力の 大きさは、 
カーブの 半径が 小さい ほど 大きくな り、 速度の 2 乗 
に 比例して 大きくな ります。 安全に カーブを 回る た 
めには、 カーブに 入る 前の 直線 部分で 早めに ブ 
レーキを かけ、 十分 速度を 落として おく 必要が あり 
ます。 


自動車に 働く 遠心力の 方向 


荷物の 積み 方が 悪い と、 自動車は 倒れ やすく 
なり 危険です。 


B 
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(3) 衝撃 力 

交通事故の 大きさは、 車が 衝突した ときに 
相手に 与えたり、 自分が 受けたり する 衝撃 
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重量に 応じて 大きくな り、 また、 固い 物に ぶ 
つかる ときの ように、 衝撃の 作用が' 短時間 
に 行われる ほど その 力は 大きくな ります。 例 
え ば、 時速 60km で コンク リー トの 壁に 激突 
した 場合は、 約 1 4m の 高さ （ビルの 5 階 程 
度) から 落ちた 場合と 同じ 程度の 衝撃 力を 
受けます。 高速 運転 するとき には、 特に 注意 
しよ しょつ。 

(4) 速度の 影響 

制動 距離、 遠心力、 衝撃 力な どは、 いずれも 
速度の 2 乗に 比例して 大きくな ります。 速度 
が' 2 倍に なれば、 制動 距離、 カーブで 車の 横 

すべり や 転倒を させよう とする 力、 交通事故の 大きさに 関係す る 衝撃 力は、 2 倍になる の 
ではなく、 4 倍になります (P.74 の グラフ 「速度と 停止 距離の めやす」）。 

5-3 交通 公害、 地球温暖化の 防止な ど 

(1)  自動車の 排出 ガス や 騒音、 振動に よって、 被害を受け ている 住民は 少なくありません。 道 
路を 通行 するとき は、 最高 速度 や 積載 制限な どの 規制を 守り、 不必要な 急 発進 や急ブ 
レーキ、 空ぶ かしを さけるな ど 交通 公害を 少なく する よう 努めましょう。 

(2)  自動車の 排出 ガスの 中には、 一酸化炭素、 炭化水素、 窒素酸化物 など 人体に 有害な 物質 
が' 含まれて おり、 これらの 排出 ガスが 大気を 汚染す る 原因の ひとつと なって います。 大気 
汚染に より、 光化学 スモ ツグが' 発生した とき や 発生す る おそれの あるときは、 自動車の 使 
用を 控えましょう。 

(3)  地球温暖化の 一因と なって いる 二酸化炭素 や 人体に 有害な 物質で ある 窒素酸化物 等の 
排出 削減の ために、 やさしい 発進、 加速 •減速の 少ない 運転、 駐 停車 時の アイドリング ス 
トツプな どの 環境 負荷の 軽減に 配慮した 自動車の 使用 （エコ ドライブ) に 努めましょう 
(P.19 〜 P.20 参照)。 


5 - 4 運転 適性 

運転に ついての 適性を 自覚す る ことは、 安全な 運転の ために 大切な ことです。 運転 適性に つ 
いての 指導は、 各 都道府県の 交通安全 活動 推進 センター (裏表紙 参照) などで 行って います 
ので、 利用し ましょう。 
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第; 3 章 自動車の 運転の 方法 

1 安全な 発進 

i-i 車の 乗り降り 

(1) 乗り降り するとき は、 周囲の 状況、 特に 後方からの 車の 有無を 確かめ、 交通量の 多い とこ 
ろでは 左側の ドアから 乗り降りし ましょう。 乗って から ドアを 閉める ときは、 少し 手前で— 
度 止め、 力を入れて 閉める ようにし ましょう。 また、 降りる ために ドアを 開ける ときは、 まず 
少し 開けて 一度 止め、 安全を 確かめてから 降り ましょう。 降りる ときの 最初に 少し 開ける 動 
作は、 他の 交通への 合図に もなります。 

⑵ ドアを 開ける とき や、 車から 降りる ときには、 運転者は 後方の 安全を 確認し なければ なり 
ません。 また、 ドアを ロックし、 同乗者が ドアを 不用意に 開けたり しないよ うに 注意し なけ 
れば なりません。 

1-2 運転 姿勢な ど 

(1) ゆとりの ある 正しい 運転 姿勢は、 安全運転の 第一歩です。 

シー トの 前後の 位置は、 クラッチを 踏み込ん だとき、 ひざが' 

わずかに 曲がる 状態に 合わせ、 シー トの 背は、 ハンドルに 両 
手を かけた とき、 ひじが わずかに 曲がる 状態に 合わせる こ 
とが '大切です。 体を 斜めにして 運転す るのは やめ ましょう。 

⑵ 運転す ると きは、 活動し やすいよ うな 服装を しまし ょう。 ま 
た、 げたや ハイヒールな どを はいて 運転した りして はいけ 
ません。 

⑶ ひじを 窓 わくに のせて 運転す るのは やめ ましょう。 

(4) 走行 中に 携帯電話 などを 使用したり、 力ー ナビ ゲーシ ヨン 装置な どに 表示され た 画像を 
注視した りする ことにより、 周囲の 交通の 状況な どに 対する 注意が 不十分に なると 大変 危 
険 です。 走行 中は 携帯電話 などを 使用したり、 力— ナビ ゲー シヨ ン 装置な どに 表示され た 
画像を 注視したり しては いけません。 まだ、 携帯電話 などに ついては、 運転す る 前に 電源 
を 切ったり、 ドライブ モードに 設定した りするな どして 呼 出 音が 鳴らない ようにし ましょう。 

1  一 3 シ ー トべ ル トの 着用 

⑴ シートベルトは、 交通事故 にあった 場合の 被害を 大幅に 軽減 するとと もに、 正しい 運転 姿 
勢を 保たせる ことにより 疲労を 軽減す るな ど、 さまざまな 効果が あります。 シ— 卜べ ル ト 
を 備えて いる 自動車を 運転 するとき は、 運転者 自身が これを 着用 するとと もに、 助手席 や 
後部座席の 同乗者に もこれ を 着用 させなければ なりません (その 自動車が' エア バッグ を 
備えて いる 場合 も 同じです。）。 しかし、 病気な どやむ を 得ない 理由が ある 場合は 別です。 
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1一4 チャイルド シー トの 使用 

(1)  チャイルド シー トは、 交通事故 にあった 場合の 被害を 大 
幅に 軽減 するとと もに、 子供が' 運転 操作の 支障と なるこ 
とを 防止す る 効果 もあります ので、 シー トべ ル トを 適切 
に 着用させる ことが' できない 子供には チャイルド シート 
を 使用 させましょう。 特に、 幼児 (6 歳 未満の 子供) を 自動 
車に 乗せる ときは、 その 幼児に 発育の 程度に 応じた 形 
状の チ ャイ ルド シー トを 使用 させなければ なりません。 
しかし、 病気な どやむ を 得ない 理由が' ある 場合は 別で 
す。 

(2)  チ ャイ ルド シー トは、 使用の 方法を 誤る と、 効果が なくな 
ります ので、 取扱説明書 などに 従って、 正しく 使用 させ ま 
しょう。 正しい 使用の 方法は、 次のと おリ です。 

❿ 子供の 体格に 合い、 座席に 確実に 固定で きる チ ャイ ル 
ド シー トを 選びましょう。 

•助手席 用の エアバッグを 備えて いる 自動車の 場合に 
は、 なるべく 後部座席で チャイルド シー トを 使用 させ 


ねじれて いない か 


シー トの 背を 倒さずに 
シー トに 深く 腰掛ける 


妊娠 中の 正しい シートべ ル ト 着用 法 

腰 ベルト 
肩べ ル ト 
共に 着用 


肩べ ル トは 胸の 間を 通し」 

腹部の 側面に 通す 

零 ベルトは 首に； 

腰べ ル トは 腹部の ふくらみを さけ、 \ 
腰骨ので きる だけ 低し'! 位置を 通す 
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⑵ シー トべ ル トは、 正しく 着用し ましょう。 正しい 着用の 方 
法は 次のと おりです。 

•シートの 背は 倒さずに、 シートに 深く 腰掛けましょう。 
•腰べ ル トは 骨盤を 巻く ように、 しっかり 締めましょう。 

_ 肩 ベル ト (三 点 式べ ル トの 場合) は、 首に かからな いよ 
うにし ましょう。 また、 肩べ ル トが' たるんで いると 事故 
の 際に 危険です ので 注意し ましょう。 

籲バッ クルの 金具は 確実に 差し込み 、シートべ ル トが は 
ずれない ようにし ましょう。 

•ベル トが' ねじれて いない かどう か 確認し ましょう。 

(3) 妊娠 中の シー トべ ル トの 着用 

妊娠 中で あっても、 シー ト ベルトを 正しく 着用す る ことに 
より、 交通事故 にあった 際の 被害から 母体と 胎児を 守る 
ことができます。 ただし、 妊娠の 状態は 個人に より 異なり 
ますので 、シー トべ ル トを 着用す る ことが' 健康 保持 上 適 
当 かどう か、 医師に 確認す るよう にしましょう。 

妊娠 中は、 事故な どの 際の 胎児への 影響を 少なく する 
ために、 腰べ ル トの みの 着用は 行わず、 腰べ ル トと 肩べ 
ル トを 共に 着用 するとと もに、 大きく なった 腹部を ベル 
卜が 横切らない ようにす るな ど、 正しく シー トべ ル ド£ 着 
用す る ことが' 必要です。 


シー トべ ル トを 着用して いない 場合、 
天井、 フロン ト ガラス、 ハンドル、 計器 
盤な どに 衝突し ます。 
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ましょう。 やむ を 得ず 助手席で 使用させる ときは、 座席を できるだけ 後ろまで さげ、 必ず 
前向きに 固定し ましょう。 

•チャイルド シー トは、 座席に 確実に 固定し ましよう。 


発進の 前には 車の かげに 人が いな 
いか、 確かめ ましよう。 


1-5 発進に あたっての 安全 確認 

(1)  車に 乗る 前に、 車の 前後に 人が いない か、 車の 下に 子 
供が いない かを 確かめ ましょう。 

(2)  方向 指示 器な どに よって 発進の 合図を し、 もう一 度バッ 
クミ ラーな どで 前後左右の 安全を 確かめてから 発進し 
ま しょつ。 

(3)  バックで 発進す る ことは 危険です から、 車庫な どに 入れ 
ると きは、 あらかじめ 発進し やすいよ うに バックで 入れ 

て おきましょう。 やむ を 得ず バックで 発進す る 場合で、 後方の 見通しが よくない 場合 や 狭 
し値路 から 広い 道路に 出る ときは、 同乗者な どに 後方の 確認を 手伝って もらい ましょう。 

1-6 路 端からの 発進 

大型 自動車、 中型 自動車 および 準 中型 自動車は、 普通 自動車に 比べ、 車軸の 前後に 車体が 長 
ぐ タイヤの 軌跡の 外側を 車体が 通る ので、 路 端に 駐 停車して いる 状態から 発進 するとき に 
は、 車体の 前後 部が' 車 や 歩行者な どに ぶつから ないよう 注意し ましょう。 

1-7 走行に あたっての 安全 確認 

自動車の 運転席から 見える 範囲には、 その 自動車 自体の 構造に より 差が ある ものの、 車 や 歩 
行者な どが 見えなくなる 範囲が あります。 特に、 大型 自動車、 中型 自動車 および 準 中型 自動車 
は、 普通 自動車に 比べ、 運転席から 車 や 歩行者が' 見えなくなる 範囲が' 広い ので 注意し ましよう。 


2 自動車の 通行す ると ころ 

2-1 道路の 左側を 走る こと 

道路の 中央 (中央線が あるときは、 その 中央線) から 左の 部分を 通行し なければ なりません。 し 
かし、 次の 場合には、 道路の 中央から 右の 部分に はみ出して 通行す る ことができ ますが、 この 場 
合で も、 ⑴ の 場合の ほかは、 はみ出し 方が できるだけ 少なくなる ようにし なければ なりません。 
(1) 一方通行と なって いると き。 
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(3) 追 越しの ため 最も 右側の 車両 通行 帯を 通行す る 場合で' あっても、 前の 車を 追い越し 終 
わっ たと きは、 速やかに それ 以外の 車両 通行 帯に 戻らなければ なリ ません。 

2 — 3 車線を 変えずに 走る こと 

車両 通行 帯の ある 道路では、 追 越しな どで やむ を 得ない 場合の ほかは、 車両 通行 帯からは み 
出したり、 2 つの 車両 通行 帯に またがつ たりして 通行して はいけ ません。 また、 車両 通行 帯を 
みだりに 変えて 通行す ると、 後続 車の 迷惑と なり、 ひいては 事故の 原因と もなります から、 同 
一の 車両 通行 帯を 通行 "し なければ なりません 


2 — 2 道路の 左寄りに 走る こと 

⑴ 車両 通行 帯 (車線 や レーンと もい います。） のない 道路では、 追 越しな どで やむ を 得な し) 
場合の ほかは、 道路の 左に 寄って 通行し なければ なりません。 

⑵ 同一 の 方向に 2 つの 車両 通行 帯が 'あるときは、 左側の 車両 通行 帯を 通行し なければ なり ま 
せん。 また、 3 つ 以上の 車両 通行 帯が' あるときは、 最も 右側の 車両 通行 帯は 追 越しの ため 
に 空けて おき、 それ 以外の 車両 通行 帯を 通行す る ことが' できます。 この場合には、 速度の 
遅い 車が' 左側、 速度が' 速くなる につれ て 順次 右側 寄りの 車両 通行 帯を 通行し ましょう。 しか 
し、 標識 や 標示に よって 通行 区分が' 示されて いると きは、 それに 従わなければ なりません。 
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⑵ 工事な どのた め 左側 部分 だけでは、 通行す るのに 十分な 幅がない とき。 

⑶ 左側 部分の 幅が 6m 未満の 見通しの よい 道路で ほかの 車を 追い越そうと するとき (標識 
や 標示で、 追 越しの ため 右側の 部分に はみ出して 通行す る ことが' 禁止され ている 場合を 
除きます。）。 

(4) こう 配の 急な 道路の 曲が' り 角 付近で、 「右側 通行」 の 標示が' あるとき。  . 


追 越しの ための 右側 部分 はみ出 し 通行 禁止 

①  ② 


③ 


右側 通行 


①、 ②は A および 
巳の 部分を 通行す 
る 車両に 対して 
追 越しの ため 右 
側部 分に はみ出 
て通彳 ラす る こと 
を 禁止す る 場合 


③は B の 部分を 
通行す る 車両に 
対して 追 越しの 
ため 右側 部分に 
はみ出して 通行 
する ことを 禁止 
する 場合 
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2-6 路線 バスな どの 優先 

⑴ 停留所で 止まって いる 路線 バスな どが 方向 指示 器な どで 発進の 合図を したと きは、 後方 
の 車は その 発進を 妨げて はいけ ません。 しかし、 急 ブレーキ や 急 ハンドルで さけなければ 
ならない ような 場合は 別です。 

⑵ 標識 や 標示に よって 路線 バスな どの 専用 通行 帯が' 指定され ている 道路では、 小型 特殊 自 
動 車、 原動機 付 自転車、 軽 車両を 除く ほかの 車は、 その 車両 通行 帯を 通行して はいけ ませ 
ん。 ただし、 標識 や 標示に よって 普通 自転車の 専用 通行 帯が 指定され ている 道路では、 軽 
車両を 除く ほかの 車は、 その 車両 通行 帯を 通行 
しては いけません。 しかし、 右左 折を する ため 道 
路の 右端、 中央 や 左端に 寄る 場合な どや 工事な 
どで やむ を 得ない 場合は 別です。 

(3) 標識 や 標示に よって 路線 ノ ゞス などの 優先 通行 帯 
が 指定され ている 道路では、 優先 通行 帯を 通行し 
ている 自動車は、 路線 ノ ゞ ス などが' 近づいて きたと 
きは、 速やかに そこから 出なければ なりません。 

また、 交通が' 混雑して いて、 路線 バスな どが 近づ 
し 、 てきても そこから 出られなくなる おそれが ある 
ときは、 はじめから その 通行 帯を 通行して はいけ 
ません。 しかし、 右左 折を する ため 道路の 右端、 中 
央や 左端に 寄る 場合な どや 工事な どで やむ を 得 
ない 場合は 別です。 


路線 ノ  U 専用 通行 帯が 指定され てし、 る 道路では、 
一部の 車両を 除いては その 通行 帯を 通行して は 
いけません 0 

専用 通行 帯 

圓匯 


2 — 7 通行して はいけ ない ところ 

(1)  「通行止め」、 「車両 通行止め」、 「自転車 および 歩行 
者 専用」、 「歩行者 専用」 などの 標識に よって 通行 
が 禁止され てし ヽる 道路を 通行して はいけ ません。 

(2)  歩道 や 路側帯 や 自転車 道な どを 通行して はいけ 


普通 自転車 
専用 通行 帯 


路線 バス 等 
優先 通行 帯 


_ 


2-4 高さに 制限の ある 場所の 通行 

大型 自動車、 中型 自動車 および 準 中型 自動車は、 普通 自動車に 比べ、 車体の 高さが 高い こと 
から、 通行で きる 自動車の 高さに 制限の ある 場所を 通過す る 場合には、 その 高さの 制限 以下 
である ことを 確認し ましょう。 特に、 荷台の 積載 物の 高さが 通行で きる 自動車の 高さの 制限を 
超えて しまう 場合が あるので 注意し ましょう。 

2 - 5 緊急 自動車の 優先 

緊急 自動車が 近づいて きたと きは、 交差点の 付近では、 交差点を さけて、 道路の 左側に 寄っ 
て一 時 停止を し、 そのほかのと ころでは、 道路の 左側に 寄って 進路を ゆずらなければ なり ませ 
ん。 しかし、 一方通行の 道路で 左側に 寄る と、 かえって 緊急 自動車の 妨げと なる ような ときは、 
右側に 寄らなければ なりません。 
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通行止め 


車両 通行止め 


@〇 


自転車 および 
歩行者 専用 


歩行者 専用 


__ 


安全地帯 


立入り禁止 

部分 


ません。 しかし、 道路に 面した 場所に 出入りす るた めに 
横切る 場合な どは 別です。 

⑶ 「安全地帯」 や 「立入り禁止 部分」 の 標示に よって 車の 通 
行が 禁止され ている 場所に 入って はいけ ません。 

(4) 歩道 や路側 帯の ない 道路を 通行 するとき は、 路肩 (路端 
から 0.5m の 部分) にはみ 出して 通行して はいけ ません。 

⑸ 軌道 敷 内を 通行して はいけ ません。 しかし、 「軌道 敷 内 
通行 可」 の 標識に よって 認められた 車が' 通行す る 場合 
や 右折す る 場合な どは 別です。 

(6) 軌道 敷 内を 通行して いる 車は、 後方から 路面電車が 近 
づ いてきた ときは、 路面電車の 進行を 妨げない ように 
速やかに 軌道 敷 外に 出る か、 十分な 距離を 保たな けれ 
ばな りません。 

3 歩行者の 保護な ど 

3-1 歩行者の そばを 通る とき 

(1) 歩行者の そばを 通る ときは、 歩行者との 間に 安全な 間 
隔を 空ける か、 徐行し なければ なりません。 

⑵ 歩行者が いる 安全地帯の そばを 通る ときは、 徐行し な 
ければ なりません。 

⑶ 停留所で' 止まっ ている 路面電車の 後方では 停止し、 乗り降り する 人 や 道路を 横断す る 人が 
し 屯くなる まで 待たなければ なりません。 しかし、 乗り降り する 人が いないと きで 路面電車 
との 間に 1.5m 以上 あるとき や 安全地帯が あるときは、 徐行して 進む ことが' できます。 

(4) ぬかるみ や 水たまりの あると ころでは、 泥 や 水を はねて 他人に 迷惑を かけない ように 徐行 
するな ど 注意して 通らなければ なりません。 

⑸ 止まつ ている 車の そばを 通る ときは、 急に ドアが' 開 
し) たり、 車の かげから 人が '飛び出した りする 場合が' 

あるので 注意し ましよう。 


軌道 敷 内通 行 可 


3 — 2 歩行者が 横断して いると きな ど 

(1 )  横断歩道 のない 交差点 やその 近くを 歩行者が 横断 
している ときは、 その 進行を 妨げて はいけ ません。 

(2)  横断歩道 や 自転車 横断 帯に 近づいた ときは、 横断 
する 人 や 自転車が' いない ことが' 明らかな 場合の ほ 
かは、 その 手前で 停止で きる ように 速度を 落とし 
て 進まなければ なりません。 また、 歩行者 や 自転 


停車して いる 車の ドアが 開く ことが' あります。 

車の かげからの 飛び出しに 気をつけましょう。 


車が' 横断して いると き や 横断し ようとして いると きは、 横断歩道 や 自転車 横断 帯の 手前 
(停止線が' あるときは、 その 手前) で 一時停止 をして 歩行者 や 自転車に 道を ゆず A なけ 
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れば なりません。 

⑶ 横断歩道 や 自転車 横断 帯 やその 手前で 止まって いる 車が 'あるときは、 その そばを 通っ て 
前方に 出る前に一 時 停止を しなければ なりません。 

(4) 横断歩道 や 自転車 横断 帯と その 手前から 30m 以内の 場所では、 ほかの 車を 追い越した 
り、 追い抜いたり しては いけません。 

⑸ 横断歩道 や 自転車 横断 帯の ない 場所で も、 歩行者が 横断す る ことが' あります ので、 注意 
しまし よつ。 

3-3 身体の 不自由な 人の 保護 

身体障害者 用の 車い すで 通行して いる 人が いる 場合 や 
白 や 黄の つえを 持った 人 や 盲導犬を 連れた 人が 歩いて い 
る 場合には、 一時停止 か 徐行を して、 これらの 人が 安全に 
通れる ようにし なければ なりません。 

3-4 子供の 保護 

(1) 子供が' ひとりで 歩いて いる 場合には、一 時 停止 か 徐行 
をして、 安全に 通れる ようにし なければ なりません。 子 
供は、 興味を ひく ものに 夢中に なり、 突然 路上に 飛び 
出したり、 判断力が 未熟な ために、 無理に 道路を 横断 
しようと したりす る ことがあ るので、 特に 注意し ましよ 
ぅ。 

⑵ 止まって いる 通学 通 園 バスの そばを 通る ときは、 徐行 
して 安全を 確かめなければ なりません。 

(3) 学校、 幼稚園、 遊園地な どの 付近 や 通学 路の 標識の あ 

ると ころでは、 子供が' 突然 飛び出して くる ことが' あるので、 特に 注意し ましよう。 

3 - 5 高齢者の 保護 

つえを 持って 歩いて いたり、 歩行 補助 車を 使って いたり、 その 通行に 支障の ある 高齢者が' 通 
行して いる 場合には、一 時 停止 か 徐行を して、 これらの 人が' 安全に 通れる ようにし なければ な 
りません。 高齢者は、 加齢に 伴う 身体の 機能の 変化に より、 個人差が' ある ものの、 一般的に 歩 
行が 遅く なったり、 危険を 回避す るた めに とっさの 行動を とる ことが 困難と なったり、 危険の 
発見 や 回避が 遅れが' ちに なったり、 歩行が 不安定に なったり する ので、 特に 注意し ましよう。 ま 
た、 高齢の 歩行者の 事故は、 高齢者が' 車の 直前 または 直後を 横断して いると きに 多く 起 
こって いますので、 注意し ましよう。 

3-6 歩行者 用 道路を 通行 するとき 

(1 )  歩行者 用 道路では、 沿道に 車庫を 持つ 車な どで 特に 通行を 認められた 車 だけが 通行で き 
ます。 この場合は、 特に 歩行者に 注意して 徐行し なければ なりません。 

(2)  道路に 面した 場所に 出入りす るた め 歩道 や路側 帯を 横切る 場合には、 その 直前で— 時 停 


盲導犬を 連れた 人な どが 安全に 通れる よ 
5 に 運転し ましよ 
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止を するとと もに、 歩行者の 通行を 妨げない ようにし なければ なりません。 

3 - 7 自転車の 保護 

(1)  自転車は 車両の一 種で あり、 原則として 車道を 通行す る ことと されて います。 自転車は、 
不安定で あり、 運転者の 身体を 防護す る 機能がない という 構造 上の 特性を 持って いるの 
で、 車道を 通行す る 自転車の 安全に 十分 配慮し ましょう。 

(2)  追 越しな どのた め 自転車の そばを 通る ときは、 自転車の ふらつ きな どを 予想し、 自転車と 
の 間に 安全な 間隔を 空ける か、 徐行し なければ なりません。 

(3)  道路に 面した 場所に 出入りす るた め 歩道 や 路側帯 や 自転車 道を 横切る 場合には、 その 直 
前で 一時停止 をし、 自転車が いない かを 確かめる ようにし ましょう。 

(4)  交差点を 通行 するとき は、 交差す る 道路 や 交差点 内を 通行す る 自転車との 衝突 や、 左側 
を 通行して いる 自転車の 巻き込み などに 十分 注意 するとと もに、 自転車の 運転者が' 自動 
車の 存在を 認識して いるか どうか 確認し なが' ら 通行す るよう にしましょう。 

3-8 初心 運転者な どの 保護 

⑴ 危険を さける ためやむ を 得ない 場合の ほか、 次の 車の 側 方に 幅寄せを したり、 前方に 無 
理に 割り込んで はいけ ません。 

•普通 免許を 受けて 1 年を 経過して いない 初心 運転者が' 運転して いる 初心者 マークを つ 
けた 普通 自動車。 

穆 70 歳 以上の 局 齢 者が 運転して いる 局 齢 者 マ ー クを つけた 普通 自動車。 

•聴覚 障害の ある 運転者が' 運転して いる 聴覚 障害者 マークを つけた 準 中型 自動車 また 
は 普通 自動車。 

_ 身体の 不自由な 運転者が' 運転して いる 身体障害者 マークを つけた 普通 自動車。 

❿ 仮免許で 練習 中の 者が' 運転して いる 自動車。 

(2) 聴覚 障害者 マークを つけた 準 中型 自動車 または 普通 自動車の 運転者は 警音 器の 音が、 聞 
こえない ことがあ るので、 安全に 通行で きる ように 配慮し ましょう。 

3-9 暴走 行為の 禁止 

車を 運転して 集団で 走行す る 場合は、 ジグザグ 運転 や 巻き込み 運転な ど、 ほかの 車に 危険を 
生じさせた リ '迷惑を およぼ4 す ことと なる ような 行為を しては いけません。 

3-10 騒音 運転な どの 禁止 

著しく 他人に 迷惑を およぼす 騒音を 生じさせる ような 急 発進、 急 
加速 や 空ぶ かしを しては いけません。 


最高 速度 


. .  ハ..- - 
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4 安全な 速度と 車間距離 

4-1 安全な 速度 

⑴ 自動車を 運転す る 場合は、 標識 や 標示に よって 示されて いる 最 
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高速度を 超えて 運転して はいけ ません。 標識 や 標示で 指定され ていない ときは、 時速60 km 
を 超えて 運転して はいけ ません (高速 自動車 国道に ついては、 第5 章の2-2 を 参照。）。 

⑵ 原動機 付 自転車を 運転す る 場合は、 時速 30km を 超えて 運転して はいけ ません。 標識 や 
標示に よって 時速 30km 以下の 最高 速度が '示されて いると きは、 その 最高 速度を 超えて 
運転して はいけ ません。 

(3) 決められた 速度の 範囲 内であって も、 道路 や 交通の 状況、 天候 や 視界な どを よく 考えて、 
安全な 速度で 走り ましょう。 

4 - 2 停止 距離と 車間距離 

(1 )  車は、 急には 止まれません。 停止す るまでに は、 運転者が' 危険を 感じてから ブレーキを 踏 
み、 ブレーキが' 実際にき き 始める までの 間に 車が 走る 距離 (空 走 距離) と、 ブレーキ がきき 
始めてから 車が 停止す るまでの 距離 (制動 距離) とを 合わせた 距離 (停止 距離) を 必要と し 
ます。 この 停止 距離を 考えて、 危険が' 発生した 場合で も、 安全に 停止で きる ような 速度で 
運転し ましょ 5。 

(2)  運転者が' 疲れて いると きは、 危険 
を 認知して 判断す るまでに 時間が 
かかる ので、 空 走 距離は 長くな リま 
す。 また、 雨に ぬれた 道路を 走る 場 
合 や 重い 荷物を 積んで いる 場合な 
どは 制動 距離が' 長くな ります。 

(3)  路面が 雨に ぬれ、 タイヤが すり 減っ 
ている 場合の 停止 距離は、 乾燥し 
た 路面で タイヤの 状態が 良い 場合 
に比べて 2 倍 程度に 延びる ことがあります。 

(4)  天候、 路面 や タイヤの 状態、 荷物の 重さな どを 考えに 入れ、 前の 車が 急に 止ま っても、 これ 
に 追突し ないような 安全な 車間距離を とらなければ なりません。 特に、 大型 自動車、 中型 自 
動 車 および 準 中型 自動車は、 普通 自動車に 比べ、 運転席の 位置が 高く、 見下ろす 形に なり、 
車間距離が、 実際より 長く 感じられる ため、 車間距離が 短くな リ やすいので 注意し ましょう。 

4-3 ブレーキ のかけ 方 

ブレーキは、 次の 注意に 従って 上手に かけ ましょう。 

⑴ 最初は できるだけ 軽く 踏み込みましょう。 それから 必要な 強さまで 徐 々に 踏み込んで いき 
ます。 

⑵ ブレーキは 数回に 分けて 使いましょう。 この 方法は、 道路が' す ベリ やすい 状態のと きには、 
とりわけ 効果的です。 まだ、 数回に 分けて 使えば、 ブレーキ 灯が' 点滅し' 後車への 合図と 
なって 追突 事故 防止に 役立ちます。 

(3) 危険を さける ために やむ を 得ない 場合の ほかは、 急 ブレーキを かけて はいけ ません。 な 
お、 アンチ □ッ クプレー キ システム (走行 中の 自動車の 制御に 著しい 支障を およぼす 車輪 
の 回転運動の 停止を 有効に 防止で きる 装置を いいます。） を 備えた 自動車で 急 ブレーキ 
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左折 するとき。 


同一 方向に 進行しながら 
進路を 左方に 変える とき。 


左折し ようとす る 地点 (交差 
点で 左折す る 場合は、 その 
交差点) から 30m 手前の 地 
点に 達した とき。 


進路を 変えようと するとき 
の 約 3 秒 前。 


左側の 方向 指示 器を 操 


右側の 外に 出して ひじ 
を 垂直に 上に 曲げる か、 
左腕を 車の 左側の 外に 
出して 水平に 伸ばす。 


右折 か 転回を するとき。 

右折 か 転回を しようと する 
地点 (交差点で 右折す る 場 
合は、 その 交差点) から 30m 
手前の 地点に 達した とき。 

右側の 方向 指示 器を 操 
作す るか、 右腕を 車の 右  『 

側の 外に 出して 水平に  aL - 

伸ばす か、 左腕を 車の 左  [§  1 ~ | 

j 同一 方向に 進行しながら 
進路を 右方に 変える とき。 

進路を 変えようと するとき 
の 約 3 秒 前。 

側の 外に 出 し rr>i') を  ) 

垂直に 上に 曲げる。  _  _ 

徐行 か 停止を するとき。 

徐行 か 停止を しようと する 
とぎ。 

ブレ-キ: 0 わける か、 / 

腕を 車の 外に 出して 斜 
め 下に 伸ばす。  p  一 □ 

後退 するとき。 

後退し ようと するとき。 

後退 灯を つける か、 腕を  广 一一 

車の 外に 出して 斜め 下 \ 
に 伸ばし、 手のひらを 後& 

ろに 向けて その 腕を 前 ^ 

後に 動、 す。.  、々レて》 
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を かける 場合には、 システムを 作動させる ために、 一気に 強く 踏み込み、 そのまま 踏み込 
み 続ける ことが '必要です。 

⑷ むやみに ブレーキを 使わず、 なるべく アクセルの 操作で 徐 々に 速度を 落としてから 止まる 
よつ にし ましよ つ。 


4 一 4 徐行 

次の 場所を 通行 するとき は、 徐行し なければ なりません。 徐行とは、 車が すぐ 停止で きる よう 
な 速度で 進む ことを いいます。 

(1 )  「徐行」 の 標識が' あると ころ。 

(2)  左右の 見通しが きかない 交差点 (信号機な どに よる 交通整理が' 行われ 
ている 場合 や 優先 道路を 通行して いる 場合を除きます。）。 

(3)  道路の 曲がり角 付近。 

(4)  上り坂の 頂上 付近 や こ 5 配の 急な 下り坂。 


徐行 


5 進路 変更な ど 

5-1 安全の 確認と 合図 

(1 ) 進路 変更、 転回 (U ターン)、 後退 (バック) などを しようと するとき (環状 交差点で これらの 
行為を しようと するとき を 除きます。） は、 あらかじめ バック ミラー などで 安全を 確かめて 
から 合図を しなければ なりません。 合図の 仕方は 次の 表のと おりです。 


合図を 行う 場合 


合図を 行う 場所 


合図の 方法 
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環状 交差点に おいて 徐 
行か 停止 するとき。 


徐行 か 停止を しようと する 
と 色 


ブレーキ 灯を つける か、 
腕を 車の 外に 出して 斜 
め 下に 伸ばす。 


環状 交差点に おいて 後 
退 するとき。 


後退し ようと するとき。 


後退 灯を つける か、 腕 
を 車の 外に 出して 斜め 
下に 伸ばし、 手のひら 
を 後ろに 向けて その 腕 
を 前後に 動かす。 


(3)  これらの 行為を 終わった ときは、 速やかに 合図を やめなければ なりません。 また、 必要が 
ない のに 合図を しては いけません。 

(4)  夕日の 反射な どに よって 方向 指示 器が 見えに くい 場合には、 方向 指示 器の 操作と あわせ 
て、 手に よる 合図を 行うよう にし ましよう。 

(5)  警音 器は 「警笛 鳴らせ」 の 標識が' ある 場所を 通る とき や、 

「警笛 区間」 の 標識が ある 区間 内で 見通しの きかない 交差 
点、 曲が' り 角、 上り坂の 頂上を 通る ときには、 鳴らさな けれ 
ばな りません。 また、 危険を さける ためやむ を 得ない 場合 
は、 鳴らす ことができ ますが、 これらの 場合 以外は 鳴らし 
てはいけ ません。 


警笛 鳴らせ  警笛 区間 


5-2 進路 変更 

(1)  みだりに 進路を 変更して はいけ ませ 
ん。 また、 進路を 変更す ると、 後から 来 
る 車が' 急 ブレーキ や 急 ハンドル でさ 
けなければ ならない ような 場合には、 
進路を 変えて はいけ ません。 やむ を 
得ず 進路を 変更 するとき は、 バック ミ 
ラー や 目視で 安全を 確認して から 変 
更 しまし よ 5。 

(2)  車両 通行 帯が 黄の 線で 区画され てい 
る 場合は、 この 黄の 線を 越えて 進路を 


進路 変更 禁止 


通行して いる 車両 通行 帯 側 
が' 黄の 線で 区画され ている 
場合、 進路 変更 禁止 


ふ: ふ; G み。.: ふご V 

レ^ 


(2) 環状 交差点を 出ようと するとき や 環状 交差点で 後退な どを しようと するとき は、 あら かじ 
め バック ミラー などで 安全を 確かめてから 合図を しなければ なりません。 合図の 仕方は 
次の 表のと おりです。 


合図を 行う 場合 


環状 交差点を 出る とき。 


合図を 行う 場所 


出ようと する 地点の 直前の 
出 □の 側 方を 通過した とき 
(環状 交差点に 入った 直後 
の 出 □を 出る 場合は、 その 
環状 交差点に 入った とき)。 


合図の 方法 


左側の 方向 指示 器を 操 
作す るか、 右腕を 車の 
右側の 外に 出して 肘を 
垂直に 上に 曲げる か、 
左腕を 車の 左側の 外に 
出して 水平に 伸ばす。 
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変更して はいけ ません。 また、 白の 線で 区画され ている 場合で も、 自分が '通行して いる 車 
両 通行 帯の 側に 平行して 黄の 線が' 引かれて いると きは 同じです。 

5-3 横断な ど 

(1 )  歩行者の 通行 や ほかの 車な どの 正常な 通行を 妨げ  車両 横断 禁止  転回 禁止 

る おそれが' あるときは、 横断 や 転回 (リターン) や 後 
退 (バック) をしたり、 道路に 面した 場所に 出入 リ する 
ために 右左 折 や 横断を したりして はいけ ません。 

(2)  標識 や 標示に よって 横断 や 転回が '禁止され ている と 
ころでは、 横断 や 転回を しては いけません。 

⑶ 道路 外に 出る ため、 左折し ようと するとき は 道路の 
左端に、 右折し ようと するとき は 道路の 中央 (一方 通 
行の 道路では、 右端) に、 あらかじめ できるだけ 寄っ 
て 徐行し なければ なりません。 

(4) 前の 車が' 道路 外に 出る ため 道路の 左端 や 中央 や 右 

端に 寄ろうと して 合図を している 場合は、 その 進路の 変更を 妨げて はいけ ません。 しか 
し、 急 ブレーキ や 急 ハンドルで さけなければ ならない ような 場合は 別です。 


6 追 越しな ど 

6-1 追 越しの 禁止 

⑴追 越しとは、 車が' 進路を 変えて、 進行 中の 前の 車の 前方に 出る ことを いいます。 追 越しは、 
進路を 変え、 加速した うえで 再び 進路を 戻す という 複雑な 運転 操作を 必要と します。 

⑵ 次の 場合は 危険です から 追 越しを しては いけません。 

籲 前の 車が' 自動車を 追い越そうと している とき (二重 追 越し)。 

•前の 車が 右折な どのた め 右側に 進路を 変えようと している とき。 

# 道路の 右側 部分に 入つ て 追 越しを しようと する 場合に、 反対 方向からの 車 や 路面電車 
の 進行を 妨げる ような とき や 前の 車の 進行を 妨げなければ 道路の 左側 部分に 戻る こ 
とがで きないよ うなと き。 

_ 後ろの 車が' 自分の 車を 追い越そうと している とき。 

(3) 次の 場所で' は、 自動車 や 原動機 付 自転車を 追い越す ため、 進路を 変えたり、 その 横を 通り 
過ぎたり しては いけません。 

❼ 標識に より 追 越しが' 禁止され ている 場所。 

•道路の 曲が' り 角 付近。 

•上り坂の 頂上 付近 やこう 配の 急な 下り坂。 

•トンネル (車両 通行 帯が ある 場合を除きます。）。 

⑩ 交差点と その 手前から 30m 以内の 場所 (優先 道 
路を 通行して いる 場合を除きます。）。 


追 越し 禁止 


追 越しの ための 
右側 部分 はみ出 
し 通行 禁止 


•踏切、 横断歩道、 自転車 横断 帯と その 手前から 
30m 以内の 場所。 

(4) 標識 や 標示で 示されて いると きは、 追 越しの ため 
に 道路の 右側 部分に はみ出して 通行して はいけ ま 
せん。 

6-2 追 越しの 方法 

(1)  ほかの 車を 追い越す ときは、 その 右側を 通行し なけ 
れ ばな りません。 しかし、 ほかの 車が 右折す るた め、 
道路の 中央 (一方通行の 道路では、 右端) に 寄っ て 
通行して いると き や、 路面電車を 追い越そう とする 
ときは、 その 左側を 通行し なければ なりません。 

(2)  追 越し 中は、 追い越す 車との 間に、 安全な 間隔を 保 
つよう にしなければ なりません。 

(3)  車両 通行 帯の ある 道路で、 最も 右側の 車両 通行 帯 
を 通行して 追 越しを する 場合は、 追 越しが 終わっ た 
ときは、 速やかに それ 以外の 車両 通行 帯に 戻らな 
ければ なりません。 最も 右側の 車両 通行 帯を 通行 
し 続ける と、 速度 超過に なったり、 車間距離が 短く 
なったり して 危険です。 また、 ほかの 車の 追 越しを 
妨害し、 交通の 流れを 阻害す るな ど、 迷惑に もな り 
ます。 

⑷ 追い越される ときは、 追 越しが 終わる まで 速度を あ 
げ てはいけ ません。 また、 追 越しに 十分な 余地の な 
し 鳩合は、 できるだけ 左に 寄り 進路を ゆずらな けれ 
ばな りません。 


追 越しの ための 右側 部分 はみ出し 通行 
禁止の 標識が あるとき 

追 越しの ための 右側 部分 
はみ出し 通行 禁止 


② 


①、 ②は A および B の 部分を 通行す る 車 
両 に対して 追 越しの ため 右側 部分には 
み 出 して 通行す る ことを 禁止す る 場合 


③は B の 部分を 通 
行す る 車両に 対 
して 追 越しの た 
め 右側 部分には 
み 出して 通行す る 
ことを 禁止す る 
場合 


6-3 追 越しの 運転手 順 

追 越しは、 次の 順序で しまし よう。 

(1)  追 越し 禁止の 場所で ない ことを 確かめる。 

(2)  前方の 安全を 確かめる とともに、 バック ミラ— などで 右側 や 右 斜め 後方の 安全を 確か 
める。 道路の 右側 部分に はみ出した 追 越しを する 場合には 反対 方向の 安全を 必ず 確 
かめる。 

(3)  右側の 方向 指示 器を 出す。 

⑷ 約 3 秒 後、 最高 速度の 制限 内で 加速しながら 進路を ゆるやかに 右に とり、 前の 車の 右側を 
安全な 間隔を 保ちながら 通過す る。 

(5)  左側の 方向 指示 器を 出す。 

(6)  追い越した 車が、 ルーム ミラー で 見える くらいの 距離まで そのまま 進み、 進路を ゆるやか 
に 左に とる。 
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(7) 合図を やめる。 


6-4  創; 入み な パ 

前 
そ 
せ 

U： 

せ 


6_ 

(1 

(2 


7 

7- 

(1： 
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⑶ 


の 車が' 交差点 や 踏切な どで 停止 や 徐行して いると きは、 
の 前に 割リ 込んだり、 その 前を 横切った りして はいけ ま 
ん。 また、 そのほかの 場合で も、 ほかの 車の 前方に 急に 割 
込んだり、 並進して いる 車に 幅寄せを したりし てはいけ ま 
huo 


パック ミラーで 確認す る 


-5 行き違い 

) 対向車と 行き 違う ときは、 安全な 間隔を 保つ ようにし ま 
しよ 5。 

) 進路の 前方に 障害物が' あるときは、 あらかじめ 一時 停 
止 か 減速を して、 反対 方向からの 車に 道を ゆず リま 
しよ 5。 


制限速度 内で 加速す る 


▼ 


c» 


ルーム ミラー で 確認す る 


交差点の 通り 方 

-1 交差点を 通行 するとき の 注意 

) 交差点と その 付近は、 最も 事故が' 多い 場所です。 交差点 
(環状 交差点を 除きます。） に 入ろうと す ると き や、 交差 
点 内 (環状 交差点 内を 除きます。） を 通行す ると きは、 右 
折 車、 歩行者な どに 気を 配りながら、 交差点の 状況に 応 
じて できる 限り 安全な 速度と 方法で 進行し なければ なり 
ません。 特に 右折し ようと するとき は、 対向車線を 直進 
する 二輪車が' 見えに くくなる ことがある ので、 十分 注意 
し しょ" 〇  〇 

' 環状 交差点に 入ろうと するとき や、 環状 交差点 内を 通 
行 するとき は、 環状 交差点 内を 通行す る 車、 環状 交差 
点に 入ろうと する 車、 歩行者な どに 気を 配りながら、 環 
状 交差点の 状況に 応じてで きる 限り 安全な 速度と 方法 
で 進行し なければ なりません。 

車が' 右左 折 するとき は、 内輪 差 (曲が' ると き 後輪が' 前輪 
より 内側を 通る ことによ る 前後 輪の 軌跡の 差を いい ま 
す。） が' 生じます。 

特に 大型車は 内輪 差が' 大きく、 左 後方が' 見えに くいので 左側を 通行して いる 歩行者 ゃ自 
転 車な どを 巻き込ま ないよう 注意し ましょう。 


右左 折 時は 内輪 差に 注意し ましょう。 


爾 

L 左側 方向 指示 器を 出す 
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7-2 交差点 (環状 交差点を 除きます。） の 
通行 方法 

⑴ 左折し ようと するとき は、 あらかじめ できるだけ 道路 
の 左端に 寄り、 交差点の 側 端に 沿って 徐行しながら 通 
行し なければ なりません。 

⑵ 右折し ようと するとき は、 あらかじめで きる だけ 道路 
の 中央に 寄り、 交差点の 中心の すぐ 内側を 徐行し なが 
ら 通行し なければ なりません。 ただし、 原動機 付 自転 
車が 二 段階の 右折 方法に より 右折し ようと するとき は 
別です。 

(3)  一方通行の 道路から 右折 するとき は、 道路の 右端に 寄 
り、 交差点の 中心の 内側を 徐行しながら 通行し なけれ 
ばな りません。 ただし、 原動機 付 自転車が' 二 段階の 右 
折 方法に より 右折し ようと するとき は 別です (第 6 章の 
3-3 ⑵参照 )。 

(4)  右左 折の 場合、 矢印な どの 標示で 通行 方法を 指定 さ 
れ ている ときは、 それに 従わねば なりません。 

(5)  右折し ようとす る 場合に、 その 交差点で 直進 か 左折 
をす る 車 や 路面電車が' あるときは、 自分の 車が 先に 
交差点に 入って いても、 その 進行を 妨げて はいけ ま 
せん。 

(6)  車両 通行 帯の ある 道路で、 標識 や標 爪に よって 父 差 
点で 進行す る 方向 ごとに 通行 区分が 指定され ている 
ときは、 緊急 自動車が 近づいて きた 場合 や 道路工事 
などで やむ を 得ない 場合の ほかは、 指定され た 区分 
に 従って 通行し なければ なりません。 ただし、 右折に 
つき 二 段階の 右折 方法に よらなければ ならない 交 
差 点に おいて 右左 折し ようとす る 原動機 付 自転車 
は、 道路の 左端に 寄って 通行し なければ なりません。 

(7)  標識に よって 直進 や 左折な ど 進行 方向が 指定され て 
いる 交差点では、 その 指定され た 方向に しか 進行して 
はいけ ません。 

(8)  前の 車が'、 右左 折す る ためや 標識 や 標示に よリ 指定 さ 
れた 車両 通行 帯を 通行す るた めな どで 進路を 変えよ 
うとして 合図を したと きは、 その 車の 進路の 変更を 妨 
げ てはいけ ません。 しかし、 急 ブレーキ や 急 ハンドル 
でさけ なければ ならない ような 場合は 別です。 

(9)  前方の 交通が 混雑して いるた め 交差点 内で 止まつ て 
しまい 交差 方向の 車の 通行を 妨げる おそれが あると 


/ 

標識 や 標示に よって 通行 区分が 指定され 
ている ときは、 指定され た 区分に 従つ て 
通ネ亍 しまし よろ。 

右左 折の 方法 


進行 方向 別 通行 区分 
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きは、 信号が 青で も 交差点に 入つ てはいけ ません。 また、 警察署 や 消防署の 前な どで 「停 
止 禁止 部分」 の 標示の ある 場所 や 横断歩道 や 踏切で 動きが' とれなくなる おそれが 、あると 
きも 同じです。 


停止 禁止 部分 


前方の 交通が 混雑して いるた め 交差点 内で 止まって し 警察署 や 消防署の 前な どで 停止 禁止 部分の 標示が、 ある 場 
まう 場合'  信号が' 青で も 交差点に 入つ てはいけ ません。 所で 止まって しまう 場合、 その 部分に 入って はいけ ません。 


7 — 3 交通整理の 行われて いない 交差点 (環状 交差点を 除きます。） の 
通行 方法 

(1)  交差す る 道路が' 優先 道路で あるとき やその 幅が' 広い ときは、 徐行 するとと もに、 交差す る 
道路を 通行す る 車 や 路面電車の 進行を 妨げて はいけ ません。 

(2)  道 幅が' 同じような 道路の 交差点では、 路面電車 や 左方から くる 車が' あるときは、 その 路面 
電車 や 車の 進行を 妨げて はいけ ません。 

(3)  「一時停止」 の 標識が' あるときは、 停止線の 直前 (停止線がない 
ときは、 交差点の 直前) で 一時停止を するとと もに、 交差す る 道 
路を 通行す る 車 や 路面電車の 進行を 妨げて はいけ ません。 ま 
た、 進行 方向に 赤の 点滅 信号が' あるとき も 同じです。 

(4)  進行 方向に 黄の 点滅 信号が' あるときは、 ほかの 交通に 注意して 
進行す る ことが' できます。 


一時停止 

曹 
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7 - 4 環状 交差点の 通行 方法 

(1 )  左折'  右折、 直進、 転回し ようと するとき は、 あらかじめ できる だ 
け 道路の 左端に 寄り、 環状 交差点の 側 端に 沿って 徐行しながら 
通行し なければ なりません。 

(2)  左折、 右折、 直進、 転回の 場合、 矢印な どの 標示で 通行 方法を 指 
定 されて いると きは、 それに 従わなければ なりません。 

⑶ 環状 交差点に 入ろうと するとき は、 徐行 するとと もに、 環状 交差 
点 内を 通行す る 車 や 路面電車の 進行を 妨げて はいけ ません。 
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8 駐車と 停車 

8-1 駐車と 停車の 意味 

駐車とは、 車が 継続的に 停止す る こと や 運転者が 車から 離れて いてす ぐ 
に 運転で きない 状態で 停止す る ことを いいます。 人の 乗り降り や、 5 分 
以内の 荷物の 積 卸しの ための 停止の 場合は 駐車に なりません。 

停車とは、 駐車に あたらない 短時間の 車の 停止を いいます。 

8 - 2 駐車、 停車の 禁止 

(1) 違法な 駐 停車は 付近の 交通を 混雑させる とともに、 道路の 見通しを 悪 
くす るた め、 飛び出し 事故な どの 原因と なります。 また、 ノ ヽ° ト カー、 消防 
車な ど 緊急 自動車の 通行を 妨げる おそれ もあります。 駐 停車し ようと 
する 場合には 必ず 駐 停車で きる 場所で ある ことを 確認し ましよう。 

⑵ 次の 場所では、 駐車 や 停車 もして はいけ ません。 ただし、 赤信号 や危 
険 防止の ために 一時停止 する 場合な どは 別です。 

• 「駐 停車 禁止」 の 標識 や 標示の ある 場所 
籲 軌道 敷 内 

籲 坂の 頂上 付近 やこう 配の 急な坂 
•トン ネル 

_ 交差点と その 端から 5m 以内の 場所 
•道路の 曲が' リ 角から 5m 以内の 場所 
_ 横断歩道、 自転車 横断 帯と その 端から 前後に 5m 以内の 場所 
•踏切と その 端から 前後 1 0m 以内の 場所 
❿ 安全地帯の 左側と その 前後 1 0m 以内の 場所 
•バス、 路面電車の 停留所の 標示 板 (標示 柱) から 1 0m 以内の 場所 
(運行 時間 中に 限ります。） 

⑶ 次の 場所では、 駐車して はいけ ません。 しかし、 警察署 長の 許可を 受 
けたと きは 別です。 

❿ 標識 や 標示に よって 駐車が 禁止され ている 場所 
•火災報知機から 1 m 以内の 場所 

•駐車場、 車庫な どの 自動車 用の 出入 □から 3m 以内の 場所 
•道路工事の 区域の 端から 5m 以内の 場所 
⑩ 消防 用 機械 器具の 置 場、 消防 用 防火 水そう、 これらの 道路に 接す 
る 出入 □から 5m 以内の 場所 

•消火栓、 指定 消防 水利の 標識が' 設けられ ている 位置 や 消防 用 防 
火水そう の 取り入れ □から 5m 以内の 場所 
⑷ 駐車した 場合、 車の 右側の 道路 上に 3.5m 以上の 余地が なくなる 場 
所では 駐車して はいけ ません。 また、 標識に より 余地が' 指定され て 
いると きには、 その 余地が' とれない 場所では 駐車して はいけ ませ 


駐 停車 禁止 


駐車禁止 


消防 水利 
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駐 停車 禁止  歩行者 用 

路側帯  路側帯 


路 車 
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車 

道 


平行 駐車 


直角 駐車 


斜め 駐車 


H 画 關 


平行 駐車 


直角 駐車 


斜め 駐車 


8 - 4 時間 制限 駐車 区間での 駐車 

都市部に おいては、 多くの場合、 駐車が 禁止され ています から、 ノ ヽ 。ー キング. メーター や パーキン 
グ\ チ ケツト 発給 設備の ある 場所で 手数料を 支払って 駐車す る 場合の ほかは、 道路 上での 駐車は 
原則としてで きません。 パー キング. メーター などが ある 場所で 駐車 するとき は、 次のように しな 


第 2 部 交通の 方法に 関する 教則 

ん。 しかし、 荷物の 積 卸しで 運転者が' す ぐ 運転で きる とき や 傷病 者の 救護の ためやむ を 得 
ない ときは、 駐車で きます。 

⑸駐 停車 や 駐車が' 禁止され ている 場所で あっても 標識に より 特に 認められ ている 場合は 駐 
車 や 停車が できます。 

8 - 3 駐車、 停車の 方法 

駐車 や 停車は、 次の 方法で しなければ なりません。 

⑴ 歩道 や路側 帯の ない 道路では、 道路の 左端に 沿う こと。 

⑵ 歩道 や路側 帯の ある一 般 道路では、 車道の 左端に 沿う こと。 

⑶路側 帯の 幅が 広い 場合には、 路側 帯に 入れます が'、 このと きは 0.75m 以上の 余地を 空け 
て おかなければ なりません。 ただし、 路側 帯の 幅が' 広い 場合で も、 白の 実線と 破線の 標示 
や、 白の 2 本線の 標示の あると ころでは、 路側 帯に 入れません。 

⑷ 高速道路では 歩行者の 通行が' 禁止され ている ので、 路側 帯に 入って、 道路の 左端に 沿う 
こと。 

⑸纖 に1 Fff して 駐 停車して いる 車 泣 んで駐 停車し ない こと 。 

⑹ 標識 や 標示に より 駐 停車の 方法が' 指定され ている ときは その 方法に 従う こと。 
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ければ なりません。 

(1) パーキング •メーターが ある 時間 制限 駐車 区間で 駐車す ると 
きは、 パーキング •メーター を ただちに 作動させる こと。 

⑵ パーキング. チケット 発給 設備が ある 時間 制限 駐車 区間で 駐 
車 するとき は、 パーキング •チケット 発給 設備から パーキング 
.チケットの 発給を ただちに 受け、 駐車して いる 間、 これを 車 
の 前面の 見やす い 場所 (フロン ト ガラスの ある 車では、 その内 
働 に 前方から 見やす いように 掲示す る こと。 

⑶ 時間 制限 駐車 区間では、 パー キング •メータ— が 車を 感知し 
たと き、 または ノ ヽ°— キング • チケッ トの 発給を 受けた ときから、 
標識に よって 表示され ている 時間を 超えて 駐車し ない こと。 

8-5 高齢 運転者 等 専用 場所 等での 駐車、 停車 

(1)  駐 停車 や 駐車が 禁止され ている 場所で あっても、 標識に より 
標章 車に かぎり 駐車 や 停車が '認められ ている 場所 (高齢 運転 
者 等 専用 場所) では、 専用 場所 駐車 標章に 登録 (車両) 番号が 
記載され ている 普通 自動車の みが 駐車 や 停車が' できます。 

(2)  標識に より 標章 車に かぎり 駐車が' 認められ ている 時間 制限 駐 
車 区間 (高齢 運転者 等 専用 時間 制限 駐車 区間) では、 専用 場 
所 駐車 標章に 登録 (車両) 番号が 記載され ている 普通 自動車 
のみが 駐車で きます。 

(3)  専用 場所 駐車 標章は、 普通 自動車を 運転す る ことができる 免 
許を 受けた 者で 次に あたる 者に かぎ' り、 公安委員会に 申請し 
て、 交付を 受ける ことができます。 

•70 歳 以上の 高齢 運転者 

# 両耳の 聴力が' 補聴器を 用いても 1 0  メー  ト ルの 距離で 90 
デシベルの 警音 器の 音が' 聞こえない 程度の 聴覚 障害の あ 
る ことを 理由に 免許に 条件を 付され ている 運転者 
•肢体 不自由で ある ことを 理由に 免許に 条件を 付され てい 
る 運転者 

•妊娠 中 または 出産 後 8 週間 以内の 運転者 

(4)  高齢 運転者 等 専用 場所 または 高齢 運転者 等 専用 時間 制限 駐 
車 区間で 駐車 や 停車を するとき は、 駐車 や 停車を している 
間、 専用 場所 駐車 標章を 普通 自動車の 前面の 見やす い 場所 
(フロン ト ガラスの ある 普通 自動車では、 その内 側） に 掲示し 


パーキング •チ ケツト 


パーキング •チケット 
発給 年 •畤朗 

25.  03.  31  u:37 

終了 呤刻 

12:37 


000 公安委員会 

パーキング •チ ヶ-/ 卜 科 
25.03. 31  11:37 

2000385 


►  300R 
> 公 安在!^ 


I 会 


時間 制限 
駐車 区間 


高齢 運転者 等 高齢 運転者 等 
標章 自動車 標章 自動車 
駐車 可  停車 可 


専用 場所 駐車 標章 


専用 場所 駐車 標章 

1234 

000 公安 金 ft 会 

この ■  I；  さ ft  fc 攀灌 眞 方 か 6 羹爷 f いよう に 颺攀 して <  c  # い. 


高齢 運転者 等 
専用 時間 制限 
駐車 区間 


標章 車 専用 


なければ なりません。 

(5) 高齢 運転者 等 専用 場所 または 高齢 運転者 等 専用 時間 制限 駐車 区間では、 公安委員会 か 
ら 専用 場所 駐車 標章の 交付を 受けて いない 者は、 駐車 や 停車を しては いけません。 


障害者 等 用 駐車 スペースに 

一般の 自動車が 駐車す るのは やめましょう。 


国際 シンボルマーク 

障害の ある 人が' 利用で' きる 建築物、 施設で ある こと 
を 表示す る 世界 共通の マークです。 


8 — 6 車の 移動な ど 

⑴ 違法に 駐車して いる 車の 運転者 やその 車の 管理に ついて 責任が ある 者は、 現場で 警察官 
や 交通 巡視 員から その 車を 移動す るよう に 命じられた ときは、 ただちに その 車を 移動し な 
ければ なりません。 

⑵ 違法に 駐車して いる 車に ついては、 現場に 運転者 やその 車の 管理に ついて 責任が ある 者 
がいない ために、 警察官 や 交通 巡視 員が その 車を 移動すべき ことを 命令す る ことができ 
ない ときは、 レッカー 車に より 移動され る ことがあります。 

(3) 車の 移動、 保管な どに 要した 費用は、 車の 運転者、 使用者、 所有者な どの 負担と なります。 

⑷ 車輪 止め 装置 取 付け 区間に おいて 違法に 駐車して いる 車に 対しては、 車輪 止め 装置と 
車輪 止め 標章が' 取りつ けられる ことが' あります。 車輪 止め  車輪 止め 標章 （ステッカー） 

装置は、 警察署 長が' 車輪 止め 装置を 取りつ けた 車の 所有  - - 

者、 使用者 または 関係者から 車を 移動し ようとす る 旨の 申 
告を 受けた ときに 取り除き、 また、 車輪 止め 標章は、 警察署 
長が 車輪 止め 装置を 取り除く ときに 取り除きます ので、 車 
輪 止め 装置を 壊したり 、取り除いたり、 車輪 止め 標章を 破っ 
たり、 汚したり 、取り除いたり しては いけません。 


こ— 車輪 止め 雜™ 

.  l  ：  '  I  .パ, ぺ  :.  i 

: 取  Vb  ..  WWi  や  i» る こ々 か' T  Vl  f 
な*，.  *  MM  L  •-  ^  «  J 

蒙，* 

\  4 


8 - 7 放置 車両 確認 標章 

(1)  違法に 駐車して いる 車に 対しては、 放置 車両 確認 標章が 取 
りつ けられる ことがあ ります。 放置 車両 確認 標章を 取りつ 
けられた 車の 使用者は、 公安委員会から、 放置 違反 金の 納 
付を 命ぜられる ことがあります。 

(2)  放置 車両 確認 標章は、 破ったり、 汚したり 、取り除い たりして 
はいけ ません。 

(3)  放置 車両 確認 標章を 取りつ けられた 車の 使用者、 運転者 や 
その 車の 管理に ついて 責任が' ある 者は、 これを 取り除く こ 
とがで きます。 運転 するとき は、 交通事故 防止の ため、 放置 
車両 確認 標章を 取り除きましょう。 


放置 車両 確認 標章 (ステッカー) 
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8 - 8 自動車の 保管 場所 

(1) 自動車の 保有者は、 住所な ど 自動車の 使用の 本拠の 位置から 2km 以内の、 道路 以外の 場 
所に 保管 場所を 確保し なければ なりません。 

⑵ 道路を 車庫が' わりに 使用して はいけ ません。 道路 上に 駐車す る 場合、 同じ 場所に 弓 I き 続き 1 2 
時間 (夜間は 8 時間) 以上 駐車して はいけ ません (特定の 村の 区域 内の 道路を 除きます。)。 

保管 場所 法 違反は、 標識 等に より 駐車が 禁止され ている か 否かに かかわらず 成立し ます。 

8— 9 車から 離れる ときの 義務 

(1)  危険 防止の ための 措置 

車から 離れる ときは、 車が 暴走し ないように 次の 措置を とらなければ なりません。 
•エンジンを 止め、 ハンド ブレーキ (駐車 ブレーキ) を かける こと。 

•ギアは、 平地 や 下り坂では バック、 上り坂では 口一に 入れて おく こと。 才一ト マチック 車 
では、 チェンジ レバー を P に 入れて おく こと。 

•坂道では、 輪 止めを する こと。 

(2)  盗難 防止の ための 措置 

盗難 車が' 犯罪に 使用され る 例が 多く みられます。 そのような 犯罪を 防止す るた めに も、 車 
から 離れる ときは、 車を 盗まれな いように 次の 措置を とらなければ なりません。 

_ エンジンを 止め、 エンジンキーを 携帯す る こと。 

•窓を 確実に 閉め、 ドアを ロックす る こと。 

•ハンドルの 施錠 装置な ど 盗難 防止 装置が' あるときは、 それを 作動させる こと。 

籲 貴重品な どを 持ち出さない 場合は、 ト ランクに 入れて 施錠す る こと。 

9 オー ト マチック 車な どの 運転 

9- 1 オー ト マチック 車の 運転 

才—ト マチック 車は、 マニュアル 車と 運転の 方法が 異なる ところが あり、 それを 知らないと 思 
いが' けない 事故を 起こす ことがある ので 注意し ましょう。 

(1)  運転に あたっての 心構え 

オートマチック 車の 運転には、 クラッチ 操作が いらない ので、 

その 分 操作の 負担が 軽減され、 運転が' 楽になります が、 安易 
な 気持ちで 取り扱って はいけ ません。 オー ト マチック 車の 運 
転の 基本を 理解し、 正確に 操作す る ことが' 安全運転 のために 
必要です。 

(2)  エンジンの 始動 

❿ エンジンを 始動す る 前に、 ブレーキ ペダルを 踏んで その 
位置を 確認し、 アクセル ペダルの 位置を 目で 見て 確認し ましよう。 

•ハン ドブレー キ (駐車 ブレーキ) が' かかって おり、 チェンジ レバーが P の 位置に ある こと 


エンジン 始動 前に、 プレー キぺ 
ダル、 アクセル ペダル、 チェンジ 
レバ' 一を 確 I 忍し ましよう。 
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を 確認した うえで、 ブレーキ ペダルを 踏み、 エンジンを 始動し ましょう。 

(3)  発進 

ブレーキ ぺダノ レを しっかりと 踏んだ まま、 チェンジ レノ  [を 前進のと きは D に、 後退のと きは R に 
入れ、 その 位置が 間違っ ていない ことを 目で 見て 確認した うえで、 ノ ヽン ドブレー キ (駐車 ブ レー 
キ)  を 戻して、  ブレーキ ペダルを 徐 々に 放し、  アクセル ペダルを 静かに 踏んで 発進し ましょう  0 
ブレーキ ペダルを しっかり 踏んで チェンジ レバーを 操作 しないと、 急 発進したり、 突然 後退 
したりす る ことが' あります。 

なお、 エンジン 始動 直後 や エアコン 作動 時は、 エンジンの 回転 数が' 高くな り、 急 発進す る 
危険が あります ので、 ブレーキ ぺ夕 'ルを 特に しっかりと 踏みましょう。 

(4)  交差点な どで 停止した とき 

停止 中は、 必ず ブ レー キ ペダルを しっかり 踏んで おき、 念のため ハンド ブレーキ (駐車 ブ 
レーキ) も かけて おき ましょう。 停止時間が' 長くな りそうな ときは、 チェンジ レバーを N に 
入れて おき ましょう。 

ブレーキ ペダルを しっかり 踏んで おかないと、 アクセル ペダルを 踏まなくても 自動車が 
ゆっくり 動き 出し (クリープ 現象)、 追突な どの 思わぬ 事故を 起こす ことがあり ますので 注 
忌 ■しまし ょつ。 

⑸ 駐車 

駐車の 際には、 ブレーキ ペダルを 踏んだ まま ハン ドブレー キ (駐車 ブ レ— キ) を 確実に か 
けてから、 チェンジ レバー を P に 入れ ましょう。 自動車が' 完全に 停止 しないう ちに チェンジ 
レバー を P に 入れる のは やめましょう。 

9-2 先進 安全 自動車 (ASV) の 運転 

先進 安全 自動車 (ASV)  * は、 先進 技術を 利用 して 運転者の 安全運転を 支援す る システムが' 搭載 さ 
れた 自動車です が、 この システムは、 運転者が' 責任を 持って 安全運転を 行う ことを 前提と した 運 

転 支援 技術です ので、 その 限界 や 注意点を 正しく 理解し、 その 技術を 過信せ ずに 運転し ましょう。 

* 先進 安全 自動車 (ASV) とは、 先進 技術を 利用して 運転者の 安全運転を 支援す る システムを 搭載した 自動車で あり、 
衝突 被害 軽減 ブレーキ や ACC  (車間距離 制御システム） 等の 技術が すでに 実用化され ています。 （P.14 参照） 

第 4 章 危険な 場所な どでの 運転 ^ 

11  擧 碑^^^ 你。 運 

1 踏切 

1 - 1 一時停止と 安全 確認 

(1 ) 踏切では、 死亡 •重傷 事故の ような 大きな 事故が' 起こりが ちです。 踏切を 通過し ようとす 
ると きは、 その 直前 (停止線が' あるときは、 その 直前) で一 時 停止を し、 窓を 開けるな どし 
て 自分の 目と 耳で 右と 左の 安全を 確かめなければ なりません。 なお、 踏切に 信号機の あ 
る 場合は、 信号に 従って 通過す る ことが' できます。 
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(2) 安全を 確認す る 場合、 一方からの 列車が 通過しても、 その 直後に 反対の 方向からの 列車 
が' 近づいて くる ことがあり ますから 十分 注意し ましよう。 

⑶ 警報機が' 鳴って いると き や、 しゃ 断 機が '降りて いたり、 降り始めて いると きは、 踏切に 入っ 
てはいけ ません。 

⑷ 前の 車に 続いて 通過 するとき でも、一 時 停止を し、 安全を 確かめなければ なりません。 ま 
た、 踏切の 向こう側が' 混雑して いるた め、 そのまま 進む と 踏切 内で 動きが とれなくなる お 
それが あるときは、 入って はいけ ません。 

(5) 踏切 内では、 エンス トを 防止す るた め、 変速し ないで、 発進した ときの 低速 ギアの まま一 
気に 通過し ましょう。 また、 歩行者 や 対向車に 注意しながら、 落 輪し ないように やや 中央 寄 
•J を 通 U ましよ 5。 


1-2 踏切で 故障した とき 

踏切で 動か なくなった ときは、 次の 要領で 一刻も早く 列車の 運転 
士 などに 知らせる とともに、 車を 踏切の 外に 移動 させなければ な 
りません。 

⑴ 警報機の ある 踏切では、 警報機の 柱な どに 取りつ けられて い 
る 押しボタン 式の 踏切 支障 報知 装置を 活用す る。 

(2) 踏切 支障 報知 装置の ない ところでは、 携帯して いる 発 炎 筒な 
どを 使い 列車に わかる ようにで きる だけ 早く 合図を する。 
⑶発炎 筒な どがなかったり、 使い切って しまつたり したと きは、 
煙の 出 やすい ものを 付近で 燃やすな どして 合図を する。 


2 坂道 •カー:: 


踏切 内で 異常を 認めたら、 直 
ちに 踏切 支障 報知 装置の 非常 
ボタンを 押し ましよう。 


2—1 坂道 •山道 

(1 ) 上り坂で 前の 車に 続いて 停車 するとき は、 あまり 接 
近し 過ぎない ようにし ましよう。 前の 車が 後退して 衝 
突す る ことがあります。 

⑵ 上り坂で 発進 するとき は、 できるだけ ハンド ブレーキ 
(駐車 ブレーキ) を 利用し ましよう。 クラッチ 操作 だけ 
で 発進し ようとす ると、 失敗して 車が 後退し、 後ろの 
車と 衝突す る ことが' あります。 

⑶ 上り坂の 頂上 付近は 見通しが 悪い ので、 徐行し ましよ 
う。 また、 そこでは 追 越しを しては いけません。 

⑷ 下り坂では、 低速の ギアを 用い (オートマチック 車では チェンジ レバ— を 2 か L  (または 1) に 
入れ)、 エンジン ブレーキを 活用し ましよう。 長い 下り坂で、 フット ブレーキを ひんぱんに 使 
い 過ぎ' ると、 急に ブレーキが' きかなくなる ことがあり 危険です。 

⑸ 下り坂では、 車間距離を 広く とりましょう。 加速が' つき、 停止 距離が' 長くなる ので 危険です。 

⑹ 坂道では、 上り坂での 発進が 難しいた め、 下りの 車が'、 上りの 車に 道を ゆずり ましよう。 しか 


待避所が 发る ときは、 待避所に 入って 道を 
ゆずりましょう 


; 危険な 場所な どでの 運転 


88 


し、 近くに 待避所が あるときは 、上りの 車で も、 その 待避所に 入って 待ちましょう。 

(7)  こう 配の 急な 下り坂では 追 越しを しては いけません。 

(8)  片側が' 転落の おそれの あるが けに なって いる 道路で、 安全な 行き違いが' できない とき 
は、 が' け 側の 車は一 時 停止を して 道を ゆずりましょう。 

⑼ 山道では、 路肩が' くずれ やすくな ってい る ことが' あります。 このような 場合の 行き違いで 
は、 路眉に 寄り 過ぎない よつ 注意し ましょう。 

2- 2 曲がり角 •カーブ 

(1 ) 曲が' り 角 や カーブに 近づく ときは、 その 手前の 直線 部分で 十分 スピードを 落とし ま しょ 
う。 高速の まま ハンドルを 切っ たり、 ハンドルを 切りながら ブレーキを かけたり すると、 横 
転 や 横 すべりを 起こし やすくな ります。 

⑵ ハンドルは 急 ハンドルに ならない よう ゆるやかに 操作し ましょう。 

⑶ 曲がり角 や 力ー ブ では 道路の 中央から はみ出さない ようにし ましょう。 また、 対向車が 道 
路の 中央から はみ出して くる ことが' あります から 注意し ましょう。 

(4)  道路の 曲がり角 や カーブを 通行 するとき には、 車の 内輪 差の ため、 内側に いる 歩行者 や 
自転車な どを 巻き込んだり、 後車 輪が' 路肩から はみ出した りする おそれが' あります から 
汪意 しまし ょつ。 

(5)  曲がり角 や カーブでは 前の 車を 追い越し てはいけ ません。 

3 夜間 

3- 1 夜間の 走行 

(1)  夜間は 視界が 悪くなる ため、 歩行者 や 自転車な どの 
発見が' 遅れます。 また、 速度 感が 'にぶり、 速度 超過に 
なりが' ちです。 その上、 夜間は、 過労 運転 や 酒 酔い 運 
転を する 者 や、 酔って 歩く 者な どが' いたりす るので、 

昼間より 速度を 落として 慎重に 運転し ましょう。 少し 
でも 危ない と 感じた ときは、 まず 速度を 落とす ことが 
大切です。 

(2)  走行 中には、 自分の 車と 対向車の ライ トで、 道路の 中央 付近の 歩行者が 見えなくなる こと 
(蒸発 現象) が あるので'、 十分 注意し ましょう。 

⑶ 視線は、 できるだけ 先の 方へ 向け、 少しで も 早く 前方の 障害物を 発見す るよう にし ま しょ 
う。 

(4)  前の 車に 続いて 走る ときは、 その 車の ブレーキ 灯に 注意し ましょう。 

(5)  幹線道路な どで 長時間 単調な 運転を 続ける と 眠くな リ ます。 眠気を 防ぐ ために 窓を 開け 
て 新鮮な 空気を 入れ、 少しで も 眠く なったら 安全な 場所に 車を 止めて、 休息を とる ように 
しまし ょつ。 

(6)  薄暮 時には 事故が 多く 発生し ますので、 早めに ライ トを 点灯し、 自分の 車の 存在を 知らせ 
るよう にしましょう。 


蒸発 現象で 歩行者が' 見えなくなる ことがあ 
ります 0 
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(1)  夜間、 道路を 通行 するとき は、 前照灯、 車 幅 灯、 尾灯な どを つけな けれは なりません。 昼間 
でも、 トン ネルの 中 や 濃い 霧の 中な どで 50m  (高速道路では 200 m) 先が' 見えない ような 
場所を 通行 するとき も 同じです。 

(2)  前照灯は、 交通量の 多い 市街地な どを 通行して いると きを 除き、 上向きに して、 歩行者な 
どを 少しで も 早く 発見す るよう にしましょう。 ただし、 対向車と 行き 違う とき や、 ほかの 車の 
直後を 通行して いると きは、 前照灯を 減 光す るか、 下向きに 切り替えなければ なりません。 

⑶ 交通量の 多い 市街地の 道路な どでは、 前 照玎を 下向きに 切り替えて 運転し ましょう。 ま 
た、 対向車の ライ トが まぶしい ときは、 視点を やや 左前 方に 移して、 目が くらまな いように 
し 〆 しょ つ。 

⑷ 見通しの 悪い 交差点 や 力ー ブ などの 手前では、 前照灯を 上向きに する か 点滅 させて、 ほ 
かの 車 や 歩行者に 交差点への 接近を 知らせ ましょう。 

⑸ 室内！ 0 は、 バスの ほかは、 走行 中に つけない ようにし ましょう。 

⑹ 夜間、 道路に 駐 停車す ると きは、 非常 点滅 表示灯、 駐車 灯 または 尾灯を つけなければ なり 
ません。 昼間で も、 トンネルの 中 や 濃い 霧の 中な どで 50m 先が' 見えない ような 場所に 駐 
停車 するとき も 同じです。 しかし、 道路 照明な どに より、 50m 後方から 見える 場所に 駐停 
車して いると き や、 停止 表示 器材を 置いて 駐 停車して いると きは 別です。 夜間、 高速道路 
で やむ を 得ず 駐 停車す る 場合には、 非常 点滅 表示灯、 駐車 灯 または 尾灯を つける ほか、 停 
止 表示 器材を 置かなければ なりません。 

4 悪天候な ど 

悪天候で 道路の 状態が' 悪い と 思われる とき や 交通が' 混雑し そうな 道路を 通行 するとき など 

は、 まず ラジオを 聞いたり、 日本 道路交通 情報 センターに 電話を かけたり して、 道路 や 交通の 

状況を 確認し ましょう。 

4 一  1 雨の 日の 運転 

(1) 雨の 日は 視界が 悪くなる うえ、 窓ガラスが 曇ったり、 路面が' す ベリ やすくなる など 悪条件 
が' 重なり、 危険 度が' 高くな ります。 

⑵ 雨の 日は、 晴れの日よりも 速度を 落とし、 車間距離を 十分 とって 慎重に 運転し ましょう。 急 
発進、 急 ハンドル、 急 ブレーキ などは 横転、 横 すべりな どの 原因と なり、 特に 危険です。 

⑶ 地盤が ゆるんで いる ことが' あるので、 山道な どでは 路肩に 寄り 過ぎない ようにし ましょう。 

⑷ 雨の 降り始めの 舗装道路は スリップし やすいので 気をつけ ましょう。 また、 工事現場の 鉄 
板、 路面電車の レールな ども すべりやすいので 危険です。 

⑸ 歩行者の そばや 店先な どを 通る ときは、 速度を 落として、 泥 や 水を はねない ようにし なけ 
れば なりません。 

⑹ 深い 水たまりを 通る と、 ブレーキ ドラムに 水が 入る ため、 ブレーキが きか なくなっ たり、 き 
きが 悪く なったり する ことが' あるので、 さけて 通り ましょう。 

(7) ワイ パー は、 常に 整備して おきましょう。 雨の 降り始めに ワイパーを 使っ て、 油 膜な どで 前面 
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5 緊急 時の 措置 

⑴ 踏切 や 交差点の 中で エンス トした ときは、 気が 焦れば 焦る ほど エンジンが、 かからな いもの 
です。 このような ときは 非常手段 として ギアを □— か セカンドに 入れ、 セル モーター (始動 
, 電動機) を 使っ て 車を 動かす こと もで きます (ただし、 才一ト マチック 車 や クラッチペダル 
を 踏まない と エンジンが 始動し ない 装置を 備えて いる 車には、 この 方法は 使えません。）。 

⑵ ぬかるみな どで 車輪が' から 回り するとき は、 古毛 布、 砂利な どが' あれば、 それを すべり 止 
めに 使う と 効果的です。 

⑶走 行中に エンジンの 回転 数が' あが' った 後、 故障な どに より、 さが、 ら なくなった ときは、 四 輪 
車の 場合は ギアを ニュートラルに して 車輪に エンジンの 力を かけない ようにしながら 路 
肩な ど 安全な 場所に 行き、 そこで' 停止した 後に エンジン スイッチを 切る こと、 二輪車の 場 
合は 点火 スイ ッチを 切って エンジンの 回転を 止める ことが' 大切です。 

⑷走 行中に タイヤが パンクした ときは、 ハンドルを しっかりと 握り、 車の 方向を 直す ことに 全 
力を 傾けます。 急 ブレーキを さけ、 断続的に ブレーキを 踏んで 止めます。 

⑸ 後輪の 横す ベリは、 スピードの 出し 過ぎ、 急 ハンドル または 急 加速が' 原因で 生じます。 後 
輪が' 横す ベリを 始めた ときは、 ブレーキを かけて はいけ ません。 まず アクセルを ゆるめ、 
同時に ハンドルで 車の 向きを 立て直す ようにし ます。 この場合、 後輪が 右 (左) にす ベった 
ときは、 車は 左 (右) に 向く ので、 ハンドルを 右 (左) に 切ります。 

(6) 下り坂な どで ブレーキが' きか なくなった ときは、 手早く 減速 チェンジ をし、 ハンド ブレーキ 
(駐車 ブレーキ) を 弓 | きます。 それでも 停止し ないような ときは、 山側の 溝に 車輪を 落とした 
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ガラスが' 見に くくな ったと きは、 洗浄 液で きれいに しましょう。 また、 車内の ガラスが' 曇る こ 
とが 多い ので、 デフ □スターを 使っ たり、 側面 ガラスを 開けるな どして、 曇りを 防ぎ' ましょう。 

4-2 雪道な どの 運転 

(1) 雪道 や 凍りつ いた 道は 大変す ベリ やすく 危険です。 タイヤに タイヤ 
チェーン などの すべり 止め 装置を 着けましょう。 ただし、 標識に よって 
タイヤ チェーンを 着けて いない 車の 通行が '禁止され ている 道路で 
は、 タイヤに タイヤ チェーンを 着けないで 通行して はいけ ません。 

⑵ 速度を 十分 落とし、 車間距離を 十分 とって 運転し ましょう。 横す ベリを 起こす ことが' 多い の 
で、 ハンドル や ブレーキの 操作は 特に 慎重に しましょう。 急 発進、 急 ブレーキ、 急 ハンドル 
は 絶対に やめましょう。 

⑶ できるだけ 車の 通った 跡を 選んで 走る ようにし ましょう。 

(4) スパイクタイヤは、 雪道 や 凍りつ いた 道 以外の 道では、 路面の 損傷 や 粉 じんの 発生の 原 
因と なる ので、 使用し ないように しましょう。 

4-3 霧のと きの 運転 

( 1 ) 霧は、 視界を 極めて 狭く します。 霧 灯 (淡黄色な どの 補助 前照灯) の あるときは 霧 灯を、 な 
し、 ときは 前照灯を 早めに つけ ましょう。 中心 線 やガー ドレー ル や 前の 車の 尾灯を 目安に 
し、 速度を 落として 運転し ましょう。 

⑵ 危険を 防止す るた め、 必要に 応じ 警音 器を 使いましょう。 


タイヤ チェーンを 
取りつ けて いない 
車両 通行止め 


a 


危険な 場所な どでの 運転 


91 


り、 ガードレールに 車体を すり 寄せたり、 道路 わきの 砂利な どに 突っ込んだ りして 止めます。 
(7) 対向車と 正面衝突の おそれが 生じた ときは、 警音 器と ブレーキを 同時に 使い、 できる 限り 
左側に よけます。 衝突の 寸前まで あきらめないで、 少しで もブ レ— キと ハンドルで かわす 
ようにし ます。 もし 道路 外が 危険な 場所で ない ときは、 道路 外に 出る ことを ためらつ ては 
いけません。 


高速道路とは、 高速 自動車 国道と 自動車 専用 道路を いいます。 高速道路では、 ミニカー、 小型 
二輪車*、 原動機 付 自転車は 通行で きません。 また、 農耕 用 作業 車の ように 構造 上 毎時 50km 
以上の 速度の 出ない 自動車 や ほかの 車を けん 弓 I している ため 毎時50 km 以上の 速度で 走る 
ことので きない 自動車 も、 高速 自動車 国道を 通行す る ことは できません。 

* 小型 二輪車とは、 総 排気量に ついては 125cc 以下、 定格 出力に ついては 1.00 kW 以下の 原動機を 有する 
普通 自動 二輪車を いいます。 

1 高速道路に 入る 前の 心得 

(1)  車を 点検す る こと 

高速道路を 通行す る 場合は、 特に 次の 点検を しなければ なりません。 高速道路で、 燃料、 
冷却水、 ェンジン オイルの 不足に より、 停止す る ことのない ようにし なければ なりません。 
❿ 燃料の 量が' 十分で あるか。 

•冷却水の 量が 規定の 範囲 内に あるか。 

•ラジェー タキ ヤップが 確実に 締まっ ている か。 

籲 ェンジン オイルの 量が 適当で あるか。 

籲 ファンべ ル トの 張り 具合が 適当で あるか、 また、 損傷が ないか。 

❿ タイヤの 空気 圧が' 適当で あるか (高速道路を 走行 するとき は、 空気 圧 
を やや 高めに する。）。 

•タイヤの 溝の 深さが' 十分で あるか。 

(2)  積 荷の 状態を 調べる こと 

高速で 走行す ると、 荷物が 転落、 飛散し やすくな るので、 高速道路を 通行 
するとき は、 前もって、 荷物が' 転落、 飛散し ないように 点検し、 荷物を 積 
み 直すな ど 必要な 措置を とらなければ なりません。 

(3)  停止 表示 器材を 用意す る こと 

高速道路 上で 故障な どに よって 停止 するとき は、 停止して いる ことを 表 
示す る 停止 表示 器材を 置かなければ なりません ので、 前もって 準備して 
おきましょう。 停止 表示 器材は、 努めて TS マークの ついた ものを 使い ま 
しよ 5〇 
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⑷ 無理の ない 運転 計画を 立てる こと 

長時間 連続して 高速 運転を する ことは 危険です。 適当な 休息時間を 織り込んだ ゆとりの 
ある 運転 計画を 立てましょう。 

⑸ 高速道路に 入る 前には、 ラジオを 聞いたり、 日本 道路交通 情報 センター に 問い合わせる 
などして、 道路 や 交通の 状況を 確認し ましょう。 


2 走行 上の 注意 

2—1 本線 車道へ 入る ときの 注意 


車道を 通行して いる 車の 進行を 妨げて 
はいけ ません。 また、 本線 車道と 本線 車道が' 合流す ると 
ころで、 標示に より 前方の 本線 車道の 優先が 指定され 
ている ときは、 その 本線 車道を 通行して いる 車の 進行 
を 妨げて はいけ ません。 


加速 車線を 通行し、 十分 加速して から 本線 車道へ 入りましょう。 

優先 本線 車道 


2 - 2 速度  ^ 

(1 )  標識 や 標示で 最高 速度 や 最低 速度が' 指定され ている と 

ころでは、 その 最高 速度を 超えたり、 最低 速度に 達しな  = 

し) 速度で 運転して はいけ ません。 

(2)  悪天候の ときは、 その 状況に 応じた 速度で 走らなければ なりません。 長い 時間 高速で 走つ 
たり、 夜間 高速で 走つ たりして いると 速度 感 がに ぶり、 速度を 出し 過ぎが ちです。 速度計 
で 確かめましょう。 

(3)  標識 や 標示で 最高 速度 や 最低 速度が' 指定され ていない 高速 自動車 国道の 本線 車道で 
は、 下の 表の 最高 速度を 超えた リ 、最低 速度に 達しない 速度で 運転して はいけ ません。 


自動車の 種類 

最高 速度 (km/ 時） 

最低 速度 (km/B 寺) 

大型 乗用自動車、 特定 中型 貨物自動車 以外の 中型 自動車、 準 中型 自動車、 
普通 自動車 (三輪の ものを 除く)、 大型 自動 二輪車、 普通 自動 二輪車 

100 

50 

上記 以外の 自動車 

80 

ほかの 車を けん 引 するとき 

本線 車道が' 道路の 構造 上 往復の 方向 別に 分離され ていない 区間では、 この 表の 適用は なぐ 一般 道 
路と 同じです。 

2 高速 自動車 国道で ほかの 車を けん 引して 走る ことができる のは、 けん 弓 | する ための 構造と 装置の ある 
車が： けん 引され るた めの 構造と 装置の ある 車を 1:1 ■ん 引す る 場合に かぎります。 
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(4)  車間距離を 十分 とって 走りましょう。 路面が '乾燥して いて、 タイヤが 新しい 場合は、 時速 
100 km では 約 100 m、 時速 80km では 約 80m の 車間距離を とる 必要が' あります。 また、 
路面が 雨に ぬれ、 タイヤが 減って いる 場合は、 この 約 2 倍 程度の 車間距離が 必要と なるこ 
とがあります。 

(5)  雨 や 雪 や 霧な ど 悪天候 下での 高速 走行は 特に 危険です。 雨の 中を 高速で 走行す ると、 ス 
リップを 起こした リ 、タイヤが 浮いて、 ハンドル や ブレーキが きかなくなる ことがあります 
(ハイド □プレーニング 現象)。 また 雪の 日は 路面が' す ベリ やすぐ 視界 も 悪くなる ので、 
高速での 走行は さけましょう。 これら 悪天候 下では インターチェンジが 閉鎖され 通行止め 
になる ことが' あります ので、 交通 情報に 特に 注意し ましよう。 


けん 弓 I 自動車の 自動車 専用 道路 
第一 通行 帯 通行 指定 区間 


2-3 走行 方法 

⑴ 走行 中は、 左側の 白の 線を めやすに して 車両 通行 帯の やや 左寄りを 通行す るよう にし ま 
しょう。 後方の 車が' 追い越す 場合に 十分な 間隔が とれて、 接触事故の 防止に 役立ちます。 

(2)  高速道路の 路側帯 や 路肩を 通行して はいけ ません。 

(3)  登坂車線の ある 道路では、 荷物を 積んだ ト ラックな ど 速度の 遅い 車は、 登坂車線を 利用し 
ま しょつ。 

⑷ 本線 車道では、 転回 (U ターン) したり、 後退 (バック） したり、 中央分離帯を 横切つ たりして 
はいけ ません。 

⑸ 追 越しを する 場合は、 早めに 合図を し、 追 越し 車線の 車の 動きな どに 注意して から 行い ま 
しょう。 特に、 進路を 戻す ときは、 追い越した 車 全体が ルーム ミラ— に 映つ たこと を 確認し 
てから 行1 し、 ましょ ろ。 

(6) 緊急 自動車が' 本線 車道へ 入ろうと している とき や 本線 車 
道から 出ようと している ときは、 その 通行を 妨げて はいけ 
ません。 

⑺ 車の 総 重量が' 750 kg を 超える 車を けん 弓 I している 車で 
けん 弓 | する ための 構造と 装置の ある ものは、 車両 通行 帯 
が' 設けられた 自動車 専用 道路 (標識 や 標示に より 指定 さ 
れた 区間に 限ります。） や 高速 自動車 国道の 本線 車道で 
は、 その 最も 左側の 車両 通行 帯を 通行し なければ なり ま 
せん。 しかし、 高速 自動車 国道では、 標識 や 標示に よつ て 
通行 区分が 示されて いると きは、 それに 従わなければ な 
りません。 

(8)  高速で 走行 中に 急 ブレーキを かける ことは、 たいへん 危 
険 です。 ブレーキを かける ときは、一 段 低い ギアに 落とし 
エンジン ブレーキを 使う とともに、 フット ブレーキを 数回に 
分けて 踏む ようにし ましょう。 

(9)  高速 走行 中の 急 ハンドル はさけ ましよう。 

(10)  強風のと きは、 ハンドルを 取られ やすいので 速度を 落と 
し、 注意して 運転し ましょう。 特に、 トンネル や 切り通しの 
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出 □などでは、 横風の ために ハンドルを 取られる ことが' あるので 注意し ましょう。 

(11)  高速で トンネルに 入る と、 視力が' 急激に 低下す るので、 あらかじめ 手前で 速度を 落とし ま 
しょ 5。 

(12)  夜間は、 対向車と 行き 違う とき や ほかの 車の 直後を 通行して いると きを 除き、 前照灯を 
上向きに して、 落下 物 や 交通事故 などに よリ 停止した 車を 少しで も 早く 発見す るよう に 
し しょ Jo 

(13)  あやまっ て 本線 車道な どに 進入し、 反対 方向から 進行して くる 車 や、 歩行者が' いる こと 
があります ので、 高速道路 上に 設置され た 道路 情報 板な どの 情報に 注意して 走行し ま 
しょ 5〇 

2-4 駐車、 停車の 禁止な ど 

⑴ 高速道路では、 次の 場合の ほかは、 駐車 や 停車を しては いけません。 

_ 危険 防止な どのた め 一時停止を するとき。 

•故障な どのた め 十分な 幅の ある 路肩 や路側 帯に やむ を 得ず 駐 停車す ると き。 

籲 パーキングエリアで 駐 停車したり、 料金の 支払いな どのた め 停車 するとき。 

(2)  高速道路で 故障、 燃料 切れ、 交通事故 などに より 運転す る ことができ なくなった ときは、 
自動車の 後方の 路上に 停止 表示 器材を 置き (歩行が 困難で 自動車の 後方の 路上に 停止 
表示 器材を 置く ことができない 場合には、 停止 表示灯に ついては 自動車の 側 方の 路上な 
どの 後方から 見やす い 場所に 置く こと もで きます。）、 後続 車の 運転者に 停止して いる こ 
とがわ かるよう にしなければ なりません。 これと あわせて 夜間 （昼間に おいて 視界が' 
200 m 以下の 場合 も 同じです。） は、 非常 点滅 表示灯、 駐車 灯 や 尾灯を つけなければ なり 
ません。 停止 表示 器材を 置く ときには、 発 炎 筒を 使って 合図を するな ど 後続 車に 十分 注意 
しまし ょう。 また、 風の 強いと きな どに 停止 表示板を 用いる 場合には、 倒れたり する ことの 
ないよう 必要な 措置を 講じ ましょう。 特に 車体の 後部に 連結して 補強 措置を 講ずる 場合に 
は、 きちんと 連結し ましょう。 なお、 修理な どが' 終わり 現場を 立ち去る ときは、 停止 表示 器 
材を 置き忘れない ようにし ましょう。 

(3)  故障、 燃料 切れ、 交通事故 などの 理由に よリ 運転す る ことができ なくなった ときは、 ！ 10 
番 通報で 警察に 連絡 するとと もに、 近くの 非常 電話で レッカー 車を 呼ぶな どして、 速やか 
に 安全な 場所へ 移動 させなければ なりません。 また 可能であれば、 ギアを ロー か セ カン 
ドに 入れ、 セル モーター を 使って 路側帯 や 路肩へ 移動 させましょう (ただし、 オー ト マチ ッ 
ク車や クラ ッチ ペダルを 踏まない と エンジンが' 始動し ない 装置を 備えて いる 車には、 こ 
の 方法は 使えません。）。 

⑷ 高速道路 上で 運転す る ことができ なくなった 車に とどまる ことは、 後続 車が' 衝突す る 交通 
事故が' 発生す る おそれが' 大きく、 大変 危険です。 必要な 危険 防止 措置を とった 後は、 車に 
残らず、 ガード レー ルの 外側な どの 安全な 場所に 避難し ましょう。 

(5) 高速道路 上は 危険です から、 荷物が' 転落、 飛散した ため、 その物を 除去す るな ど 必要な 措 
■をと ると きには、 1 1 〇番 通報で 警察に 連絡 するとと もに、 非常 電話を 利用して、 荷物の 
除去の 依頼な どを しましょう。 
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2-5 本線 車道から 出る とき 

(1) あらかじめ.、 目的地への 方向と 出 □を 予告す る 案 
内 標識に 注意し ましよ つ。 

⑵出 □に 近づいた ときは、 あらかじめ 出 □に 接続す 
る 車両 通行 帯を 通行し なければ なりません。 この 
場合、 減速 車線が' あるときは、 その 車線を 通り、 
感覚に 頼らずに 速度計で 確かめながら 速度を 落 
とさなければ なりません。 

(3) —般 道路へ 出た ときは、 速やかに 一般 道路に 見 
合った 運転 方法を とりましょう。 特に、 高速 運転に 
慣れた 後は 速度を 出し 過ぎに なりが' ちです から、 
速度には 十分 注意し ましよう。 


方面、 車線と 出 □の 予告 


京都 宇治 

Kyoto  Uji 


5b 


江戸 橋 

Edobashi 
豳 400m 


方面と 出口 


この 章は、 二輪車を 運転す る 人に 特に 知っていた だきたい 運転の 方法を 掲げて いますので、 
運転す る 前の 心得 や 一般的な 運転の 方法な どに ついては、 自動車の ところ (第 2 章〜 第 5 章） 
を 参照して ください。 なお 二輪車とは、 大型 自動 二輪車、 普通 自動 二輪車 および 原動機 付自 
転 車の ことを いいます。 

1 二輪車の 運転者の 心得 

二輪車は、 体で 安定を 保ちながら 走り、 停止 すれば 安定を 失う という 構造 上の 特性を 持っ て 
いるた め、 四輪車とは 違った 運転技術を 必要と します。 また、 二輪車の 動きが 四輪車からは 見 
えない ことがあ るので、 まわりの 交通の 動きに ついて いっそうの 注意が 必要と なります。 手軽 
な 乗り物で あると 気を許さないで、 常に 慎重に 運転し ましよう。 


1-1 車種の 選定 

(1) 体格に 合った 車種を 選ぶ ようにし ましょう。 体力に 自信が あっても いきなり 大型車に 乗る 
のは 危険です。 最初は 小型の 車種から 始め、 熟練 度に 応じて 大型の 車種に 乗る ようにし ま 
しょ ラ。 

車種の 選定に あたって は、 次の ことができる かどう かを 確かめ ましょう。 

⑩ 平地で センター スタンドを 立てる ことが' 楽に できる こと。 

♦二輪車に またがった とき、 両足の つま 先が' 地面に 届く こと。 

•8 の 字 型に 押して 歩く ことが 完全に できる こと。 
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(2) 大型 自動 二輪車 や 普通 自動 二輪車の 二人 乗りを する 場合に 
は、 後部座席に ゆとりが ある 車種を 選ぶ ようにし ましょう。 

1  一 2 乗車 用 ヘルメ ッ トの 着用 

乗車 用 ヘルメ ッ トを かぶらないで 大型 自動 二輪車 や 普通 自動 二輪車 や 原動機 付 自転車を 運 
転して はいけ ません。 また、 乗車 用へ ルメットを かぶらない 者を 乗せて 大型 自動 二輪車 や 普 
通 自動 二輪車を 運転して はいけ ません。 乗車 用へ ルメットは、 PS  (c) マーク か jis マークの つ 
しす こものを 使い、 あごひもを 確実に 締めるな ど 正しく 着用し ましょう。 工事 用 安全 帽は 乗車 用 
ヘルメ ッ トではありません。 

1-3 服装な ど 

二輪車に 乗る ときは、 体の 露出が' なるべく 少なくなる ような 服装を し、 できるだけ プ □テク 
ターを 着用し ましょう。 大型 自動 二輪車 や 普通 自動 二輪車の 同乗者に ついても 同様です。 ま 
た、 ほかの 運転者から 見て、 よく 目につき やすい ものを 着用す るよう にしましょう。 夜間は、 反 
射 性の 衣服 または 反射 材の ついた 乗車 用へ ルメットを 着用す るよう にしましょう。 

1  一 4 二人 乗りの 禁止 

次の 場合には、 二人 乗りを しては いけません。 

(1)  大型 自動 二輪車 や 普通 自動 二輪車で 後部座席が、 ない もの や 原動機 付 自転車を 運転す る 
とき 。 

(2)  大型 二輪 免許を 受けて 1 年を 経過して いない 者が' 大型 自動 二輪車 や 普通 自動 二輪車を 
運転 するとき。 （ただし、 普通 二輪 免許を 受けて 1 年を 経過して いる 場合は 二人 乗りを する 
ことが' できます。） 

(3)  普通 二輪 免許を 受けて 1 年を 経過して いない 者が' 普通 自動 二輪車を 運転 するとき。 

(4)  大型 二輪 免許を 受けた 者で、 20 歳 未満の 者 または 大型 二輪 免許を 受けて いた 期間が、 3 
年 未満の 者が'、 高速道路で 大型 自動 二輪車 や 普通 自動 二輪車を 運転 するとき。 （ただし、 

20 歳 以上で'  かつ、 普通 二輪 免許を 受けて 3 年を 経過して いる 場合は 二人 乗りを する こと 

がで きます。）  輪 

⑸ 普通 二輪 免許を 受けた 者で、 20 歳 未満の 者 または 普通 二輪 免許を 受けて いた 期間が、 3  g 

年 未満の 者が、 高速道路で 普通 自動 二輪車を 運転 するとき。  義 

の 

方 

1-5 二人 乗りを するとき の 心得  法 

大型 自動 二輪車 や 普通 自動 二輪車の 二人 乗りは、 一人乗りと 比べて 運転 特性に 違いが みられ 
る 面が あります。 二人 乗りが 禁止され ていない 場合であって も、 二人 乗りは— 人 乗りでの 運転 
に 習熟して からする ようにし ましよう。 また、 二人 乗りに 関する 講習を 受講す るよう にしましょう。 
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1-6 二輪車の 点検 

点検に あたって は 次の ことがらを 確かめ ま 
しよ 5。 

(1) ブレーキ のあそび やききは 十分 か。 

⑵ 車輪に ガタ やゆが みはない か。 

(3) タイ ヤの 空気 圧は 適正 か。 

⑷ チェーンが ゆるみ 過ぎて いたり、 張り 過 
ぎていた りしない か (ゆるみは、 チェーン 
の 中央部を 指で 押してみ て 調べる。）。 適 
当な 注油が なされて いるか。 

⑸ ハンドルが 重くな し、 か。 ワイヤー が' 弓 b か 
かってい ないか。 ガタ はない か。 

⑹ 灯火は すべて 正常に 働く か。 

(7) パック ミラーは、 よく 調整され ている か。 

⑻ マフラー は、 完全に 取りつ けられて いるか。 破損して いない か。 


尾灯 •制動灯 


マフ ラー 
セ ン ター  スタンド 


スロット ル グリップ (アクセル グリップ） 


マフラー 


ク ラッチ レバー‘ 


チェンジ ぺダ j し 


2 正しい 乗り 方 

次の 点に 注意し、 運転し やすい 正しい 乗車 姿勢を とりまし ょう。 

⑴ ステップに 土踏まずを のせて、 足の裏が' ほぼ 水平になる ようにす 
る。 また、 足 先が まっすぐ 前方を 向く ようにして、 タンクを 両 ひざで 
しめる。 

(2) 手首を さげて、 ハンドルを 前に 押す ような 気持ちで グリップを 軽く 
持つ 。 

⑶ 肩の 力を 抜き、 ひじを わずかに 曲げる。 

⑷ 背す じを 伸ばし、 視線は 先の 方へ 向ける。 


3 安全な 運転の 方法 

二輪車は 機動性に 富んで いますが、、 車の 間を ぬって 走ったり、 ジグザグ 運転、 無理な 追 越し や 
割込みを したりして はいけ ません。 そのような 運転 方法は 極めて 危険で ある ばかりでなく、 周 
囲の 運転者に も 不安を 与えます。 車間距離 や 側 方 間隔を 十分に 保ち ましよう。 交通渋滞のと 
きな どには、 前の 車に 乗って いる 人が 急に ドアを 開けたり、 歩行者が' 車の 間から 飛び出したり 
する ことが、 あるので 注意し ましょう。 また、 げたや サンダル など 運転の 妨げになる はきものを 
はいて 運転して はいけ ません。 


3-1 カーブでの 運転 方法 

⑴ カーブの 手前の 直線 部分で、 あらかじめ 十分 速度を 落とし ましよう。 また、 カーブでは 右側 
部分に はみ出さな いように 注意し ましよう。 
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3 - 2 ぬかるみ、 砂利道な どでの 運転 方法 

⑴ ぬかるみ や 砂利道な どでは、 低速 ギアな どを 使って 速度を 落として 通行し ましょう。 

⑵ ブレーキを かけたり、 急に 加速したり、 大きな ハンドル 操作を したりし ないように しま しょ 
う。 ス □ツ トルで 速度を 一定に 保ち、 バランス をと リ ながら 通行し ましょう。 

3-3 右折 するとき の 運転 

(1 )  大型 自動 二輪車 や 普通 自動 二輪車の 右折 

交差点 (環状 交差点を 除きます。） で 右折し ようと するとき は、 あらかじめで きる だけ 道路 
の 中央に 寄り、 交差点の 中心の すぐ 内側を 徐行しながら 進行し なければ なりません。 幅の 
広い 道路で 右折し ようと するとき (環状 交差点で 右折し ようと するとき を 除きます。） は、 
十分 手前のと ころから 徐 々に 右折の 車線に 移る ようにし ましょう。 急に 左側の 車線から 右 
側の 車線に 移動す ると 極めて 危険です。 

(2)  原動機 付 自転車の 右折 

交差点 (環状 交差点を 除きます。） での 右折は、 次の 方法で しなければ なりません。 

_ 二 段階の 右折 方法 

「原動機 付 自転車の 右折 方法 (二 段階)」 の 標識 
の ある 道路 や 車両 通行 帯 (交差点の 付近に 設 
けられた 右左 折の ための 車両 通行 帯を 含み ま 
す。） が' 3 以上 ある 道路 （ 「原動機 付 自転車の 右 
折 方法 (小回り）」 の 標識の ある 道路を 除き ま 
す。） の 信号機な どに より 交通整理の 行われて 
し へ る 交差点では、 あらかじめで きる だけ 道路の 
左端に 寄って、 その 交差点の 手前の 側 端から 
30m の 地点に 達した ときに 右折の 合図を 行 
い、 青信号で 徐行しながら 交差点の 向こう側 ま 
で まっす ぐに 進み、 その 地点で 止まって 右に 向 
きを 変え、 ここで 合図を やめ、 前方の 信号が 青 
になっ てから 進む ようにし なければ なリ ませ 
ん。 なお、 このような 場合は、 青の 矢印の 信号 
によつ て 右折す る ことは できません。 

修 小回りの 右折 方法 

「原動機 付 自転車の 右折 方法 (小回り)」 の 標識の ある 道路の 交差点な ど 上記 (二 段階 
の 右折 方法) 以外の 交差点では、 あらかじめで きる だけ 道路の 中央に 寄り、 交差 占の 中 


原動機 付 自転車の  原動機 付 自転車の 
右折 方法 （二 段階） 右折 方法 （小回り) 
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⑵ 曲が' ると きは、 ハンドルを 切る のでは なく、 車体を 傾ける ことによって 自然に 曲がる ような 
要領で 行い ましよう 0 

(3) 力ー ブの 途中では 、スロット ルで 速度を 加減し ましよう。 クラッチを 切らないで 常に 車輪に 
エンジンの 力を かけて おき、 カーブの 後半で 前方の 安全を 確かめてから、 やや 加速す るよ 
5 にし ましよ 5。 
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心の すぐ 内側を 徐行しながら 進行し なければ なりません。 幅の広い 道路で 右折し よっ 
とすると きは、 十分 手前のと ころから 徐 々に 右折の 車線に 移る ようにし ましょう。 急に 左 
側の 車線から 右側の 車線に 移動す ると 極めて 危険です。 なお、 このような 場合は、 青の 
矢印の 信号に 従って 右折す る ことができます。 

4 ブレーキ のかけ 方 

4-1 方法 

ブレーキ のかけ 方には 次の 3 つがあります。 

(1)  ブレーキ レノ ゞ一 を 使う 前輪 ブレーキ。 

(2)  ブレーキ ペダル または ブレーキ レバー を 使う 後輪 ブレーキ。 

⑶ス □ッ トル (アクセル) の 戻し または シフトダウン (低速 ギアに 入れる こと) による エンジン 
ブレ ー キ。 

4 一  2 ブレーキを かける ときの 注意 

(1 ) ブレ ー キを かける ときは、 車体を 室 直に 保ち、 ハンドルを 切らない 状態で'、 エン シン フレ ー 
キを きかせながら 前後 輪の ブレーキを 同時に かけ ましょう。 このと き 乗車 姿勢を 正しく 保 
たない と 前 のめりに なります。 

⑵ 乾燥した 路面で ブレーキを かける ときは、 前輪 ブレーキを やや 強ぐ 路面が すべりやすい 
ときは、 後輪 ブレーキを やや 強く かけ ましょう。 

⑶ エンジン ブレーキは、 低速 ギアに なるほど 制動 力が '大きくな ります。 しかし、 ギアを いきな 
り 高速から □—に 入れる と エンジンを いためたり、 転倒した りする おそれが あります の 
で、 順序よ く シフ ト ダウンし ましょう。 

(4) 急 ブレーキを かける と、 車輪の 回転が、 止まり、 横す ベリを 起こす 原因になります 。ブレーキ 
は 数回に 分けて 使い ましょう。 

5 オー ト マチック ニ輪車の 運転 

才—ト マチック ニ輪車は、 マニュアル ニ輪車と 運転の 方法が 異なる ところが あり、 それを 知ら 
ない と 思いがけない 事故を 起こす ことがあ るので 注意し ましょう。 

5-1 運転に あたっての 心構え 

オートマチック ニ輪車の 運転には、 クラッチ 操作が いらない ので、 その 分 操作の 負担が' 軽減 
され、 運転が、 楽になります が、 安易な 気持ちで 取り扱っ てはいけ ません。 才-ト マチック ニ輪 
車の 運転の 基本を 理解し、 正確に 操作す る ことが 安全運転 のために 必要です。 

5 - 2 発進 

クラッチ 操作が いらない 分、 ス □ッ トルを 急に 回転させる と 急 発進す る 危険が' あります ので 
'注意し ましょ 5。 
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つ  旅客 自動車 や 代行 運転 自動車の 

運転者な どの 心得 

'  ■  成 絡 w-忠广 , , '；  s ,  -  r~- 

奴::.  3 .法 •纪设 保. •シ .. 

1 旅客な ど 利用 客の 保護 

( 1 ) 旅客 自動車 (バス、 タクシー、 ノ  \ イヤ ー ) や 代行 運転 自動車の 運転者は、 常に 旅客な ど 利用 客 
の 安全を 考え、 ほかの 車 や 歩行者が' 危険な 行動に 出ても 交通事故を さける ことが' できる よ 
つ 慎 童に 運転し ましょ つ。 また、 利用 客に ショックを 与 兄ない よう 急ブレ ー キや急 発進を さける 
とともに、 悪路で ゆれる ような 場合な どには、 事前に 利用 客に 声をかけ 注意を 促しましょう。 
⑵ 旅客 自動車を 運転す る 場合は、 特に 次の ことがらを 守りましょう。 

•病気 や 疲れな どの 理由に より 安全運転が' できない おそれが あるときは、 その 旨を 事業 
者に 申し出る こと。 

•運転 中 重大な 故障を 発見した とき や 重大な 事故が' 発生す る おそれが、 あるときは、 ただ 
ちに 運転を 中止す る こと。 

•坂道で 車から 離れる とき や 危険な 場所を 通過 するとき は、 旅客を 降ろす こと。 

籲 故障な どのた め 踏切 内で 動か なくなった ときは、 速やかに 旅客を 誘導して 退避させる 
とともに、 発 炎 筒な どで 列車に 合図を する こと。 

•業務を 交代 するとき は、 道路 や 車の 状況に ついて 申し 継ぎを する こと。 申し 継ぎ' を 受け 
た 運転者は、 ハンドル 、ブレーキ などの 機能に ついて 点検す る こと。 

籲 乗降 □の ドアは、 停車を 確認した 後で 開き、 また 確実に 閉めてから 発車す る こと。 
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5— 3 低速で 走行 するとき 

オー ト マチック ニ輪車に 無 段 変速装置が 採用され ている 場合、 エンジンの 回転 数が' 低い とき 
には、 車輪に エンジンの 力が' 伝わりに くい 特性が あります。 このため、 低速で 走行して いる 際 
にス □ット ルを 完全に 戻す と 車輪に エンジンの 力が' 伝わら なくなり、 安定を 失う ことがあ るの 
で 注意し ましょう。 

6 その他 注意し なければ ならない こと 

6- 1 改造の 禁止 

変形 ハンドルは 運転の 妨げと なり、 また、 マフラー を 取りは ずしたり、 切断したり、 マフラ— の 
芯を 抜いたり、 マフラー に 穴を開けたり すると 騒音が' 大きくなる ので、 このような 改造を して 
はいけ ません。 


6-2 押して 歩く とぎ 

二輪車を 押して 歩く ときは、 歩行者と して 扱われます。 しかし、 エンジンを かけて いる もめ や ほ 
かの 車を けん 弓 | している もの や 側車 つきのものを 押してい ると きは、 歩行者と しては 扱われ 
ません。 


I 輪 車の 運転の 方法 


旅客 自動車 や 代行 運転 自動車の 運転者な どの 心得 


101 


•事故が 起きた ときは、 応急 救護 処置 や 遺留品の 保管な ど 負傷者の 保護に あたる こと。 
•運転 操作が' 円滑に 行えなくなる おそれが ある 服装を しない こと。 

•バスの 運転者は、 発車す るに あたり、 その 直前に 安全が' 確認で きた 場合を除き、 警音器 
を 吹鳴す る こと。 

籲ノ ゞスに 車掌が' 乗務して いる 場合は、 発車は、 車掌の 合図に よって 行い、 警報 装置の 設備 
や 踏切 警手の 配置の ない 踏切を 通過 するとき や バスを 後退させる ときは 車掌の 誘導 
を 受ける こと。 


2 その他の 心得 

このほか、 S 传客 自動車な どの 運転者 その他の 乗務員 や 事業者は、 次の ことがらを 守り ましよう。 

(1)  路線 ノ ゞス は、 夜間、 道路を 通行 するとき は、 室内 玎を つける こと。 

(2)  バスの 運転者は、 旅客の いる バスの 走行 中は、 職務に 必要の ない 話は しないよ うにす る こと。 
⑶ タクシーの 運転者は、 食事 や 休憩、 回送の ため 旅客を 乗せる ことが' できない ときは、 回送 

板を 掲示す る こと。 

(4) 乗務 距離の 最高 限度が' 定められ ている タクシーの 運転者は、 その 最高 限度を 守る こと。 
⑸ 旅客 自動車の 乗務員は、 旅客の いる 車内では 喫煙し ない こと。 

⑹ 旅客 自動車の 事業者は、 ガソリン、 灯油、 塩酸な どで 危険な 状態の ものを 持つ ている 者を 
乗車 させない こと。 

(7) バスの 乗務員は、 旅客が' 車内で 法令の 規定な どに 反する 行為を するとき は、 これを 制止 
するな ど 必要な 措置を とる こと。 

⑻ 旅客 自動車の 事業者は、 旅客 自動車が' 踏切を 通行 するとき は、 赤色 旗、 赤 ランプな どの 非 
常 信号 用具を 備えつ ける こと。  代行 運転 自動車 標識 

⑼ 旅客 自動車の 運転者は、一 日一 回、 運行の 開始 前に 日常 点検を 
実施し、 または その 確認を し、 事業者に その 結果を 報告す る こと。 

(10) 代行 運転 自動車の 運転者は、 代行 運転 自動車 標識を 表示し な 
ければ ならない こと。 


0 
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1 交通事故 のとき 

1-1 運転者な どの 義務 

交通事故が 起きた ときは、 運転者 や 乗務員は 次の ような 措置を とらなければ なりません。 

⑴ 事故の 続発を 防ぐ ため、 他の 交通の 妨げに ならない ような 安全な 場所 (路肩、 空地な ど） 
に 車を 止め、 エンジンを 切る。 

(2) 自 傷者が、 いる 場合は、 医師、 救急車な どが' 到着す るまでの 間、 ガーゼ や 清潔な ハンカチな 
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2 故障な どのと き 

⑴ 車が 故障した とき や、 燃料、 冷却水な どが 切れた ときは、 他の 交通の 妨げに ならない 場所 
に 駐車し、 速やかに 修理 または 補給の 措置を とりましょう。 高速道路で やむ を 得ず 駐車す 
る 場合には、 ほかの 車の 走行の 妨害に ならない よう 路肩 または 路側 帯に 車を 駐車 させな 
ければ なりません。 

(2)  夜間 やむ を 得ず 一般 道路で 駐車す る 場合には、 非常 点滅 表示灯な どを つける か、 停止 表 
示 器材を 置くな ど、 ほかの 車に 停止して いる ことが' わかる ようにし なければ なりません。 
昼間、一 般 道路で 駐車す る 場合に も、 停止 表示 器材を 置いたり、 ト ランクを 開けたり して 
駐車して いる ことを 表示す るよう にしましょう。 

(3)  高速道路で やむ を 得ず 駐車す る 場合には、 時間帯に 応じて、 昼間 用 または 夜間 用の 停止 
表示 器材を 車の 後方に 置かなければ なりません (歩行が、 困難で 自動車の 後方の 路上に 
停止 表示 器材を 置く ことが' できない 場合には、 停止 表示灯に ついては 自動車の 側 方の 路 
上な どの 後方から 見やす い 場所に 置く こと もで きます。）。 
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どで 止血す るな ど、 可能な 応急 救護 処置を 行う。 この場合、 むやみに 負傷者を 動かさない 
(特に 頭部に 傷を 受けて いると きは 動かさない。） ようにす る。 ただし、 後続 事故の おそれ 
が ある 場合は、 早く 負傷者を 救出して 安全な 場所に 移動させる。 

(3) 事故が '発生した 場所、 負傷者 数 や 負傷の 程度、 物の 損 壊の 程度、 事故に あった 車の 積載 
物な どを 警察官に 報告し、 指示を 受ける。 なお、 緊急 自動車、 けが' 人 や 病人を 運搬 中の 車 
や、 乗合 バスな どの 運転者は、 業務の ために 弓 I き 続き その 車を 運転す る 必要が' あるとき 
は、 他の 乗務員に 負傷者の 救護 や 警察官への 報告な ど 必要な 措置を 行わせて、 運転を 続 
ける ことが' できる。 

1-2 医師の 診断を 受ける こと 

軽い けがで も、 必ず 警察官に 届け、 外傷が' なくても 頭部な どに 強い 衝撃を 受けた ときは、 医 
師の 診断を 受け ましょう。 後に なって 後遺症が' 起きて 困る ことがあ ります。 

1-3 現場に 居合わせた 人の 協力 

(1 ) 交通事故の 現場に 居合わせた 人は、 負傷者の 救護、 事故 車両の 移動な どに つ いて 進んで 
協力し ましょう。 

⑵ ひき 逃げを 見かけた ときは、 負傷者を 救護 するとと もに、 その 車の ナンパー、 車種、 色な ど 
車の 特徴を 1 1 〇番 通報な どで 警察官に 届け出ましょう。 

(3) 事故 現場には、 ガソリンが' 流れたり、 積 荷に 危険物が 'あったり する ので、 たばこを 吸った 
り、 マッ チを 捨てたり しないよう にしましょう。 

1-4 交通事故に ついての 相談 

各 都道府県の 交通安全 活動 推進 センター (裏表紙 参照) は、 交通事故に ついての 相談に 応じ 
ています ので、 利用し ましょう。 
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•夜間の 場合、 非常 点滅 表示灯、 駐車 灯 または 尾1  灯を あわせて つけな けれは なりません。 

•停止 表示 器材を 置く ときには、 発 炎 筒を 使って 合図を するな ど 後続 車に 十分 注意し ま 
しょ 

(4) 道路に 故障 車両を 放置す る ことは、 追突 事故な どの 原因と なり 非常に 危険です。 

•停止 表示 器材を 置くな ど、 一次 措置を 終える とすぐ に、 近くの 電話な どで 」 AF  (日本 自動 
車 連盟) や 修理 業者な どの 車を 呼んで、 速やかに 道路 外へ 移動させる ようにし ましょう。 

暴や むを 得ず一 般 車両で けん 弓 I するとき は、 けん 弓 I する 車と 故障車の 間に 安全な 間隔 
(5m 以内） を 保ちながら 丈夫な 
ロープな どで 確実に つなぎ、 ロープ 
に 白い 布 (30cm 平方 以上) を 付け 
なければ なりません。 


5m 

以内 

3 災害な どのと き 

3 — 1 地震 災害に 関する 警戒 宣言が '発せられた とき 

大規模 地震 対策 特別措置 法に より、 大規模な 地震 災害が' 生じる おそれの ある 地域が 強化 地域 
(地震 防災 対策 強化 地域を いいます。) として 指定され ます。 現在のところ、 東海 地震に 関して 静岡 
県の 全域と 東京、 神奈 川、 山 梨、 長 野、 岐阜、 愛知、 三重の 7 都 県の一 部が 指定され ています。 この 
強化 地域に おいて、 大規模な 地震の 発生す る おそれが 迫っ ており、 かっ、 地震 防災 応急 対策を 実 
施す る ことが 緊急に 必要で あるときは、 内閣総理大臣が 警戒 宣言を 発す る ことにな ってい ます。 
警戒 宣言が、 発せられた 場合、 強化 地域 内での 一般 車両の 通行は 禁止され、 または 制限され 
ます。 強化 地域 内の 運転者は、 次の ような 措置を とる ようにし ましよう。 

(1)  車を 運転 中に 警戒 宣言が 発せられた とき 

•警戒 宣言が、 発せられた ことを 知った ときは、 地震の 発生に 備えて、 あわてる ことなく、 低 
速で 走行 するとと もに、 力ー ラジオ 等に より 継続して 地震 情報 や 交通 情報を 聞き、 その 
情報に 応じて 行動す る こと。 

# 車を 置いて 避難 するとき は、 できるだけ 道路 外の 場所に 移動して おく こと。 やむ を 得ず 
道路 上に 置いて 避難 するとき は、 道路の 左側に 寄せて 駐車し、 エンジンを 止め、 エン ジ 
ン キー はっけた ままと する か 運転席な どの 車内の 分かりやすい 場所に 置いて おく こと 
とし、 窓を 閉め、 ドアは ロックし ない こと。 駐車 するとき は、 避難す る 人の 通行 や 地震 防災 
応急 対策の 実施の 妨げと なる ような 場所には 駐車し ない こと。 

(2)  車を 運転 中 以外の 場合に 警戒 宣言が' 発せられた とき 

津波から 避難す る ためやむ を 得ない 場合を除き、 避難の ために 車を 使用し ない こと。 


3-2 緊急 地震 速報が 発表され たと き 

緊急 地震 速報は、 気象庁が、 予想され る 地震 動の 大きさが おおむね 震度5 弱 以上で ある 場合 
に、 震度 4 以上を 予想した 区域を、 その ゆれが くる 前に 発表す る ものです。 車を 運転 中に 緊急 
地震 速報が 発表され たこと を 知った ときは、 運転者は、 周囲の 状況に 応じて、 あわてる ことな 
く、 非常 点滅 表示灯を つけるな どして 周囲の 車に 注意を 促した 後、 急 ブレーキを さけ、 ゆる や 
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かに 速度を 落としましょう。 

3-3 大地震が 発生した とき 

大地震が 発生した 場合、 運転者は 次の ような 措置を とる ようにし ましょう。 

(1 )  車を 運転 中に 大地震が' 発生した とき 

•急 ハンドル、 急 ブレーキを さけるな ど、 できるだけ 安全な 方法に より 道路の 左側に 停止 
させる こと。 

籲 停止 後は、 力ー ラジオ 等に より 地震 情報 や 交通 情報を 聞き、 その 情報 や 周囲の 状況に 
応じて 行 1 動 する こと。 

書 弓 I き 続き 車を 運転 するとき は、 道路の 損 壊、 信号機の 作動 停止、 道路 上の 障害物な どに 
十分 注意す る こと。 

•車を 置いて 避難す ると きは、 できるだけ 道路 外の 場所に 移動して おく こと。 やむ を 得ず 
道路 上に 置いて 避難 するとき は、 道路の 左側に 寄せて 駐車し、 エンジンを 止め、 エン ジ 
ン キーは つけた ままと する か 運転席な どの 車内の 分かりやすい 場所に 置いて おく こと 
とし、 窓を 閉め、 ドアは □ック しない こと。 駐車 するとき は、 避難す る 人の 通行 や 災害 応急 
対策の 実施の 妨げと なる ような 場所には 駐車し ない こと。 

(2)  車を 運転 中 以外の 場合に 大地震が' 発生した とき 

•津波から 避難す る ためやむ を 得ない 場合を除き、 避難の ために 車を 使用し ない こと。 

•津波から 避難す る ためやむ を 得ず 車を 使用 するとき は、 道路の 損 壊、 信号機の 作動 停 
止、 道路 上の 障害物な どに 十分 注意し なが' ら 運転す る こと。 

3-4 災害が' 発生した ときな どに 災害対策 基本 法に よる 交通の 規制が' 行 
われた とぎ 

災害対策 基本 法に よリ 、災害が' 発生し、 または まさに 発生し ようとし ている 都道府県 にれ に 

隣接し または 近接す る 都道府県を 含む。） において、 災害 応急 対策が' 的確 かつ 円滑に 行われ 

るよう にす るた め 緊急の 必要が' あるときは、 緊急 通行 車両 以外の 車両の 通行が' 禁止され、 ま 

たは 制限され ます。 

この 交通の 規制が' 行われた 場合、 通行 禁止 区域 等 (交通の 規制が 行われて いる 区域 または 

道路の 区間を いいます。） 内の 一般 車両の 運転者は 次の 措置を とらなければ なりません。 

(1)  速やかに、 車を 次の 場所へ 移動させる こと。 

•道路の 区間を 指定して 交通の 規制が 行われた ときは、 規制が' 行われて いる 道路の 区間 
以外の 場所  ’ 

•区域を 指定して 交通の 規制が' 行われた ときは、 道路 外の 場所 

(2)  速やかな 移動が 困難な ときは、 車を できるだけ 道路の 左端に 沿って 駐車す るな ど、 緊急 

通行 車両の 通行の 妨害と ならない 方法に より 駐車す る こと。 

(3)  警察官の 指示を 受けた ときは、 その 指示に 従って 車を 移動 または 駐車す る こと。 

なお、 警察官は、 通行 禁止 区域 等に おいて 車な どが' 緊急 通行 車両の 通行の 妨害と なって 

し) ると きは、 その 車の 運転者な どに 対して 必要な 措置を とる ことを 命じる ことが、 ありま 

す。 運転者な どが' 命令され た 措置を とらなかったり、 現場に いないた めに 措置を とる こと 


交通の 方法に 関する 教則 
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を 命じる ことができない ときは、 警察官が、 みずから その 措置を とる ことがあります。 この 
場合、 やむ を 得ない 限度に おいて、 車な どを 破損す る ことがあ ります。 また、 これらの 警察 
官の 命令 等の 職務に ついては、 警察官が その 場に いない 場合に かぎり、 災害 派遣に 従事 
する 自衛官 や 消防 吏員が 行う ことがあります。 

3-5 武力 攻撃 事態 等に おける 国民の 保護の ための 措置に 関する 法律な ど 
による 交通の 規制が 行われた とき 

武力 攻撃 事態 等に おける 国民の 保護の ための 措置に 関する 法律に より、 国民の 保護の ため 
の 措置が 的確 かつ 迅速に 行われる ようにす るた め 緊急の 必要が あるときは、 緊急 通行 車両 
以外の 車両の 通行が 禁止され、 または 制限され ます。 

また、 道路交通法に より、 自衛隊 等に よる 我が' 国に 対する 外部からの 武力 攻撃を 排除す るた 
めの 行動が' 的確 かつ 円滑に 実施され るよう にす るた め 緊急の 必要が' あるときは、 自衛隊 等の 
使用す る 車両 以外の 車両の 通行が '禁止され、 または 制限され ます。 

これらの 交通の 規制が' 行われた 場合、 通行 禁止 区域 等 内の 一般 車両の 運転者は、 災害対策 
基本 法に よる 交通 規制が 行われた 場合の 通行 禁止 区域 等 内の 一般 車両の 運転者と 同様の 
措置を とらなければ なりません。 

^  自動車 所有者、 使用者、 安全運転 管理者、 

第 9 章 自動車 運転 代行 業者な どの 心得 

1 自動車 所有者な どの 義務 

自動車を 所有す る 人 や 使用、 管理す る 人は 次の ことを 守らなければ なりません。 

1 - 1 自動車の 保管 場所の 確保な ど 

(1) 住所な ど 自動車の 使用の 本拠の 位置から 2km 以内の、 道路 以外の 
場所に 自動車の 保管 場所を 確保し なければ なりません。 

⑵ 自動車を 運行の 用に 供し ようと するとき などは、 警察署 長の 交付す 
る 保管 場所 標章を 自動車の 後 面 ガラスな どに 貼りつ けて 表示し な 
ければ なりません。 

1—2 自動車の 登録 (届け出） 

自動車は 登録を 受け (軽自動車は 届け出) て、 番号 標 (ナンパ— プレー 
卜) をつ けなければ なりません。 

1一3 自動車の 検査 

自動車は .一定の 時期に 検査を 受けなければ なりません。 前面 ガラスに 


保管 場所 標章 


保管 場所 標章 


sra 彳 


検査 標章 


平成 29 年 7 月 


自動車 所有者、 使用者' 安全運転 管理者、 
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2 使用者、 安全運転 管理者、 自動車 運転 代行 業者な どの 義務 

2-1 使用者の 義務な ど 

( 1 )  車の 使用者は、 運転者に 交通規則を 守らせ、 安全運転 管理者な どに 安全運転の 管理を さ 
せる ように 努めなければ なりません。 自動車 運転 代行 業者が、 その 業務に 従事す る 運転 
者に 代行 運転 自動車を 運転させる 場合 も 同様です。 

(2)  消防 用 自動車な どの 緊急 自動車 や 道路 維持 作業用 自動車の 使用者は、 安全運転 管理者 
を 置いて いる 場合を除き、 運転者に 対し、 安全運転に 必要な 交通安全 教育を 行うよう 努 
めなければ なりません。 

(3)  車の 使用者は、 車の 適正な 駐車の ために 必要な 措置を 講じなければ なりません。 

(4)  運転者が' 次の ような ことを したと きには、 公安委員会から、 その 車の 使用者に 対して、 再 
発を 防止す るた めに 必要な 措置を とる ことを 指示され る ことが' あります。 それでも 、なお 
このような ことが' 繰り返された 場合には、 使用者は、一 定期 間 その 自動車を 運転したり、 
運転 させたり する ことが' できなくなる 処分を 受ける ことが' あります。 

ア 最高 速度違反 行為 (最高 速度を 超える 速度で 車を 運転す る 行為を いいます。） 

イ 過 積載 運転 行為 (過 積載を して 車を 運転す る 行為を いいます。) 

ウ 過労 運転 (過労に より 正常な 運転が' できない おそれが' ある 状態で 車を 運転す る 行為 
をい います。） 

なお、 自動車 運転 代行 業者は、 代行 運転 自動車 や 随伴 用 自動車の 運転者が' ア •ウの 行為 
や駐 停車 違反 行為 (違法に 駐車 または 停車を する 行為を いいます。） をした: ときに も、 公 
安 委員会から、 再発を 防止す るた めに 必要な 措置を とる ことを 指示され たり、 その 営業を 
停止す る 処分を 受けたり する ことがあ ります。 

(5)  公安委員会から 放置 違反 金の 納付を 命ぜられた 車の 使用者は、 それ 以前に 放置 違反 金 
の 納付を 命ぜられた ことが' あるときは、 一定期間 その 車を 運転したり、 運転 させたり する 
ことができなくなる 処分を 受ける ことがあ ります。 

(6)  放置 違反 金を 納付の 期限までに 納付せ ず、 公安委員会から 督促を 受けた 自動車の 使用 
者は'  その 放置 違反 金、 延滞金 および 手数料を 納付した ことな どを 証す る 書面を 提示し 
なければ、 新たに 自動車 検査 証を 受ける ことができません。 


第 2 部 交通の 方法に 関する 教則 

貼られた 検査 標章の 数字は、 次の 検査の 時期 (年月) を 示します。 

1  一 4 強制保険 などの 加入 

自動車損害賠償責任保険 (自賠責保険) か 責任 共済に 加入し なければ なりません。 原動機 付 
自転車 も 必ず 自賠責保険 か 責任 共済に 加入し なければ なりません。 また、 なるべく 一般の 任 
意 保険に も 加入す るよう にしましょう。 

1-5 自動車の 管理 

無免許の 人 や 酒を 飲んだ 人に 車を 貸して はいけ ません。 また、 車を 勝手に 持ち出されな いよ 
うに、 車の 鍵の 保管に 十分 注意し ましょう。 


自動車 所有者' 使用者' 安全運転 管理者、 自動車 運転 代行 業者な どの 心得： 
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2-2 安全運転 管理者な ど 

(1) 自動車の 使用者は、 自動車の 安全な 運転に 必要な 業務を 行わせる ため、 乗車 定員が 1 1 
人 以上の 自動車に あっては 1 台、 その他の 自動車に あっては 5 台 (大型 自動 二輪車と 普通 
自動 二輪車は それぞれ 0.5 台と して 計算し ます。） 以上の 車を 使用す る 事業所 ごとに、 安 
全 運転 管理者を 置かなければ なりません。 また、 自動車 運転 代行 業者は、 その 営業所 ごと 
に 安全運転 管理者を 置かなければ なりません。 

⑵ 20 台 以上の 自動車 (大型 自動 二輪車と 普通 自動 二輪車は それぞれ 〇.5 台と して 計算し ま 
す。） を 使用す る 事業所 (自動車 運転 代行 業者に あっては、 1 〇 台 以上の 随伴 用 自動車を 使 
用す る 営業所) には、 それぞれ 使用す る 台数に 応じて 所定の 数の 副 安全運転 管理者を 置 
かなければ なりません。 

⑶ 安全運転 管理者は、 次の ことを 確実に 行って、 運転者に 安全な 運転を させる ようにし なけ 
れば なりません。 また、 副 安全運転 管理者は、 これらの 業務に ついて 安全運転 管理者を 補 
助し なければ なりません。 

書 交通安全 教育を 行う こと。 

•自動車の 運転に ついての 運転者の 適性、 技能、 知識 や 運転者が 交通規則を 守っ てい 
るかを 把握す るた めの 措置を とる こと。 

⑩ 最高 速度違反 行為、 過 積載 運転 行為、 過労 運転、 違法な 駐車を した 場合に おいて、 運 
転 者が' 車を 離れて ただちに 運転す る ことができない 状態に する 行為 (代行 運転 自動 
車 および 随伴 用 自動車に ついては 駐 停車 違反 行為) の 防止な どに 十分 気を 配っ て 運 
行 計画を 作成す る こと。 

•長距離 運転な どの 場合は、 交代 運転者を 配置す る こと。 

籲 異常な 気象 や 天災な どの 場合は、 必要な 指示を するな ど 安全運転 をさせる ための 措 
置を とる こと。 

籲 日常 点検の 実施 や 運転者の 健康状態 などを 確認し、 安全運転に 必要な 指示を する こと。 

籲 運転 日誌を つけさせる こと。 

•自動車の 運転に ついての 技能、 知識な ど 安全運転に 必要な 事項に ついて 指導す る こと。 
(4) 自動車の 使用者 や 安全運転 管理者な ど 自動車の 運行を 直接 管理す る 者は、 運転者に 次 
のよう な ことを させたり 、黙認したり しては いけません。 このような 場合は、— 定期 間 その 
自動車を 運転したり、 運転 させたり する ことができなくなる 処分を 受ける ことがあります。 

ァ 無免許運転 (免許 停止 中の 運転を 含みます。） や 無資格 運転 
イ 最局 速度違反 彳 了 為 
ゥ 酒 酔い 運転 や 酒気帯び運転 

エ 麻薬、 覚 せい 剤、 シンナー などの 服用 運転 や 過労 運転な ど 
才 積載の 制限に 違反して 自動車を 運転す る 行為 

力 違法な 駐車を した 場合に おいて、 運転者が 車を 離れて ただちに 運転す る ことができな 
い 状態に する 行為 

また:、 自動車 運転 代行 業者 やその 安全運転 管理者な どは、 代行 運転 自動車の 運転者に 対 
しては、 ア〜エ の 行為 または 駐 停車 違反 行為を、 随伴 用 自動車に 対しては ア〜才 の 行為 
または 駐 停車 違反 行為を させたり、 黙認したり しては いけません。 


自動車 所有者、 使用者、 安全運転 管理者、 自動車 運転 代行 業者な どの 心得 似 
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第 2 部 交通の 方法に 関する 教則 
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パーキング  “一5>- 

日 ■•休日 嫌く  8-20 

パーキング •チ ケット 

日 ■細を 除 <  8-20 

• 車輪 止め 装置 取 付け 区間で ある こと 
を 示す 表示板 

⑩ パーキング •チケット 発給 設備が' 

ある ことを 示す 表示板 

H 卜 J し  1 

1 

■  60 分 

K ー キング •チ ケット 

♦信号に かかわらず 左折 可能で ある ことを 
示す 標示 板 


警察官、 交通 巡視 員に よる 信号 

•手 信号  _ ❿ 灯火に よる 信号 


腕を 横に 水平に あげてい ると き 

腕を 垂直に あげてい ると き 

(身体の 方向を 変えないで 腕を 

(横に 水平に あげた 腕を 垂直に 

おろして いると きも 同じです） 

あ げ るまでの 間と 垂直に あ げた 

腕を 横に 水平に 戻す までの 間 も 

同じです） 

_J  IL_ 

_J  1L_ 

1 卜 

i?  r 

nr  r 

♦上図の 説明 

❿ 青色の 矢印の 交通に ついては、 青色の 灯火の 信号と 同じ 意味です。 

春 黄色の 矢印の 交通に つし VT は、 黄色の 灯火の 信号と 同じ 意味です。 

籲 赤色の 矢印の 交通に ついては、 赤色の 灯火の 信号と 同じ 意味です。 

備考 交差点 以外で、 横断歩道 も 自転車 横断 帯 も 踏切 もない ところで 手 信号 や 灯火に よる 信号を じ ^ いると き 
の 停止 位置は'  その 警察官 や 交通 巡視 員の 1m 手前です。 そのほかの 場所で 手 信号 や 灯火に よる 信 
号を している ときの 停止 位圖 よ、 信号機の 場合と 同じです。 

_ 標示 板な ど 

特定の 交通に 対する 信号機の 標示 板  馨 時間 制限 駐車 区間が' ある ことを 


標識. 標示な ど 
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5. 大型 貨物自動車 
等 通行止め 

© 


6. 特定の 最大 積載量 
以上の 貨物自動車 
等 通行止め 


9. 大型 自動 二輪車 
および 

普通 自動 二輪車 
二人 乗り通 行 禁止 


標識 •標示の 種類と 意味 

(1) 標識 

春 規制 標識 

1 . 通行止め 

© 

2.  車両 通行止め 

〇 

3.  車両 進入 禁止 

〇 

4.  二輪の 自動車 以外 
の 自動車 通行止め 


10. 自転車 以外の 
軽 車両 通行止め 


7. 大型 乗用自動車 等 
通行止め 


11.  自転車 通行止め 

12.  車両 (組合せ） 
通行止め 


13. タイヤ チェーンを 
取りつ けて し、 ない 
車両 通行止め 


14 .指定 方向 外 
進行 禁止 

矢印の 方向 以外への 車 
の 進行 禁止 


15. 車両 横断 禁止 

車の 横断の 禁止 (道路 外の 
施設 または 場所に 出入す 
るた めの 左折を 伴う 横断 
を 除く） 


20.  駐車禁止 

21 . 駐車 余地 

| 駐車 余地 6m  | 

~ rr- 

22.  時間 制限 
駐車 区間 

時間を 限って 同一 の 車両 
が 引き続き 駐車す る こと 
がで きる 道路の 区間で あ 
る ことの 指定と 車両が 引 
き 続き 駐車す る ことが' で 
きる 時間の 表示 


28. 特定の 種類の 
車両の 最高 速度 


23. 危険物 積載 車両 
通行止め 

火薬 類、 爆発物、 毒物、 
劇 物な どの 危険物を 積載 
する 車の 通行止め 


14 .指定 方向 外 
進行 禁止 

矢印の 方向 以外への 車 
の 進行 禁止 


8. 二輪の 自動車 • 
原動機 付 自転車 
通行止め 


17. 追 越しの ための 
右側 部分は み 
出し 通行 禁止 


18. 追 越し 禁止 


II 

19 .駐 停車 禁止 


30. 自動車 専用 

高速 自動車 国道と 自動車 
専用 道路の 指定 


24. 重量 制限 


25. 高さ 制限 


26. 最大 幅 


© 


27. 最高 速度 


31 .自転車 専用 

(1)  自転車 道 や 自転車 専 
用 道路 （自転車 だけ 
の 通行の ために 設け 
られた 道路) の 指定 

(2)  普通 自転車 以外の 車 
と 歩行者の 通行 禁止 


32. 自転車 および 
歩行者 専用 

(1)  自転車 歩行者 専用 道 
路の 指定 

(2)  普通 自転車 以外の 車 
の 通行止め 

(3)  普通 自転車が 歩道を 
通行で きる ことの 指定 


33. 歩行者 専用 

(1) 歩行者 専用 道路 (歩 
行者 だけの 通行の た 
めに 設けられた 道路） 
の 指定 

⑵ 歩行者 用 道路の 指定 

⑩ 


34. 一方通行 

a 
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65. 停止線 


停止線 


66. 横断歩道 

蠱 

感 


67. 自転車 横断 帯 


68. 横断歩道 • 
自転車 横断 帯 


70. 規制 予告 

標示 板に 表示され ている 
交通 規制が' 前方で 行わ 
れ ている ことの 予告 


交通の 方法に 関する 教則 


64. 中央線 


第 2 部 


35. 自転車 一方通行 


36. 車両 通行 区分 


37. 特定の 種類の 
車両の 通行 区分 


38. けん 引 自動車の 
高速 自動車 国道 
通行 区分 


43. 進行 方向 別 
通行 区分 


39. 専用 通行 帯 


文字に よる 表示 例 


40. 普通 自転車 
専用 通行 帯 


44. 原動機 付 自転車 
の 右折 方法 
(二 段階） 


45. 原動機 付 自転車 
の 右折 方法 
(小回り） 


46. 環状の 交差点に 
おける 右回り 通行 


41 .路線 パス 等 
優先 通行 帯 


42. けん 引 自動車の 
自動車 専用 道路 
第一 通行 帯 通行 
指定 区間 


50.  警笛 鳴らせ 

51 . 警笛 区間 

車と 路面電車が 轚音 器を 
鳴らさなければ ねらない 区 
間で ある ことの 指定 

翁 

1^-»1 


52. 徐行 


▽ 

\  / 

^Loy 

53. 前方 優先 道路 

W 

I 前方 f 憂 先 道路 I 

~ rr~ 

▼ 


[前方* 先 道路 j 


厂「 


54. 一時停止 


47. 平行 駐車 


48. 直角 駐車 


49. 斜め 駐車 


指示 標識 

57. 並進 可 


58. 軌道 敷 内通 行 可 


59. 高齢 運転者 等 
標章 自動車 駐車 可 


標章 車 専用 


60. 駐車 可 


61 .高齢 運転者 等 
標章 自動車 停車 可 


零 


55. 歩行者 通行止め 


0 


56. 歩行者 横断 禁止 


国 


標章 車 専用 


62. 停車 可 


63. 優先 道路 

□ 
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補助 標識 

71 .距離 •区域 

厂こ の 先 100m  j 

fT^55Qm  ] 

[_ 市内 全域） 


72. 日 •時間 

咱 躍. 休日を 除く  j 

r8-2on 


73. 車両の 種類 

(大  n) 

付を 除 <  1 


帝 


標章 車 専用 


78. 終わり 

本 標識が 表示す る 交通 
規制の 終わり 


( ここまで） 


区域 

ここまで 


74. 駐車 余地 

(1 車 余地 6m〕 


75. 駐車 時間 制限 

1 表示 時刻まで) 


79.  通学 路 

厂 遍学路 j 

80.  踏切 注意 

厂 踏切 注意） 

81.  横風 注意 

_ 風 注意 j 

82.  動物 注意 

_ 物 注意 丨 

83.  注意 _ 

「注  意 J 

84.  注意事項 

G 福 肩 弱し 1 


•キング •チケット 1 

時刻まで」 


76. 始まり 

本 標識が' 表示す る 交通 
規制の 始まり 


I ここから〕 


区域 

ここから 


77. 区間 内 •区域 内 

本 標識が' 表示す る 交通 
規制の 区間 内 •区域 内 


I 区域 内） 


安全 速度 | 

30 


案内 標識 

88. 入 □の 方向 


89. 入 □の 予告 


85. 規制 理由 

音 防止 区間 1 

f 歩行者 横断 多し） 

〇ゴ 向 車 多し） 


86. 方向 

本 標識が 表示す る 路線、 
施設 や 場所が' ある 方向 


90. 方面と 距離 


87. 地名 


小 諸 市 
本 町 


THRfJF.C 


92. 方面と 方向の 
予告 


Ba 


93. 方面、 方向と 
道路の 通称 名 


H  rl 


94. 方面、 車線と 
出 □の 予告 


91 .方面と 車線 


江戸 橋 

Edobashi 

im  命^ UOOm 


95. 方面と 出口 


98. 非常 電話 


非常 電話 


99. 待避所 


待避所 


100. 非常 駐車 帯 


96. 出口 


HU 

■4 


Mmm 


非常 駐車 蒂 


101 .駐車場 


97. サー ビス. エリア 


Pi  nr 


I  士川 

ujigawa 


gr^ 


102. 登坂車線 


103. 国道 番号 


(一般 国道） 
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第 2 部 


交通の 方法に 関する 教則 


104. 都道府県 道 番号 


(一般 都道府県 道） 

105.  道路の 通称 名 

,爾 山 通り | 

霍  Aoyama  -  dori 

106.  傾斜 路— 

湿 


107. 乗合自動車 
停留所 


バス 

のりば 


108. 路面電車 停留 場 


_ 警戒 標識 


109. 十 形 道路 
交差点 あり 


110.  h 形 (H 形) 道路 
交差点 あり 


111.T 形 道路 
交差点 あり 


112.  Y 形 道路 
交差点 あり 


114 .右 (左) 方 
屈曲 あり 


m 

でんし や 
のりば 


— V 


115 .右 (左) 方 
屈折 あり 


11 6 .右 (左) 背 向 
屈曲 あり 


11 7 .右 (左) 背 向 
屈折 あ 0 


11 8 .右 (左) つづら 
折 あり 


11 9 .踏切 あり 


120. 学校、 幼稚園、 
保育所な ど あり 


122. すべりやすい 


123. 落石の おそれ 
あり 


124. 路面に 凹凸 
あり 


125. 合流 交通 あり 


128. 二方 向 交通 


129. 上り 急こう 配 
あり 


130. 下り 急こう 配 
あり 


131 .道路工事 中 


133. 動物が' 飛び出 
す おそれ あり 


134. その他の 危険 


_ 


113 


3. 進路 変更 禁止 
(1)  0 


図示の A の 車両 通行 帯を 通行 
する 車両が 'B の 車両 通行 帯を 
通行す る ことおよ び B の 車両 
通行 帯を 通行す る 車両が A の 
車両 通行 帯を 通行す る ことを 
禁止す る ことを 示す。 

(2)  B  A 


図示の B の 車両 通行 帯を 通行 
する 車両が 'A の 車両 通行 帯を 
通行す る ことを 禁止す る こと 
を 示會〇 


7. 立入り禁止 部分 


12. 車両 通行 帯 
1 .高速 自動車 国道の 本線 車 
道 以外の 道路の 区間に 設 
けられる 車両 通行 帯 
(1) ペイン トな どに よるとき 


8. 停止 禁止 部分 


9. 路側帯 


または 


10. 駐 停車 禁止 路側帯 

車の 駐車と 停車が 禁止され て 
いる 路側 帯で ある こと。 


路 

車 

側 

帯 

道 

■ 

2 .高速 自動車 国道の 本線 車道 
に 設けられる 車両 通行 帯 


11 .歩行者 用 路側帯 

車の 駐 停車、 軽 車両の 通行が' 
禁止され ている 路側 帯で ある 
こと。 


13. 優先 本線 車道 

この 標示が ある 本線 車道と 合 
流す る 前方の 本線 車道が 優 
先 道路で ある ことの 指定 


(2) 標示 

規制 標示 

.転回 禁止 


2. 追 越しの ための 右側 部 
分 はみ出し 通行 禁止 

(1)、（2)は八および巳の部分を 
通行す る 車両に 対して 追 越し 
のた め 右側 部分に はみ出して 
通行す る ことを 禁止す る 場合 

(1) 

B 


B の 部分を 通行す る 車両に 対 
して、 追 越しの ため 右側 部分 
にはみ 出して 通行す る ことを 
禁止す る 場合 
⑶ 

巳  A 

X 


標識. 標示な ど 
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27. 普通 自転車の 
歩道 通行 部分 

普通 自転車が 歩道を 通行す る 
ことができる ことと、 その 場合 
に 通行し なければ ならない 部 
分の 指定 

歩  m 


28. 普通 自転車の 
交差点 進入 禁止 
普通 自転車は、 この 標示を こ 
えて 交差点に 進入す る ことを 
禁止す る こと。 


29. 終わり 

規制 標示が 表示す る 交通 規制 
の 区間の 終わりで ある こと。 


2. 終日 行う 場合 


:1! 


第 2 部 交通の 方法に 関する 教則 


24. 直角 駐車 


籲 指示 標示 

30. 横断歩道 


1111 


1 


25. 斜め 駐車 


31. 斜め 横断 可 

1 . 時間を 限定して 行う 場合 


1 羼  1 1 1 

3 


置羅 霸篇疆 


26. 普通 自転車 
歩道 通行 可 


1»1露» 

睡 I 


㈣ 哪 


14.  車両 通行 区分 

(図示の 文字は 通行 区分を 指 
定 された 車両 通行 帯と 車の 種 
類を 示す） 

■IBH 

Hi 

15.  特定の 種類の 車両の 
通行 区分 

16.  けん 引 自動車の 高速 
自動車 国道 通行 区分 

III 

17.  専用 通行 帯 

M 

18.  路線 バス 等 
優先 通行 帯 

幽1 

ini 

19.  けん 引 自動車の 
自動車 専用 道路 

謹 間 

II 


20. 進行 方向 別 
通行 区分 


21. 右左 折の 方法 


22. 環状 交差点に おけ 
る 左折 等の 方法 


23. 平行 駐車 

1.1 台の 車が 駐車す る 道路の 
部分で ある ことを 示す 場合 
2.2 台 以上の 車が' 駐車す る 道 
路の 部分で ある ことを 示す 
場合 


1  + 

I 

標識 •標示な ど 


自動車 (二 接を 除く) 
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32. 自転車 横断 帯 


33. 右側 通行 


2.1 以外の 場所に 設ける 場合 
(1) ペイン トな どに よるとき 


34. 停止線 


11 


35. 二 段 停止線 


36. 進行 方向 


(2) 道路び ような どに よるとき 


3 .道路の 中央 以外の 部分を 道 
路の 中央と して 指定す る 場合 
(1) 常時 指定 するとき 


(2) 日 または 時間を 限って 指 
定 するとき 


37. 中央線 

1 .道路の 右側に はみ出して 通 

^ 示す 必要が ある 道路に  4.1 と 3 の （1) の 場合で 特に 必 

設ける 場合  要が あるとき 

n  鋼に さける 場合  料 .前方 優先 道路 

I  I 
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車両の 種類と 略称 


■略称 

車両の 種類 

大型 

大型 自動車 

大型 等 

大型 自動車、 特定 中型 自動車 および 
大型 特殊 自動車 

中型 

中型 自動車 

特定 中型 

特定 中型 自動車 

準 中型 

準 中型 自動車 

普通 

普通 自動車 

大特 

大型 特殊 自動車 

自 二輪 

大型 自動 二輪車 および 普通 自動 二輪車 

軽 

長さが 3.40m 以下、 幅が' 1 .48m 以下、 高 
さが 2.00 m 以下の 普通 自動車 讷燃 機関 
を 原動機と する 自動車に あっては、 総 排気 
量が 660cc 以下の ものに 限る） 

小特 

小型 特殊 自動車 

原 付 

原動機 付 自転車 

二輪 

二輪の 自動車 および 原動機 付 自転車 

小 二輪 

小型 二輪車 (総 排気量に ついては 1 25cc 以下、 
定格 出力に ついては 1 .00k  W 以下の 原動機を 
有する 普通 自動 二輪車) および 原動機 付 自転車 

自転車 

普通 自転車 

ト ロリー 

卜 □リーバス 

乗 用 

もっぱら 人を 運搬す る 構造の 自動車 

大乗 

大型 乗用自動車 

中 乗 

中型 乗用自動車 

特定 中 乗 

特定 中型 乗用自動車 

準 中 乗 

準 中型 乗用自動車 

バス 

大型 乗用自動車 および 
特定 中型 乗用自動車 

大型 バス 

乗車 定員が' 30 人 以上の 
大型 乗用自動車 

マイクロ 

大型 バス 以外の 大型 乗用自動車 
および 特定 中型 乗用自動車 

路線 バス 

一般 乗合 旅客 自動車 運送 事業者に よる 
路線 定期 運行の 用に 供す る 自動車 

普 乗 

普通 乗用自動車 

タクシー 

一般 乗 用 旅客 自動車 運送 事業の 用に 供 
する 自動車 

貨物 

貨物自動車 

大貨 

大型 乗用自動車 以外の 大型 自動車 

大貨等 

大型 貨物自動車、 

特定 中型 貨物自動車 
および 大型 特殊 自動車 

中貨 

中型 乗用自動車 以外の 中型 自動車 

特定 中貨 

特定 中型 乗用自動車 以外の 特定 中型 自 
動 車 

準中貨 

準 中型 乗用自動車 以外の 準 中型 自動車 

普貨 

普通 乗用自動車 以外の 普通 自動車 

けん 引 

重 被 けん 引 車を けん 引して いる 
けん 弓 1 自動車 

標章 車 

高齢 運転者 等 標章 自動車 

自動車の 種類 


大型 自動車 


中型 自動車 


普通 自動車 


大型 

特殊 自動車 


大型 特殊 自動車、 大型 自動 二輪車、 普 
通 自動 二輪車 および 小型 特殊 自動車 
以外の 自動車で、 車両 総 重量が' 
11 ,000kg 以上の もの、 最大 積載量が 
6,500 kg 以上の もの、 または 乗車 定員 
が' 30 人 以上の もの 

大型 自動車、 大型 特殊 自動車、 大型 自 
動 二輪車、 普通 自動 二輪車 および 小型 
特殊 自動車 以外の 自動車で、 車両 総 重 
量が 7,500 kg 以上 1 1.000kg 未満の 
もの、 最大 積載量が 4.500 kg 以上 
6,500 kg 未満の もの、 または 乗車 定員 
が' 11 人 以上 29 人 以下の もの 

準 中型 自動車 大型 自動車、 中型 自動車、 大型 特殊 自動 
車、 大型 自動 二輪車、 普通 自動 二輪車 お 
よび 小型 特殊 自動車 以外の 自動車で、 
車両 総 重 置が' 3,500 kg 以上 7.500 kg 
未満の もの、 または 最大 積載量が' 
2,000 kg 以上 4,500 kg 未満の もの 

車体の 大きさ 等が'、 大型 自動車、 中型 自動 
車、 準 中型 自動車、 大型 特殊 自動車、 大型 
自動 二輪車、 普通 自動 二輪車、 または 小型 
特殊 自動車に ついて 定められた 車体の 大 
きさ 等の いずれに も 該当し ない 自動車 
カタ ピラを 有する 自動車 (内閣総理大臣が 
指定す る ものを 除く)、 □ー ド •□ー ラ、 タイ 
ヤ •□ー ラ、 □ー ド •スタ ビラ イザ、 タイヤ. 
ドーザ、 グレー ダ、 スクレ ー パ、 ショベル 
ダ、 ダン パ、 モータ .スイーパ、 フォーク •リフ 
卜、 ホイール •クレーン、 スト ラドル •キャ リ ヤ、 

ア スフ アル ト •フィ ニッ シヤ、 ホイール •ハン マ、 
ホイー ル •ブレーカ、 フォーク •口ーダ、 農耕 作 
業 用 自動車、 □ー タリ 除雪車、 ターレ ット式 構 
内 運搬 車、 自動車の 車台が 屈折して 操 向す 
る 構造の 自動車 および 内閣総理大臣が 指定 
する 特殊な 構造を 有する 自動車に の 表の 小 
型 特殊 自動車の 項に おいて！ ■特殊 自動車 j と 
いう) で、 小型 特殊 自動車 以外の もの 

総 排気量が' 400 cc を 超える 内燃機関 
を 原動機と する 二輪の 自動車 (側車 付 
の ものを 含む) で、 大型 特殊 自動車 お 
よび 小型 特殊 自動車 以外の もの 
二輪の 自動車 (側車 付の ものを 含む） 
で、 大型 特殊 自動車、 大型 自動 二輪車 
および 小型 特殊 自動車 以外の もの 
(注） 総 排気量が 50cc 以下の ものは 
原動機 付 自転車で、 自動車で はない。 

特殊 自動車で、 車体の 大きさが' 長さ 
4.70m 以下、 幅 1.70 m 以下、 高さ 
2.00m  (ヘッド ガード、 安全 キャブ、 安全 
フレーム その他 これらに 類す る 装置が 
備えられ ている 自動車で、 当該 装置を 
除いた 部分の 高さが 2.00 m 以下の も 
のに あつて は、 2.80m) 以下に あてはま 
り、 最高 速度が' 1 5k  m 毎時 以下の もの 
※内閣総理大臣が' 指定す る 三輪の 自動車に ついては、 二輪の 
自動車と みなさ n ます。 


大型 

自動 二輪車 


普通 

自動 二輪車 


小型 

特殊 自動車 
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反則 行為 


W 


交通 反則 告知 書 
(青色 キップ) と 
納付書を 渡される 


8 日 以内に 
反則金を 納付 
した 場合 


8 日 以内に 
反則金を 納付 
しなかった 場合 


1 交通 反則 通告 制度 

1-1 交通 反則 通告 制度の 趣旨 

この 制度は、 自動車、 原動機 付 自転車な どの 運 
転 者の した 違反 行為のう ち、 反則 行為 （交通 違 
反のう ち 特に 定められた 種別の 違反を いい ま 
す。） について は、一 定期 間 内に 反則金を 納める 
と、 刑事裁判 や 家庭裁判所の 審判を 受けないで 
事件が '処理され る ものです。 もし、 反則金を 納 
めなかった ときは、 刑事 手続 または 少年 審判 手 
続で 処理され る ことと なります。 

1-2 交通 反則 告知 書 （青色 キップ） を 
渡された 場合 

反則 行為を した 運転者は、 警察官 等から 交通 反 
則 告知 書 (青色 キップ) と 納付書を 渡されます。 

その 日を 含めて 8 日 以内に 告知 書と 納付書に 言 己 
入され た 金額の 反則金を 納付す ると、 手続は 終 
わり、 刑事裁判 や 家庭裁判所の 審判を 受けな く 
て もよ いこと になります。 

1-3 通告を 受けた 場合 

納付書に 記載され た 期間 内に 反則金を 納付し な 
かった ときは、 指定され た 通告 センター に 出頭し 

て、 通告 書を 受けと リ 、その 日を 含めて* 1 1 日 以内に 反則金を 納付す ると 手続は 終わります。 
住所が 遠い などで 通告 センター に 出頭で きない 者は、 送付に より 通告を 受けます。 このと き 
は、 送付に 要した 費用を 反則金と ともに 納めなければ なりません。 


通告 センターに 
出頭し 

反則金 納付の 
通告を 受ける 


11 日 以内に 
反則金を 
納付し なかった 

4 日ム 
与 口 


刑事 手続 等へ 移行 
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⑩ 違反した 運転者が 出頭し ない 
鲁 違反した 運転者に よる 反則金の 納付がない 

など、 運転者 責任の 追及が できない 場合は、 公安委員会は 車両の 使用者に 対して 放置 違 
反 金の 納付を 命令す る ことと なります。 

(注) r 使用者 j とは 通常、 車検 証に 記載され ている 使用者を いい、 多くの場合、 所有者と-致します (割賦販売 による 車両 や リース 車 
両 などは、 使用者と 所有者が' 異なる ことがあ リ ます。）。 

2-3 納付し なかった 場合の 措置 

(1)  督促 •滞納処分 

地方税の 滞納処分の 例に より、 放置 違反 金 および 延滞金 •手数料を 強制的に 徴収され ます。 

(2)  車検 拒否 

放置 違反 金を 滞納して 納付 命令の 督促を 受けた 者は、 車検 時に 放置 違反 金 等を 納付 
した ことを 証明す る 書面を 提示 しないと 車検 (継続 検査 または 構造 等 変更 検査） を受 
ける ことができません。 


第 3 部 交通違反 点数と 講習 制度な ど 


1-4 反則 行為 

反則 行為のう ち 主な ものは、 P.1 25 〜 P.1 26 の 表のと おりです。 反則 行為を した 人で あっ 
て も 無免許運転 または 酒気帯び運転を していた 人、 反則 行為に よって 交通事故を 起こし 
た 人の ような 危険性の 高い 人には、 この 制度は 適用され ません。 

1-5 反則金の 使途 

反則金は 銀行 や 郵便局を 通じて 国に 納められた 後、 交通安全 対策 特別 交付金と して 都 道 
府県 や 市町村に 交付され、 信号機、 道路標識、 横断歩道 橋な どの 交通安全 施設の 設置に 
使われます。 


2 放置 違反 金 制度 

2 - 1 放置 車両とは 

違法 駐車と 認められる 場合に おける 車 
両 であって、 運転者が その 車両を 離れ 
て ただちに 運転す る ことが' できない 状 
態に ある ものを いいます。 

車両の 停止時間の 長短、 車両から 離れ 
た 距離、 エンジンを 止めて いるか 否か 
(ハザードランプ 点灯の 有無) 等は 関係 
ありません。 

2-2 放置 違反 金の 納付 命令 
(使用者 責任） 

放置 駐車 確認 標章が' 取リ つけられた 車 
両 について 


放置 駐車違反 に対する 黃任 追及の 流れ 


放置 車両の 確認 
確認 標章の 取りつ け 


(  運転者 未 出頭  ） 


(弁明の 機会を 付与した 上で） 

〔納付）  j 放置 違反 金納 付 命令 


運転者 


督促 • 滞納処分 


車検 拒否 


使用者 


常習 違反者への 
車両の 使用 制限 命令 


滞納者 


祕 


使用者 資 任の 追及 
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ゥ 付加 点数は、 交通事故を 起こした 場合に、 交通事故の 種別と 不注意の 程度に 応じて、 
次の 表のと おり、 原因と なった 違反 行為の 点数に 加算され る 点数です。 

付加 点数 (交通事故） 


霜^^^ 

2-4 車両の 使用 制限 命令 

放置 違反 金の 納付 命令を 受けた 使用者が、 過去 6 力 月 以内に 同じ 車両に 対して 納付 命令 
を 3 回 以上 受ける と、 3 力 月を 超えない 範囲 内で 車両の 使用が 制限され ます。 


3 点数制 度 

3-1 点数制 度 

点数制 度とは、 違反 行為に 対する 点数を あらかじめ 定めて おき 自動車 等の 運転者の 交通 違 
反 や 交通事故に 一定の 点数を 付し、 過去 3 年間の 合計 点数 (累積 点数と いう。） が' 一定の 基準 
に 達した 場合に 免許の 取消し、 停止 等の 処分を 行う ことを 内容と する 制度です。 


3-2 違反 行為に 付す る 点数 

点数には、 一般 違反 行為に 付す る 基礎 点数、 特定 違反 行為に 付す る 基礎 点数 および 違反 行為 
に対する 付加 点数 (交通事故の 場合) があります。 

ア ー般 違反 行為の 基礎 点数は、 違反 行為の 種別に 応じ P.1 25 〜 P.1 26 の 表のと おり 定め 
られ ています。 

イ 特定 違反 行為の 基礎 点数は、 悪質 •危険な 運転者を 交通の 場から 排除す るた め、 次の 
表の ような 高い 点数が 定められて います。 

なお、 同時に 2 つ 以上の 違反 行為を したと きは、 高い 方の 点数が 'つけられます。 

特定 違反 行為の 基礎 点数 


酒 酔い 運転 や 麻薬、 覚 せい 剤 
などを 使用 じ c の 運転。 


違反 点数 35 点 | 

♦ 

免許 取消し 

rn^mm 

酒気 帯び (0.25 以上) 運転 

違反 点数 25 点 

♦ 

免許 取消し 

特定 違反 行為 

点数 

運 

転 

殺 

運転 殺人 等 

62 

運転 傷害 等 (治療 期間 3 力 月 以上 または 後 遺 障害） 

55 

運転 傷害 等 (治療 期間 30 日 以上） 

51 

傷 

運転 傷害 等 (治療 期間 1 5 日 以上） 

48 

守 

運転 傷害 等 (治療 期間 1 5 日 未満 または 建造物 損 壊） 

45 

危 

危険 運転 致死 等 

62 

険 

運 

危険 運転 致 傷 等 (治療 期間 3 力 月 以上 または 後 遣 障害） 

55 

転 

危険 運転 致 傷 等 (治療 期間 30 日 以上） 

51 

死 

危険 運転 致 傷 等 (治療 期間 1 5 日 以上） 

48 

傷 

等 

危険 運転 致 傷 等 (治療 期間 1 5 日 未満） 

45 

酒 酔い 運転 

35 

麻薬 等 運転 

35 

救護 義務 違反 (ひき 逃げ） 

35 

交通事故の 種別 
(被害の 程度） 

交通事故が もっぱら 違反 行為者の 不注意に 
よって 発生して いるもの である 場合 

左記 以外の 場合 

死亡 事故 

20 点 

13 点 

傷 

圭 

治療 期間 3 力 月 以上 
または 後 遺 障害を 伴う もの 

13 点 

9 点 

治療 期間 30 日 以上 3 力 月 未満 

9 点 

6 点 

量 

故 

治療 期間 1 5 日 以上 30 日 未満 

6 点 

4 点 

等 

治療 期間 15 日 未満 
または 建造物 損 壊 

3 点 

2 点 
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1 回 


2 回 


3 回 


90 日 


120 日 


120 日 


150 日 


150 日 180 日 


60 日 


150 日 


30 日 


90 日 


60 日 


120 日 


90 日 


取消 1 年 


取消 1 年 


取消 1 年 


取消 1 年 


取消 2 年 


取消 2 年 


※累積 点数 15 点 以上は 省略 


イ ー般 違反 行為を した ことを 理由と して 処分が' なされる 場合の 累積 点数の 区分 


過去 3 年 以内の 運転免許の 停止な どの 回数 

0 回 

1 回 

2 回 

3 回 以上 

免許の 停止 

6 点〜 14 点 

4 点〜 9 点 

2 点〜 4 点 

2 点 または 3 点 

免 

欠格 期間 1 年 (3 年） 

15 点〜 24 点 

10 点〜 19 点 

5 点〜 14 点 

4 点〜 9 点 

許 

欠格 期間 2 年 (4 年） 

25 点〜 34 点 

20 点〜 29 点 

15 点〜 24 点 

10 点〜 19 点 

り） 

取 

欠格 期間 3 年 (5 年） 

35 点〜 39 点 

30 点〜 34 点 

25 点〜 29 点 

20 点〜 24 点 

消 

I 

欠格 期間 4 年 (5 年） 

40 点〜 44 点 

35 点〜 39 点 

30 点〜 34 点 

25 点〜 29 点 

し 

欠格 期間 5 年 

45 点 以上 

40 点 以上 

35 点 以上 

30 点 以上 

ウ 特定 違反 行為を した ことを 理由と して 処分が なされる 場合の 累積 点数の 区分 


過 5 

53 年 以内の 運転免許の 停止な どの 回数 

0 回 

1 回 

2 回 

3 回 以上 

欠格 期間 3 年 (5 年） 

35 点〜 39 点 

免 

許 

の 

欠格 期間 4 年 (6 年） 

40 点〜 44 点 

35 点〜 39 点 

欠格 期間 5 年 (7 年） 

45 点〜 49 点 

40 点〜 44 点 

35 点〜 39 点 

欠格 期間 6 年 (8 年） 

50 点〜 54 点 

45 点〜 49 点 

40 点〜 44 点 

35 点〜 39 点 

取 

消 

し 

欠格 期間 7 年 (9 年） 

55 点〜 59 点 

50 点〜 54 点 

45 点〜 49 点 

40 点〜 44 点 

欠格 期間 8 年 (10 年） 

60 点〜 64 点 

55 点〜 59 点 

50 点〜 54 点 

45 点〜 49 点 

欠格 期間 9 年 (10 年） 

65 点〜 69 点 

60 点〜 64 点 

55 点〜 59 点 

50 点〜 54 点 

欠格 期間 10 年 

70 点 以上 

65 点 以上 

60 点 以上 

55 点 以上 

※欠格 期間 中 または 欠格 期間 終了後 5 年 以内に 再び 免許の 取消 処分 等を 受けた ときは、 欠格 期間が 延長され ます (カ ッコ 内)。 
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なお、 救護 義務 違反 （ひき 逃げ) をした ときは 35 点が、 措置 義務 違反 （いわゆる あて 逃げ） 
をした ときは 5 点が、 さらに 加算され ます。 


- 

酒気帯び運転 (呼気 中の アルコール 濃度が 0.1 5 
mg/fi 以上 0.25mg/fi 未満の 場合) で、 前方 不 
注意に よる 追突 事故に より 治療 期間 1 5 日 未満 
の 事故 または 建造物 損 壊 事故を 起こした 場合。 


酒気帯び運転と 
安全運転 義務 違反で 

違反 点数 14 点 
付加 点数 3 点 


免許 取消し 

(欠格 期間 1 年） 
前歴がない 場合 


酒 酔い 運転を していた 運転者が'、 もっぱら 不注 
意に より 死亡 事故を 起こし、 救護 義務 違反 (ひ 
き 逃げ) をした 場合。 


酒 酔い 運転 35 点 
+ 

付加 点数 (死亡 事故)  20 点 
救護 義務 違反 (ひき 逃げ) 35 点 


免許 取消し 

(欠格 期間 10 年) 

前歴が' ない 場合 


※欠格 期間とは、 運転免許を 取り消されてから、 新たに 運転免許を 受ける ことが' できる までの 期間です。 

3-3 処分な どの 基準点 数 

運転免許の 停止 や 取消しの 処分の 基準は 次の 表の ようになって います。 
ア 免許 停止 処分 等の 基準点 数と 処分 日数の 区分 


11  12  13  14 
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•XI 年 以上 経過とは、 違反 または 事故の 翌日から、 次の 違反 または 事故の 前日まで、 免許の 失効. 停止 期間を 除き、 1 年 以上 無事故 • 
無 違反で 経過した ときをい う。 

イ 長期 無事故 •無 違反者に 対する 優遇 措置 

2 年 以上 無事故. 無 違反であった 者が、 1 点、 2 点、 または 3 点の 軽微な ji 反を した 場 
合、 その後 3 力 月 以上 違反がなければ 違反 点数は 累積され ない (違反 歴は 残る)。 


ウ 前歴と ならない 場合 

免許 停止の 処分を 受けた 場合、 停止 処分 満了 日の 翌日から 1 年 以上 無事故 •無 違反 
で 経過した ときは 「処分 前歴な し」 として 扱われる 便 新 時の 区分は 違反 歴が 適用され 
る ）〇 


累積 点数 6 点で 

1 年 以上 経過 

一時 不 停止 

累積 点数 A 違反 2 点 

免許 停止 処分 

A  2 点 

処分な し 

4 講習 制度 

4-1 初心 運転者 講習 

ァ 準 中型 免許、 普通 免許、 大型 二輪 免許、 普通 二輪 免許 または 原 付 免許に ついて、 免許 
の 種類 ごとに 取得 後 1 年間 （停止 中の 期間を 除く。） を 初心 運転者 期間と し、 その 間に 
違反な どを 犯し 一定の 基準 (合計 点数 3 点 以上。 ただし、 1 回 3 点と なる 場合は 4 点以 
上。） に 該当した 人には 初心 運転者 講習が 行われます。 

ィ ァの 基準に 該当する 運転者が、 初心 運転者 講習を 受講し ない 場合、 または 受講 後に 再 
び 3 点 以上 （1 回 3 点と なる 場合は 4 点 以上) の 違反を した 場合は、 再試験が 行われます。 


3-4 点数 計算 等の 特例 

違反 点数 または 前歴の 計算に おいて 次の ような 特例が' 認められて います。 


ァ 違反 点数が '累積され ない 場合 

1 年間 無事故 •無 違反で 経過した ときは、 それ 以前の 点数は 累積され ない (違反 歴は 残る)。 
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ウ 再試験に 合格し ない 場合 または 再試験を 受けない 場合は、 該当する 免許の み 取り消 
されます。 この 取消 処分には 欠格 期間が' ありません。 

4-2 違反者 講習 

3 点 以下の 軽微な 違反 行為に より 累積 点数が' 6 点に なった 者を 対象に 行われる 講習で あ 
リ 、この 講習を 受けた 者には 免許 停止 処分は 行われません。 ただし、 過去 3 年 以内に 違反 
者 講習 や 停止 処分 等の 対象と なった 者は 受講で きません。 講習の 内容は、 実車に よる安 
全 運転 講習 や 交通安全 活動 体験 講習な どの コースが あります。 

4-3 停止 処分 者 講習 

交通違反 や 交通事故 等に より 免許の 停止 または 保留な どの 行政処分を 受けた 運転者を 
対象に 行われる 講習で あり' この 講習に おいて 一定 以上の 成績を 収めた 者に つい ては、 
処分の 停止 日数 や 保留 日数が' 短縮され ます。 

4-4 取消 処分 者 講習 

過去に 運転免許の 取消 処分 等 (再試験の 取消しを 除く。） を 受け、 新たに 運転免許を 取得し よう 
とする 方を 対象に 行われる 講習です。 欠格 期間 経過 後、 運転免許 試験を 再び 受けよう とすると 
きは、 過去 1 年 以内に 取消 処分 者 講習を 受講して いなければ、 免許 試験を 受験で きません。 

4-5 更新 時 講習 

免許証を 更新し ようと するとき は、 高齢者 講習を 受けた 人を 除き、 運転者の 違反 歴 などの 
状況に 応じて、 更新 時 講習を 受けなければ なリ ません。 


なお' 免許 有効期間 満了 前 6 力 月 以内に 公安委員会が 行う 特定 任意 講習 や 更新 時 講習と 
同等の 効果が' あるとの 認定を 受けた 運転免許 取得者 教育 (違反 運転者に 対する ものは あ 
りません。） を 受けた 人は、 受講 義務が 免除され ます。 


講習 区分 

対象 者 

時間 

優良 運転者 講習 

免許を 受けて いる 期間が' 継続して 5 年 以上で、 更新 前 5 年間 （基 
準 日から 起算） に、 違反 行為、 重大 違运 そそのかし _ または 道路 
外 致死 傷を した ことがない 人 

30 分 

一般 運転者 講習 

優良 運転者 講習 • 違反 運転者 講習. 初回 更新 者 講習の いずれに 
も あてはまらない 人 

60 分 

初回 更新 者 講習 

免許を 受けて いる 期間が' 継続して 5 年 未満の 人のう ち、 更新 前 5 
年間 (基準 日から 起算） に 3 点 以下の 軽微な 違反 1 回 以下で あり' 
かつ、 重大 違反 そそのかし 等 または 道路 外 致死 傷を した ことが 
ない 人 

120 分 

違反 運転者 講習 

更新 刖 5 年間 （基準 日から 起算） に 3 点 以下の 軽微な 違反 2 回以卜 
もしくは 4 点 以上の 違反 1 回 以上の 人、 または、 重大 違反 そそのか 
し 等 もしく は 道路 外 致死 傷を した ことがある 人 

120 分 

基準 日： 更新 前の 運転免許証の 有効期間が 満了す る 日の 直前の その 者の 誕生日の 4〇 日 前の 日 


4-6 高齢者 講習 
ア 70 歳から 74 歳までの 高齢者の 免許 更新 


第 3 部 


交通違反 点数と 講習 制度な ど 


交通違反 点数と 講習 制度： 
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•免許証の 更新 期間 満了 日 （「誕生日の 1 力 月 後の 日」 以下 同じ) の 年齢が7 ◦歳から 74 歳 
までの 高齢者は、 更新 手続き 前に 高齢者 講習 等を 受講し なければ なりません。 

•受講 期間は、 更新 期間 満了 日 6 力 月 前から 更新 期間 満了 日までで す。 

•更新 前 6 力 月 以内に 公安委員会が 行う 特定の 講習 や 高齢者 講習と 同等の 効果が あると 
認定を 受けた 運転免許 取得者 教育を 受けた 者は 講習が' 免除され ます。 

•教習所に おいて、 自動車 等を 運転して 行う チャレンジ 講習に よっ て、 加齢に 伴う 身体 機 
能の 低下に よる 運転への 著しい 影響がない 旨の 確認書の 交付を 受けた 方は、 簡易な 講 
習になります。 

イ 75 歳 以上の 高齢者の 免許 更新 

❿ 免許証の 更新 期間 満了 日の 年齢が 75 歳 以上の 高齢者は、 更新 手続き 前に 認知 機能 検 
査と 高齢者 講習 等を 受講し なければ なりません。 

❿ 認知 機能 検査と 高齢者 講習 等の 受講 期間は、 更新 期間 満了 日6 力 月 前から 更新 期間 満 
了 日までで す。 

•高齢者 講習は、 認知 機能 検査の 結果、 認知 機能の 低下の おそれがない と 判定され た 方 
につい ては 2 時間、 その他の 方に ついては 個別 指導を 含む 3 時間の 講習と なります。 

# 更新 時の 認知 機能 検査で — 定の 規準に 該当した ときは、 認知 症に 該当する かどう か 
臨時の 適性検査を 受ける か、 または 一定の 要件を 満たす 医師の 診断書を 提出す る ことと 
なります。 

ゥ 臨時 認知 機能 検査と 臨時 高齢者 講習 

_75 歳 以上の 運転者が、 認知 機能が' 低下した ときに 起こし やすい 一定の 違反 行為を した 
ときは 臨時 認知 機能 検査を 受ける ことになります。 

•検査の 結果、 認知 機能の 低下が、 運転に 影響す る おそれが あると 判断され たと きは、 
臨時 高齢者 講習 (個別 指導と 実車 指導) を 受けなければ なりません (P.4、 5 参照)。 

5 運転免許証の 返納 制度と 運転 経歴 証明書の 取得 

ア 運転免許証の 返納 制度 

⑩ 高齢 等に 伴い、 自主的に 運転免許証の 返納を 申請す 
る ことにより 運転免許を 取り消す 制度です。 

•取得した すべての 運転免許を 返納す る 場合の ほか' 

上位の 免許を 返納して 下位の 免許を 残す こと もで き 
ます。 例えば、 普通 免許を 保有して いる 場合に'  普通 
免許を 返納して 原 付 免許を 保有す る ことができます。 

イ 運転 経歴 証明書の 取得 

•すべての 運転免許を 自主 返納した 方は、 運転 経歴 
証明書の 交付を 申請す る ことができます。 

籲 運転 経歴 証明書は、 運転免許を 返納した 日から さかの 
ぼって 5 年間の 運転に 関する 経歴を 証明す る ものです。 

なお、 運転 経歴 証明書は、 運転免許証と 同様に 身分 
証明書と して 用いる ことができます （一部の 機関を 
除く 0)0 
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主な 一般 違反 行為の 基礎 点数と 反則金の 額 


交通違反の 種類 

点数 

酒気 帯び 点袭 
肛25 未満 

(SD 

5  反則金の 額 （円） 

大型車 (H) 

普通 車 

二輪車 

原 付 車 dD 

酒気 帯び 
運転 

0.25 以上 

25 

0.1 5 以上 0.25 未満 

13 

過労 運転 等 

25 

共同 危険 行為 等 禁止 違反 

25 

無免許運転 

25 

/ 

大型 自動車 等 無資格 運転 

12 

19 

仮免許 運転 違反 

12 

19 

無 車検 運行 

6 

16 

無 保険 運 

行 

50km 以上 

6 

1? 

16 

19 

速度 超過 

40km 以上 50km 未満 

6 

16 

(高速 道 
路 関係) 

35km 以上 40km 未満 

6 ⑶ 

16(15) 

(40,000) 

(35,000) 

(30,000) 

(20,000) 

30km 以上 35km 未満 

6 ⑶ 

16(15) 

(30,000) 

(25,000) 

(20,000) 

(15,000) 

dD 

25km 以上 30km 未満 

3 

15 

25.000 

18,000 

15,000 

12,000 

20km 以上 25km 未満 

2 

14 

20,000 

15.000 

1 2,000 

1 0,000 

15km 以上 20km 未満 

1 

14 

' 15,000 

1 2,000 

9,000 

7,000 

15km 未満 

1 

14 

1 2,000 

9,000 

7,000 

6,000 

放置 駐車 
違反 靈 

駐 停車 禁止 場所 等 

3 

25,000 (27.000) 

18,000 (20,0 ⑽ 

10.000 (12, 000) 

10,000 (12,000) 

駐車禁止 場所 等 

2 

21,000 (23.000) 

15,000 (17, 000) 

9.000 (11, 000) 

9.000 (11. 000) 

駐 停車 
違反 dD 

駐 停車 禁止 場所 等 

2 

14 

15,000 (17, 000) 

12,000 (14,000) 

7,000(9,000) 

7,000 (9, 000) 

車 禁止 場所 等 

1 

14 

12,000 (14, 000) 

10,000 (12, 000) 

6.000 (8.000) 

6,000 (8. 000) 

信号無視 

赤色 等 

2 

14 

12,000 

9.000 

7,000 

6,000 

点滅 

2 

14 

9,000 

7,000 

6,000 

5,000 

通行 禁止 違反 

2 

14 

9,000 

7,000 

6.000 

5,000 

通行 区分 違反 

2 

14 

1 2,000 

9.000 

7,000 

6,000 

急 ブレーキ 禁止 違反 

2 

14 

9.000 

7,000 

6,000 

5,000 

追 越し 違反 

2 

14 

12,000 

9.000 

7,000 

6,000 

踏切 不 停止 等 

2 

14 

1 2,000 

9.000 

7,000 

6,000 

優先 道路 通行 車 妨害 等 

2 

14 

9.000 

7.000 

6,000 

5.000 

交差点 安全 進行 義務 違反 

2 

14 

1 2,000 

9,000 

7,000 

6,000 

環状 交差点 通行 車 妨害 等 

2 

14 

9,000 

7,000 

6,000 

5,000 

環状 交差点 安全 進行 義務 違反 

2 

14 

12.000 

9,000 

7,000 

6.000 

横断 歩行者 等 妨害 等 

2 

14 

1 2.000 

9,000 

7,000 

6,000 

徐行 場所 違反 

2 

14 

9.000 

7,000 

6,000 

5,000 

指定 場所 一 

-時不 停止 等 

2 

14 

9,000 

7,000 

6.000 

5.000 

積載 物 

10 割 以上 

6  3 

16 

15 

35,000 

30,000 

25,000 

重量 制限 f 

5 割 以上 10 割 未満 

3  2 

15 

14 

40,000 

30.000 

25,000 

20,000 

超過 送の  c 

3 割 未満 

21 

14 

14 

30,000 

25.000 

20,000 

15.000 

整備 不良 - 

的 動 装置 等 

2 

14 

1 2,000 

9,000 

7,000 

6,000 

1 

i 灯 等 

1 

14 

9,000 

7,000 

6,000 

5,000 

携帯電話 使用 等 (交通の 危険） 

2 

14 

1 2,000 

9,000 

7,000 

6,000 

携帯電話 使用 等 (保持） 

1 

14 

7,000 

6,000 

6,000 

5,000 

安全運転 義務 違反 

2 

14 

1 2.000 

9,000 

7,000 

6,000 

幼児 等 通行 妨害 

2 

14 

9.000 

7.000 

6,000 

5.000 

騒音 運転 等 

2 

14 

7,000 

6,000 

6,000 

5,000 

消音器 不備 

2 

14 

7.000 

6,000 

6,000 

5.000 

高速 自動車 国道 等 運転者 遵守 事項 違反 

2 

14 

1 2,000 

9.000 

7,000 

小特 6,000 

g 許 条件 違反 

2  1  14  | 

9,000 

7,000  1  6,000 

5.000 

交 

通 

違 

反 

点 

数 

と 

講 

習 

制 

度 
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®) 「酒気帯び運転 (0.1 5 以上 0.25 未満)」 は、 呼気 中の アルコール 濃度 0.1 5mg/S 以上 0.25mg/s 未満な £の^ 
で、 「酒気帯び運転 (0.25 以上)』 は、 呼気 中の アルコール 濃度 以上な どの 場合を いいます。 （S) 迨反 をし 
た 場合に 酒気を 帯びて いたと きは 「酒気 帯び 点数 j の 点数と なります。 C1D 「大型車 •! とは、 大型 自動車' 中型 自動 串、 
準 中型 自動車、 大型 特殊 自動車、 ト ロリー パス および 路面電車を いいます。 CH) 「二輪車」 とは、 大型 自動一 輪 車 およ 
び 普通 自動 二輪車を いい ます。 CH) 「原 付 車 j とは ソ h 型 特殊 自動車 および 原動機 付 自転車を いいます。 なお、 小型 
特殊 自動車の みの 適用の 場合は、 小特と 記入。 （1D 「速度 超過」 「車間距離 不 保持」 の 欄の （ ） 内の 数は' 局 速 道路 関 
係の 点数 ぉょび 反則金の 額です。 _「 放置 駐車違反」 の 欄の 「大型車」 は' 重 2だん卜 弓 含よ _ ま上蚩 
車 違反」 「駐 停車 違反」 の 欄の （ ） 内の 数は、 高齢 運転者 等 標章 自動車 以外の 車両に よる 局 帥 運転者 等 専用 駐車 区間 
等に お ける 反則金の 額です (高齢 運転者 等 専用 駐車 区間 等 以外での 反則金の 額に、 2,000 円を 加えた 額と なり ま 
ォ。） 。 (SD I ■積載 物 重量 制限 超過 >1 の 点数 および 酒気 帯び 点数の 左 欄は 大型車 等、 右 欄は 普通 車 等の 点数です。 


この 欄は、 運転のと きの ヒヤリ •ハッ ト 体験、 違反 •事故の 記録を 書き込んで い ただ 
くた めの もので •'す。 

必要に応じて 活用して いただき、 皆 さまの 安全運転に お役立て くださ い 


年月日 

内容 

場所 

備考 

運転 状況 メモ 
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安全運転 5 則 

H 安全 速度を 必ず 守る  H カーブの 手前で スピードを 落とす 


0 交差点では 必ず 安全を 確かめる 0 —時停止で 横断 歩行者の 安全を 守る 


0 飲酒運転は 絶対にし ない 


自転車が 加害者と なる 交通事故が 多発して います。 


自転車 事故は 5 分 49 秒に 1 件 発生して います (平成 29 年 交通事故 統計 ょ り)。 

自転車と 歩行者、 自転車 同士の 事故な ど、 自転車が' 力瞎 者になる と 損害賠償 責任を 負います。 
近年'  1 億円 近い 高額な 賠償金の 支払いを 命ずる 判決が' いくつ も 出されて います。 

自転車 利用者の 皆さん！ 保護者の 皆さん！ 

自転車に よる 万が一の 事故への 備えは 大丈夫で すか？ 


子どもが' 加害者に なった 場合、 親が' 賠償 責任を 負う ことに! 


〈事例〉 

男子 小学生 （ 1 1 歳) が' 夜間、 自転車で 帰宅 中に、 
歩行 中の 女性 (62 歳) と 衝突。 

女性の 意識が' 戻らない 状態に なった 事故で 


自転車 側 (親) に 

9,521 万円の 賠償を 命ずる 判決! 


詳しくは、 （一 財） 全日 本 交通安全 協会の 
ホームページ (http://www.jtsa.or.jp/) で! 


自転車を 利用す る 方は、 交通 ルールと マナ— を 守って 安全な 運転に 努めましょう。 


自転車 安全 利用 五 則 

n 自転車は、 車道が' 原則、 a 車道は 左側を 通行 日 歩道は 歩行者優先で、 
歩道は 例外  車道 寄りを 徐行 


B 安全 ルールを 守る  0 子どもは ヘルメットを 着用 


UN 310400 1-A 


交通に 関する お問い合わせ 
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一 財) 全日 本 交通安全 協会 (全国 交通安全 活動 推進 センター） 


全日 本 交通安全 協会は、 道路交通法 第 1 08 条の 32 の 規定に 基づき、 「全国 交通安全 活動 推進 センター」 として、 
国家 公安委員会から 指定を 受けて います。 


東京都 千代 田 区 九 段 南 4-8-13 自動車 会館 7F 

電話 (03)  3264-2641  ホームページ  http://www.jtsa.or.jp/ 

受付 時間/  9  : 1 5 〜 1 7  : 1 5  ( 土  •日. 祝日を 除く） 


都道府県 交通安全 協会 (都道府県 交通安全 活動 推進 センター) 


都道府県 交通安全 協会は、 道路交通法 第 1 〇8 条の 31 の 規定に 基づき、 [■都道府県 交通安全 活動 推進 センター」 
として、 それぞれの 都道府県 公安委員会から 指定を 受けて います。 


1 協会 名 

電話番号 | 

KSH1 

WKKKKmmm 

北海道 

(011)  737-8700 

静岡 

(054)  251-4765 

鳥 取 

(0857)  24-2110 

青 森 

(017) 

782-5012 

(054)  251-8103 

島根 

(0852)  36-6338 

岩 手 

(019) 

652-4597 

富 山 

(076)  451-1851 〜 2 

岡 山 

(086)  724-9700 

宮城 

(022) 

223-1130 

石 川 

(076)  238-0496 

広 島 

(082)  941-7700 

秋 田 

(018) 

896-5045 

福 井 

(0776)  22-0465 

山 □ 

(083)  973-0054 

山形 

(023) 

655-5320 

岐阜 

(058)  271-5278 

徳島 

(088)  624-7111 

(023) 

655-6360 

愛知 

(052)  981 -7587 〜 9 

香 川 

(087)  832-9355 

福 島 

(024) 

591-5038 

三重 

(059)  228-9636 

愛媛 

(089)  979-2101 

東京 

(03)  3592-1234 

(059)  223-1333 

高 知 

(088)  822-5877 

茨城 

(029) 

247-3355 

(077)  585-2750 

福 岡 

(092)  641-8880 

栃木 

(028)  622-8483 

滋賀 

(050)  3775-0303 

佐賀 

(0952)  26-9837 

群 馬 

(027) 

252-0251 

京都 

(075)  41 1-0056 〜 7 

長 崎 

(095)  845-1770 

埼玉 

(048) 

824-3050 

大阪 

(06)  6941-6983 

熊 本 

(096)  233-2110 

千 葉 

(043) 

271-8481 

兵 庫 

(078)  341-8318 

大分 

(097)  532-0815 

神奈川 

(045) 

478-0166 

(078)  371-2262 

宮崎 

(0985)  35-6231 

新 潟 

(025) 

285-3755 

奈良 

(0744)  22-0680 

鹿 児 島 

(099)  269-7565 

山 梨 

(055) 

280-5550 

(0744)  23-4400 

沖縄 

(098)  851-7900 

長 野 

(026) 

292-9750 

知 敦山 

(073)  473-1710 

わかる 身に つく 交通 教本 


■編集 •発行/  一般 財団法人  全日 本 交通安全 協会 

亍 102 -0074 東京都 千代 田 区 九 段 南 4-8-1 3 自動車 会館 7F 

電話 (03)3264-2641 (代表） 

ホームページ  httD：//www.jtsa.or.jp/ 


I 不許複製 


平成 25 年 4 月 1 日 初版 発行 
平成 28 年 4 月 1 日 第 6 改訂版 発行 
平成 29 年 3 月 1 2 日 第 7 改訂版 発行 
平成 3 ◦年 4 月 1 日 第 8 改訂版 発行 
平成 31 年 4 月 1 日 第 9 改訂版 発行 


5SU  レー) レ  tSoT" 
つながる 笑顔 


* 乱丁  •落丁の 場合は おとりかえいた します。 


